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夢見る乙女は今日も彼のことを想う

Reflection of Prism




「明日は、そこの神社で夏祭りがあるそうだよ」

　コトリと店長はわたしの前に皿を置きつつ、そんなことを言った。今日のあたしの晩御飯は半熟オムライス。わたしの大好きなメニュー……ではあるんだけど……。

　一気に顔が熱くなる。だってケチャップで、ハートの相あい合あい傘がさの左右に「カーくん」「あすか」と器用に書かれているんだもん！　店長の意地悪！　でもありがと!!

「へ～、明日かぁ」

　素知らぬ顔を懸けん命めいに取とり繕つくろいつつ、呟つぶやく。

　カーくんと二人で屋台を回れたら、きっとすっごく楽しいんだろうなぁ。

　勇気だして誘ってみよう、かな？

　もう出会って三ヶ月近いし、そろそろ少しぐらい進展があってもいいよね？

　なんて、呑のん気きにうかれていたこの時の自分を。

　後にわたしは散々責めることになる。








Prologue

Reflection of Prism




　なぜ、私はこんなところにいるのだろう。

　鉄てつ格ごう子しに遮さえぎられた狭せまく薄うす暗ぐらい室内には、人ひとり乗っただけできしむ安物のパイプベッドと、隅すみに設けられた剥むき出だしのトイレだけしかない。白色に統一された壁かべが異様に圧あつ迫ぱく感を感じさせる。

　拘こう置ち所しよ。いわゆる罪を犯おかした者が裁判により刑けいが確定するまで、証しよう拠この隠いん滅めつや新たな犯罪を行わないよう、その身み柄がらを拘こう束そくする場所だ。

　世間では私は、自分の生徒を刺し殺さつした教師の風上にも置けぬ男ということになっている。

　いったい何の冗じよう談だんかと最初は思った。

　確かに私は今時では古い教師だ。生徒の前では強こわ面もてで通っているし、暴力を振ふるったことも数知れない。

　理り不ふ尽じんで、横暴な人間と私を毛け嫌ぎらいする生徒も少なくないだろう。それでも、社会に出れば白を黒と言わねばならぬような理不尽なことばかりだ。そして今の教師ときたら自らの保身に走り、生徒の顔色をうかがう連中がほとんどだ。子どもたちも大人をなめきってしまっている。大人を怖こわいと思わなくなっている。

　これでは、ダメだ。温室の花は綺き麗れいだが、厳しい自然の中では生きてはいけぬ。一度でも人に飼われた獣けものは、二度と自然の中には戻もどれぬ。

　子どもたちの為ために、せめて一人ぐらい、厳しく理不尽な存在がいてしかるべきだ。それを自らの使命と任じて頑がん張ばってきた。

　当然、私の教育方針は、ＰＴＡから何度となく問題視され弾だん劾がいされたものだ。それでも私の理念に理解を示し応おう援えんしてくれる方々も多かった。その中には社会の荒あら波なみの中へと巣立っていった教え子たちも少なからずいた。非常に嬉うれしく、自らの歩んできた道を誇ほこらしいと思えたものだ。

　そう、私は教え子たちを心から愛している。たとえ問題児であろうと。いや、問題を起こす生徒ほど触ふれ合あう機会も多く、むしろより愛着を覚えてすらいたものだ。

　その私が生徒を殺す？

　有り得なかった。

　当たり前ながら私には身に覚えなどない。確かにアリバイこそなかったが──独り暮らしの私に夜間のアリバイを証明するのは非常に困難だ──実際にやっていないことは確かなのだ。

　すぐに疑いは晴れ、「あの時は酷ひどい目にあった」と同どう僚りようたちとの笑い話になる、そのはずだった。

　しかし──

　いったいどれぐらいの時が経たっただろう。ここでの生活は単調で、時間の感覚を失ってしまう。入れられたばかりの頃ころは思わず顔をしかめた異い臭しゆうも、今は慣れて何も感じなくなってしまった。

　悪夢としか言いようがないことに、私の容疑は晴れるどころか深まっていくばかりだ。

　そんなある日、私に面会者が現れた。

　私が担任するクラスの生徒だった。

「先生は無実です。先生が生徒を殺すなんて絶対にそんなことするわけありません」

　恩師を信じるいたいけな生徒がいかにも言いそうな言葉を棒読みして、その生徒はにたぁっと実に愉ゆ快かいそうに薄うすら笑わらいを浮うかべた。

　その瞬しゆん間かん、私は確信した。

　犯人はこの生徒だ、と。

　私の教え子を殺し、私に無実の罪を被かぶせたのはこいつだ、と。








ACT1

Reflection of Prism




　あってはならぬことだった。

　全すべてが完かん璧ぺきと言うしかないあの方が、あんな男に心を奪うばわれているなど、到とう底てい許せる事ではない。

　調べれば調べるほど、平へい凡ぼん極きわまりない男だ。取り立ててルックスがいいわけでもなければ背が高いわけでもない。運動神経はそこそこいいみたいだが、学業は中の下、実に平凡極まりなく、とてもあの方に釣つり合う男ではない。

　なお度どし難がたいことに、あの男は分不相応にもあの方の寵ちよう愛あいを一身に受けながら、他の女に夢中なのである。しかも最近、また新たにあの男の周りに女が加わった。

　とても許せるものではなかった。

　そう、だから、あの男は罰ばつを受けねばならない。

　そうだな。手始めにヤツが好きだという女を殺すとするか。

　ふふっ、ヤツの絶望に悶もだえる姿が今から楽しみだ。








「なんで女の人って、ああも買い物が好きなんだろうな……」

　二階まで吹ふき抜ぬけの実に広々とした開放感のある空間には、ところどころ観葉植物が飾かざられ、ほのかに花の香かおりが漂ただよっている。ゴオオっと駆く動どう音おんとともにエアコンが吐はき出す冷気を、オレは部屋の中央に置かれた白いソファーにぐったりと身体を預けて堪たん能のうしていた。

　窓の外には青々とした芝しば生ふが広がり、スプリンクラーがぐるぐると回って水を撒まいていた。ガラス窓に無数の水すい滴てきが貼はり付つき、垂たれ落ちていく。夕方散水して日暮れまでに表面が乾かわくようにするのが芝生にはベストらしい。

　空はまだ全然明るいが、時刻はすでに六時を回っている。最近はほんと日が落ちるのが遅おそくなったなぁ。

　先日とある一件から一人の少女がこの家に引き取られることになった。

　生活するとなればやはり色々と物入りである。というわけで学校が休みになる土曜日の今日、家具から衣類、小物に至るまで、朝の九時からつい先さき程ほどまで、オレは延々とショッピングに連れ回された次し第だいである。

　たくっ、信しん司じの野や郎ろう、こんな時に夏なつ風か邪ぜなんて引きやがって。おかげでこっちは全身荷物まみれにされて大変だったんだぞ。

　一方、女じよ性せい陣じんと言えば──

「ほらほら、カー坊、じゃーん！」

「かーいいよね！　聡さと里りちゃんもうめちゃくちゃかーいいよね！」

　やたらめったらハイテンションだった。居間に入ってくるなりこれである。

　ショッピング中、たびたびベンチに腰こし掛かけ休きゆう憩けいしていたオレと違ちがって、ずっと休みなしで動き回っていた気がするんですが、なんでこんなに元気なんだ、このひとたち？

　ちなみにオレはこの部屋から出たら即そつ刻こく処しよ刑けいと言いい渡わたされている。居間の入り口付近にはご丁てい寧ねいに赤外線センサーが設置され、それに触れると床ゆかから電流が流れる仕し掛かけになっているらしい。……よっぽど信用ないのね、オレ。

　いや、そりゃね。隣となりの部屋からきゃっきゃうふふとはしゃぎ声が聞こえてくるし、むくむくと好こう奇き心しんが沸わき立たたなかったと言えば嘘うそになるけどさぁ。もうちょっとオレという人間を信じてくれてもよくね？　オレはロリコンじゃないっての！

　くすみのまったくない鮮あざやかなブロンドの髪かみをポニーテールに結んでいるのが我わが従姉いとこ、高たか尾お沙さ耶やことサヤ姉である。背もちっこくて胸も平らで、見た感じほとんど中学生にしか見えないが、これでもオレの一つ上で高校二年生、加えて世界でもその名を知られた天才少女だったりする。

　両手をしゃかしゃかと踊おどるように振って興奮しているのは、観かん田だ明日香あすか先せん輩ぱい。サヤ姉と同じ高校二年生で、三つ葉を模したリボンがトレードマークの、艶つややかな長い黒くろ髪かみの美少女だ。まあ、その、なんというかオレの片思いのひとである。

　このひとが夢で視た未来は絶対確実一〇〇％実現すると言うノストラダムスも真っ青な予知能力者だったりするんだけど、今はすでにその《力》を失っている。

　その二人の間でちょこんと全身をすっぽりと覆おおう虎とら猫ねこパジャマに身を包つつんでいるのが、高尾聡里──旧きゆう姓せい綿わた貫ぬき聡里だ。この家に新たに住むことになった女の子である。

　ん？　書類的には一応、今は小鳥遊たかなし聡里になるのか？　……ちっ、嫌いやなヤツのことを思い出してしまった。胸むな糞くそ悪い。やめやめ。どうせ来週には聡里は正式に外国にいるサヤ姉の両親の養女となり名実ともに高尾家の一員となるんだから、もう高尾聡里でいいよな。

「……カー兄、どう？」

　すました無表情、声も平へい坦たんそのものなんだけど、ちょっとだけ恥はずかしそうに聡里が訊きいてくる。その瞳ひとみがどこか期待に満ちているように見えるのは気のせい……じゃないよな。

　改めてオレは聡里を見下ろす。

　一応、年は一四歳さいになるのだけど、背はだいたいオレの顎あごぐらい、サヤ姉よりさらに低く、ぱっと見、一〇歳ぐらいである。いろいろ事情があって、食うにも困るという日々を長く続けてきたせいだ。

　もっとも最近は栄養の行き届いた食事を続けているおかげか、初めて逢あった頃に比べ、はるかに血色がいい。どこか病的に感じた細さもなくなった。

　そう言えばほんのちょびっとだけど、背も伸のびてる……かな？　いや、普ふ通つうの人間だったら気づかないぐらいすげー些さ細さいな変化なんだけど、ほら、オレも自分の身長が気になるお年とし頃ごろだろ？　他の人との差をつい測ってしまうというか。だから気づけた。

　聡里と出会ってからまだ二週間、それを考えれば驚きよう異い的てきな伸びだ。押おさえ込めば押さえ込むほど、反発力というものが働くって話だし、おそらく聡里の身体も環かん境きようの変化を機き敏びんに感じ取り、今までの分も成長しようとしているのかもしれない。

　オレは我が事のように嬉しくなり、くしゃっと聡里の頭を撫なでる。

「ああ、似合ってるぜ。可愛かわいい」

「♡」

　聡里の口元がわずかにほころび、被かぶっていた猫ねこフードの耳がピンっと逆立つ。次いでどこか怯おびえたようにうな垂れていた尻尾しつぽが、ふりふりと機き嫌げん良さそうに左右に揺ゆれる。

　え～っと、これって……

　オレが思わずサヤ姉のほうに視線を向けると、待ってましたとばかりにサヤ姉が得意げな顔をする。

「ふふっ、脳波で動くシリーズ・バリエーション№３！　脳波で動く猫パジャマよ！」

　……またおかしなもの作り上げてるしっ！　っていうか№３ってことは２もあるのかよ？

　実は聡里も明日香先輩と同じ超ちよう能のう力りよく者で、いわゆる人の心が絶えず流れ込んでくるという精神感応者テレパスだ。プライバシー的に誰だれかと一いつ緒しよに暮らすにはいろいろ問題の多い《力》なんだけど、それを封ふうじ彼かの女じよを普通の人間へと変えたのが、馬ば鹿か馬ば鹿かしくも「脳波で動くウサミミバンド」だった。

　どうやらその新型らしい。きっちり尻尾も動くようにもしているあたり、改良にも余念がないようだ。

「どうよ。これなら一目でちゃんとわかるでしょ？」

　ドヤ顔で聡里に向けて片目を瞑つぶるサヤ姉。

　なるほど、ね。サヤ姉の意図に気づき、オレはそっと笑えみを零こぼす。

　以前、オレは聡里に、ウサミミバンドよりもっと普通のヘアバンド作ってもらえ、みたいなことを言ったことがある。その時は、一目で聡里が心が読めないのがわかるウサミミこっちのほうがいい、って答えだった。

　サヤ姉とも似たようなやりとりがあったのかもしれない。男のオレはそんなもんかってあっさりその時は受け入れたんだけど、そうだよな、よく考えたら一種類だけってのはやっぱりアレだよな、聡里だってお洒落しやれしたい年頃の女の子なのだ。

　聡里が気にしていたのは、一目で相手に伝わるという事だ。そこをしっかり汲くんで、こういうのを作ってるんだから心こころ憎にくい。

「ありがと、ね。サヤ姉。聡里なんかのためにこんなにも……」

　びしっ。

「……痛い」

　額を押さえて、聡里が恨うらめしげにサヤ姉を睨にらむ。まあ、お礼を言おうとしてるのにデコピンされたらそりゃそういう目にもなるわな。その目じりに浮かぶ涙なみだはさっき感かん極きわまったからなのかそれとも痛かったからか。

「聡里なんか、は以後禁止」

　さっきまでのはしゃぎっぷりからは打って変わっての有う無むを言わせない厳しい口調でサヤ姉が言う。

　む～っと眉まゆもしかめて険しい表情をしているんだけど、その目は温かい。

　聡里は一いつ瞬しゆんぽかんとして、そしてすぐにサヤ姉の言わんとしてる事を悟さとったようだった。

「……うんっ！」

　叱しかられたのに、妙みように嬉しそうに、弾はずんだ声で聡里は頷うなずき、着ている服そのままにまるで猫のようにサヤ姉の薄い胸にすりすりとその顔をこすりつけ始める。

　瞬またたく間まにサヤ姉の相好はだらしなく崩くずれて、その隣では明日香先輩が指をくわえて羨うらやましそうにしていたりした。

　姉し妹まい仲なかは極きわめて良好のようである。





「～～今年二月に起きました、現げん役えき教師が教え子を殺傷するという昨今の教育崩ほう壊かいを象しよう徴ちようするような事件を覚えておられますでしょうか？　今日、その初公判が行われ──」

　テレビからはいつものごとく殺さつ伐ばつとしたニュースが流れていた。あー、この事件覚えてる覚えてる。近場で起きた猟りよう奇き事件ってことでけっこうクラスで話題になったんだよなぁ。

　さっきまでは東日本大だい震しん災さい関連のニュースだったし、世の中ほんとろくでもないことばっかりだ。たまには景気のいいニュースが聞きたいね。

「あーっ！　この先生、わたしの中学の時の担任だったんだよ！」

　テレビを指差し、先せん輩ぱいが興奮した声を上げる。

「え？　マジっすか？」

「うんうん、マジマジ。わたしにもけっこう親身に接してくれて、いい先生だと思っていたのにすっごくびっくりしたな～」

　当時を思い出すように、感かん慨がい深ぶかげに先輩が言う。

　うわ、先輩のすぐそばに殺人犯がひそんでいたのか。しかも親身ってもしかして狙ねらわれてたんじゃないのか？　殺された生徒のひとには悪いけれど、先輩が犠ぎ牲せい者しやにならなくてほんと良かったと思う。

「ってもうこんな時間！　わたし帰るね」

　画面の左上に表示された時刻を見て、先輩は慌あわてて立ち上がる。

　さすがに七時を回ると外は陽ひも落ちかけ、薄暗くなっていた。そうだな、そろそろ帰らないと間に合わなくなる。

「バス停まで送りますよ」

「ん、お願いね」

　オレの申し出に、先輩が柔やわらかな笑え顔がおで答えてくれる。ああ、やっぱり先輩って可愛いよなぁ。夕暮れ時の道を先輩と二人っきりで歩く。いやがおうにも雰ふん囲い気きは盛り上がり、そして──

「じゃああたしも付き合うわ」

「聡里も」

　──なんてオレに都合よく世の中いくはずもなく、この二人がこうやって割り込んでくるのはわかっていましたよ。

　オレみたいなののどこがいいのかよくわからないんだけど、サヤ姉や聡里はオレのことが好き、らしい。その……異性として。

　二人ともオレにはもったいないぐらい魅み力りよく的てきな女の子だとは思う。でも、オレは明日香先輩一筋なわけで……二人の想おもいにはどうしても応こたえられない。

　ただ、サヤ姉もオレが物心つく前からの長い付き合いがあって、いろいろな面でお世話にもなっている大切なひとなのだ。

　その関係を壊こわしたくなくて、男らしくないことはわかってはいるんだけど、その辺をなあなあにして微び妙みような関係を続けている。

　聡里は……「三番目でいいからね」とかトンデモなこと言ってたりして、正直よくわからないんだよなぁ。どこまで本気なのやら。

　さっきもサヤ姉が「聡里なんか」を禁止していたけれど、どうも聡里はいろいろな経けい緯いもあって、けっこう自分を卑ひ下げしてるところがある。その辺も関係しているのかもしれない。

　そういうデリケートな部分を抱かかえている子なので、こっちもどう応えていいやら、なんだよなぁ。

「……いろいろままならねえよなぁ」

　誰に言うでもなく、オレは独りごちる。オレはオレで、先輩がオレのことをどう思っているのかわからなくてもんもんとしている。

　好意は持たれている、と思う。でもそれが異性に対してのそれなのか、弟みたいに思われているだけなのか、それがよくわからない。

　いろいろ誤解（ココ重要）もあって、どうもオレは先輩に女ったらしと思われていて、最近はロリコン疑ぎ惑わくまで持たれてるみたいなんだよなぁ。とてもじゃないけど、「オレのことどう思ってるんですか？」とか訊けねえっての。玉ぎよく砕さいの可能性が高すぎる！

　まあ、そんなわけで、目下のところ、今のオレは先輩とは「友だち」として汚お名めい返上を図っているところである。

「お疲つかれ様さま、涼すず原はら。ちょっとこいつら送ってくる」

　玄げん関かん横の応接室でカタカタとキーボードを叩たたいていた妙みよう齢れいの知的な美女に、サヤ姉は声をかけた。涼原さんはチラリと眼鏡ごしにこちらを見て、ぺこりと一礼してまたディスプレイに視線を戻もどす。

　本来なら涼原さんは今日は休日なのだけど、業務外で聡里の高尾家への養子縁えん組ぐみの諸手続きをお願いしているのだ。

　超ちよう天てん才さいとは言えサヤ姉は法律的にはまだ未成年、サヤ姉の両親も日本に帰ってくる予定は現在のところ全くなく、そこで頼たよりになるのが弁護士資格を持つ法律の専門家スペシヤリスト、涼原さんである。

　まあ、本来は特許とか知的財産権が専門らしいんだけどな。

「涼原さん、またっす」

「お邪じや魔ましました」

「……行ってきます」

　オレたちもそれぞれ挨あい拶さつだけして、あまり邪魔にならないようさっさと玄関へと向かう。

　聡里の言葉が、ちゃんとここを自分の家だと思ってくれてるみたいで、何気にちょっと嬉うれしくなったオレである。

「うわっ……」

　ドアを開けた瞬間にむわっと熱気が押し寄せてきた。気温だけを見れば大したものじゃないんだけど、夏の夕方特有のじめじめとまとわりついてくるような暑さってのはとにかく不快なものがある。

　個人的には、陽光にじりじり炙あぶられていた昼間のほうがはるかにマシだ。なんていうか苦痛ってのは一定を超こえると大したことないって感じるんだよな。夕方の暑さってやつは、このラインのぎりぎり内側にある気がする。クーラーで回復したはずなのに、途と端たんに脱だつ力りよく感が襲ってくる。

　他のみんなの顔を覗のぞき見みると、感じていることは一緒みたいで全員げんなりと顔をしかめていた。

　ぞろぞろとバス停まで四人で歩く。閑かん静せいな住宅街は夕焼けに染まっていて、オレたちの影かげは本人の背より長く伸びていた。耳みみ障ざわりというほどではないけれど、セミの鳴き声も響ひびいている。

「カー坊、明日も頑がん張ばってもらうわよ。きりきり借金分、働きなさい」

「へいへい。わかってますよ」

　サヤ姉の言葉に適当に生返事をする。

　聡里は今週はサヤ姉と同じ部屋で寝ね起おきしていたそうだが、やはり自分の部屋も必要だろう。そこで明日は二階の寝しん室しつの隣にある書しよ斎さいの大片付け＆大おお掃そう除じを予定していた。

　実は一階に丸々空いている部屋があったりするんだけど、わざわざ手て間ま暇ひまかけても自分の隣を聡里の部屋にしようってんだから、やっぱりこのひとはオレの自じ慢まんの従姉だった。

　聡里の件はオレもめちゃくちゃサヤ姉には感謝してるし、借金なんかなくたって手伝うつもりだったけどさ。嬉き々きとして「手伝うぜ！」っていうのも、なぁ？　なんか恥ずかしいだろ。

　その後、明日の段取りをあれこれ取り決めてる間に、バス停にたどり着く。ちょうど先輩の家の方に向かうバスがやってきたところだった。

「それじゃあまた明日、ね」

　言って、先輩はオレにだけわかるようにそっと目配せをくれる。心臓がドクンと高鳴り、カーっと血液が首から上に駆かけ登ってくる。

「はい、また明日」

　オレもにやけそうになる口元をなんとか抑おさえて、むしろ別れを惜おしむように寂さびしそうな顔を演じる。

　ふふふ、実は今夜、先輩とデートの予定だったりするのさ！　もちろん、サヤ姉や聡里には内ない緒しよでな!!

　なんでも先輩の家の近くの神社で今日、縁えん日にちがあるみたいで、昼の買い物の途と中ちゆうこっそりと「一緒にいかない？　たまにはふたりで、ね♪」と誘さそわれたのだ。

　いや、そりゃね。

　サヤ姉や聡里を誘わず二人でってことに、罪悪感がないと言ったら嘘になりますよ？

　サヤ姉には先輩や聡里の件でお世話になりまくったし、聡里もこっちに来たばかりだしそういう楽しい場所に連れてってあげたいとも思う。

　でもさ、来週にはこの近辺では最も大きな花火大会があるんだよ。そういう大きなお祭りは、勿もち論ろんみんなでわいわい楽しむべきだと思うし、そうするつもりだ。

　だから、さ。

　こんな小さな縁日ぐらい二人っきりで楽しんでもバチは当たらないよね！

　く……くくく、くははははは！

　先日お流れになった遊園地デートのリベンジじゃーっ！





　辺りには笛の音と太たい鼓この音が鳴なり渡っていた。ガヤガヤとした雑ざつ踏とうの気配、子供たちのはしゃぎ声やテキ屋の兄ちゃんの威い勢せいのいいダミ声が響く。

　薄うす暗ぐらい闇やみの中、いくつもの松明たいまつの炎ほのおとともに、派手派手しく屋台を飾った電球の人工的な光が一帯に瞬またたいていた。

「わ～、けっこう賑にぎわってるね」

　ぱあああっと表情を輝かがやかせて、明日香先輩がきょろきょろと屋台を見回している。

　うわあああ！　かわええっっ！　やっぱり清せい楚そな和風美人である先輩には、浴衣ゆかたが目め茶ちや苦く茶ちや似合う！　今夜の先輩は薄うす桃もも色いろの浴衣に身を包み、普ふ段だんは流している黒髪をカンザシで結ゆい上あげていた。うなじからはもう吸い寄せられそうな、なんとも言えない色気が漂ってくる。

　戒かい律りつにより女の人が民族衣装で全身を隠かくしているイスラム世界の男性は、女の人の手の甲こうを見ただけでも興奮するというけれど、実感として理解できた。確かに普ふ段だん隠かくされているものって、妙にオトコ心をそそらせるよね！　いわゆる絶対領域！

　ふと気がつくと、先輩もオレをじっと見つめていた。あれ？　なんか少しムッとしているような？　でもオレ、怒らせるようなことした覚え全くないぞ？

「カーくん、背、けっこう伸びたね」

「え？　マジすか!?」

　思わず口元がゆるむ。

　そう言えば初めて逢った頃ころより先輩の目の位置が低くなっている気がする。そうか、ついにオレにも成長期が来たのか！

　先輩と並んで歩いてる時とか、オレのほうが低いってのはやっぱり色々気にするところがあるわけですよ。

　いやぁ、嬉しいなぁ。足取りも自然軽く──

「……ちっちゃいままでいいのに。可愛いし」

　なるどころじゃありませんでした。

　ひ、ひでえよ、先輩！　今の独り言なのはわかってるよ。オレに聴きかせるつもりの言葉じゃないってことはわかってるけどさ！

　独り言ってことは、すなわち本音ですよね!?　いくらなんでもそれはないんじゃ!?

　だいたい男にとって可愛いって褒ほめ言こと葉ばじゃないですから！　是ぜが非ひでも否定したい言葉ですから！

　あ～、マジへこむわ～。有う頂ちよう天てんになったところからだったから、余計に落差があってきつい。ほんと天国から地じ獄ごくに真っ逆さまって感じ。

「背が伸びたらもっと格好良くなってさらにモテモテになっちゃうよ、う～……」

　先輩は口を尖とがらせて、ぶつぶつ何かを呟つぶやいている。そ、そこまで不満なんですか。オレの背が伸びることが!?

　やっぱり先輩にとってはオレって所しよ詮せん、可愛い弟としてしか見られてないのかなぁ。まさかペット扱あつかい!?　……はさすがにないと思いたい。

　まあ、へこんでたって仕方ないよな。少なくとも好意をもたれていることは確かなのだ。よし、ここは男らしく振ふる舞まって先輩にまずは男として意識してもらおう。

「せ、先輩！　祭りに来たらやっぱり屋台です！　な、なんか食べましょう。オレが奢おごりますから！」

　って、いきなりどもりまくってるし！

　初しよっ端ぱなから何とちってんだよ、オレは。

「え？　で、でも、カーくん、サヤさんに借金あったじゃない。無理しなくていいよ？」

「大だい丈じよう夫ぶです。やっぱりデートの時は男が奢らないと！」

　当然、先輩に思いっきり気を遣つかわれるも、オレはドンっと胸を叩いて力強く請うけ負おう。

　ふふ、今のオレはいつもの金欠高校生ではない！　土曜日ということで仕事が休みで家でのんびりしていた親父おやじに「先輩とデートなんだよ」とダメ元で金を無心したところ、「ふっ、おまえも艶いろを知る年か……」と感慨深げに呟きそっと気前よく諭ゆ吉きちさんを手て渡わたしてくれたのだ。

　……結局親の金か、とか言うな。

　そろそろ夏休みだし今年はアルバイトしよ。サヤ姉への借金も返さないといけないしなぁ。

「う～ん、でも、やっぱりなんか悪いよ～」

　それでも先輩はまだ表情を曇くもらせ、迷っている素そ振ぶりを見せた。

　前回の喫きつ茶さ店てんデートの時にも金欠だったところを見られているし、なんかオレの懐事情って先輩に完全に筒つつ抜ぬけ状態なんだよなぁ。

　なんでオレは先輩の前で情けないところばかり見せているんだろう？　このままでは男の沽こ券けんに関かかわる！　先輩にはやっぱり頼り甲が斐いのある男と思われたい。

　ここで押し問もん答どうしていても埒らちがあかない。「しばらく禁きん煙えんか……」と哀あい愁しゆう漂ただよう背中を見せてくれた親父にも申し訳が立たない。

「とにかく！　今日は黙ってオレに奢られて下さい!!」

「えっ!?　あ……は、はい」

　オレが強い口調で言い切ると、先輩は驚おどろいた後、神しん妙みようにコクンと頷く。

　とりあえず勢いで押し切きったけど、テンパっててちょっと語気が荒あらすぎたかも。うわ、なんか先輩、うつむいたまま顔上げないし。こ、怖こわがらせちゃったかな。

「じゃ、じゃあ、オレ、たこ焼き買ってきますから！　先輩は席取っておいてください」

　取とり繕つくろうようにそう言って、オレは一番間近にあった屋台へと走る。

　拍ひよう子しにドンっと誰かに肩かたがぶつかる。

「あっ、すいません……って、委員長？」

　眼鏡をかけた柔にゆう和わそうな顔には見覚えがあった。

　オレのクラスの委員長を務めている男で、え～っと、名前なんだったっけ？　いつもみんなから委員長と呼ばれているから完全にそっちが頭の中に定着していた。

　歳としの割には落ち着いた雰囲気があり、人当たりも良くて、クラスの雑用などもけっこう引き受けていたりする、まさにザ・委員長とでも言うべき男である。親はけっこうな資産家らしいんだけど、それを鼻にかけた風もなくなかなかいいやつである。

「こんなとこで会うなんて意外だな。君の家、この辺じゃないだろ？」

　委員長が眼鏡の奥おくの瞳ひとみを丸くしている。あ～、先輩も周辺の地域住民向けのお祭りだって言ってたっけ。

「知り合いに誘われたんだ。おっとそのひと待たせてるんだ、じゃあな」

「うん、また。……頑張ってね」

　委員長はちらりと明日香先せん輩ぱいのほうを見て、笑って手を振ふってくれた。察してくれるとは有あり難がたい。

　これが剛ごう田ださんだったりしたら、「その軟なん弱じやくな精神を叩き直なおしてくれる！」とか言い出だしオレを稽けい古こ場ばに拉ら致ちって一〇〇本組手とかやらされていたに違ちがいない。

　しかしせっかく会ったのに挨拶だけってのもちょっとそっけなかった気がする。月曜に学校でそれとなく謝あやまっておこう。

　なんて頭のメモに書き加えつつ、オレは屋台へと駆けこんだ。

「おっちゃん、たこ焼きひとつ！」

「あいよぉ。今、焼き始めたところだから、ちょぉっと待ってぇな」

　ねじりはちまきのおっちゃんが厳いかつく笑う。

　鉄板から立ち上る熱気がむんむんとオレの肌はだにまとわりついてきた。美お味いしそうなソースの香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。そういや夕飯食べてないんだよなぁ。自然と口の中によだれが溢あふれてくる。

　チラリと振り返かえり先輩の様子をうかがうと、胸を押おさえて肩を上下させ、スーハーと深呼吸をしておられた。うーん、やっぱりびっくりさせすぎたのかな。

　なんでオレはこうスマートにできないんだろう。先輩をしっかりエスコートできる格好いい男になりたいのに、いつも空回りしてばっかりだ。

「び、びびび、びっくりしたぁ！　いつもより男らしくて強ごう引いんで……ううっ、もうドキドキだよぉ。熱くて顔が上げられないよぉ」





「よう、奇き遇ぐうだな」

　たこ焼きを受け取り、五百円玉を手渡した矢先、背後から呼び止められた。

　後ろを振り向むくとそこにいたのは、澄ましていれば女子ウケしそうな線の細いイケメン──口元に浮うかんだ軽けい薄はくな笑えみのせいで実際は二枚目半な男がいた。

　誰だれあろう、オレの中学時代からの悪友、小お沢ざわ信司である。つつーっとオレの頬ほおを汗あせの珠たまが伝っていくのが自分でもわかった。

「お……お前、風か邪ぜ引いて寝ね込んでたんじゃなかったっけ？」

「え？　ああ。まだちょっと喉のどの調子がおかしいけど、大丈夫だよ」

　まだ違い和わ感かんがあるのか喉のど仏ぼとけのあたりを触さわりながら信司。確かにちょっと声がいつもよりくぐもってる感じがする。風邪は治りかけが大事ってよく言うのに、なんで寝てねえんだよ、こいつは!?　こんなところで鉢はち合あわせだなんて運が悪すぎる。

「珍めずらしいとこで会ったな」

「あ、ああ、そうだな……」

　だらだらと顔から脂あぶら汗あせが流れ落ちていくのが自分でもわかった。

　繰くり返すが、信司はオレの友人である。こいつも多分、そう思ってくれていると思う。だが一方で、「オレとサヤ姉、どっちを取る？」という問いに刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんすらすることなくサヤ姉をとるであろうサヤ姉信者なのだ。

　今、こいつにオレが明日香先輩とデートしていることがバレようものなら──

「ははぁん？」

　ぎくっ！

「さてはお前、観田先輩とデートだな？」

　速そつ攻こうで言い当てられたよ！　くそっ、なんでこいつはこう無む駄だに鋭するどいんだ。いや、まあ、こういう察しの良さからくるさりげなくもそつのない行動がこいつの持ち味で、そこがクラスの女子とかにもウケてモテてるんだけど。くそっ！　リア充、爆ばく発はつしろ！

「頼たのむ！　一生のお願いだ！　今回だけは！　今回だけはサヤ姉に黙だまっててくれ！」

「さて、どうしようかね？」

　携けい帯たいを開いていじくりつつ、信司がニヤリと笑う。

　うぬぬっ、こうなったら問答無用で昏倒させて簀巻きにして時間を稼……ってさすがにそれはいくら信司相手でもやりすぎか。

　しかし、今、こいつにサヤ姉に連れん絡らくされるのだけはなんとしても阻そ止ししなくては。今こそ閃ひらめけ！　オレの勘かん!!

 ……ってなんも思いつかねえ!!

「今回だけは勘かん弁べんしてやるか」

　やれやれと苦く笑しようし、信司は携帯をズボンのポケットに戻す。

「ま、マジか!?」

　まさかこいつがサヤ姉への報告よりオレへの友情を優先してくれるとは!!

　オレはお前を見誤っていたよ！

　信司、お前、実は友情に篤あつい男だったんだな！

「武士の情けだ。せいぜい楽しみな」

「恩に切る。あ、先輩待たせてるから、またな！」

　手を振ってオレは信司と別れる。

　ふう、ほんと助かったぜ。鬼おにの目にも涙、いや、鬼の霍かく乱らんだな。

　オレは急いで先輩のところに駆け戻る。先輩は神社の境けい内だいの一角に並べられた長椅子の一つに腰掛け、ウチワを扇あおいでいた。

　うわ～、すっげー絵になるなぁ。

　なんてほうっとため息混じりに魅み入いっていたら、大学生ぐらいの軽薄そうな男が先輩に馴れ馴れしそうに声をかけてるし!?

　先輩はちょっと困った顔で手を振ってるんだけど、大学生は全然引き下がる気配がない。

「野郎っ！」

　年上だろうと構うものか。勇んでオレは足を踏み出して、

「あ、カーくん、こっちだよ～」

　オレの姿を見つけ、先輩が花が咲さいたような笑顔でぶんぶんと手を振ってくれる。

　瞬間、周囲から突き刺さってくる複数の嫉しっ妬との視線。ちょっとだけ背筋が寒くなったけれど、オレは口元がにやつくのを止められなかった。

　男連れだとわかり、大学生はチッと舌打ちして足早に立ち去っていく。

「お待たせしました」

「カーくん、遅いよ～。二回も男の人に声をかけられて大変だったんだからね」

　あいつだけじゃなかったの!?　しかしたった五分かそこらで二回って。

　はあ、学校だとラプラスの噂うわさのせいで先輩に声をかける男なんてオレぐらいしかいないけれど、やっぱり客観的に見れば先輩は凄すごい美人なんだよなぁ。こんな人混みに一人置いておくのは危なすぎる。

　……マジで、祭りの間は目を離しちゃダメだな。

「すみません。たこやき出来上がるのにちょっと時間がかかって。あとさっきそこで信司と会って……」

「ええっ!?　た、大変！　サヤさんに連絡されちゃう！」

「いや、それはなんとか取りやめてもらいました」

「そうなの？　良かったぁ」

　ほっと安あん堵どの息をつく先輩。

　自然、オレの口元はほころんでいく。だって、今、先輩はオレと二人でいたいって言ってくれたようなもんだぜ？

　コレは少しはうぬぼれてもいい、のかな？

「あっ！　えとえと……ふふっ、な～んて言ったら嬉しい？」

「へ？」

　うあ、もしかしてオレ、また先輩に引ひっ掛かけられた？

　そう言えば先輩ってけっこう小こ悪あく魔まなところあったんだよなぁ。最近は少しなりをひそめていたんだけど。

「ちょ、ちょっとデートに誘われたからって調子に乗ったらダメなんだからね？　だいたいカーくんは女の子にだらしないところをまず直さな……」

　く～。

　人差し指を一本立てしたり顔でオレに説教を始めた先輩だったが、唐とう突とつにそのお腹なかが可愛かわいらしく鳴った。

　ははっ、そう言えば先々週はオレが腹の虫を鳴らしてたっけ。なんだかんだでもう時計は八時を回っている。そりゃ先輩だってお腹空くよな。

　カーっと見ていて惚ほれ惚ぼれするほどに、先輩の顔が一気に紅あかく染まる。

「あうあう、今のは違うの！　えとえとっ……」

　明らかに混乱した様子で先輩はぶんぶんと首を左右に振る。もうめちゃくちゃ必死。

　最近の先輩は、短い間にも表情がコロコロと変化する。先輩に対してこの表現はどうかと思うけど、なんか小動物な感じで可愛い。

　本当に、一秒だって目が離せない。

　幸福を噛かみ締めつつ、オレは持っているたこ焼きを掲かかげる。

「とりあえず食べません？　冷めたら美お味いしくないですし」

「……うん」

　先輩も二度も失態を演じたくないと思ったのか素す直なおに頷うなずいてくれる。

　早さつ速そくオレも長椅子に腰掛け、たこ焼きを広げる。

「あっ、これすごく美お味いしい！」

　熱いのか口の中をほくほくとしながら、先輩が感激の声を上げた。

　オレも爪つま楊よう枝じでたこ焼きを一突つきし、口の中に放ほうり込む。確かに空腹も手伝ってほっぺが落ちそうなぐらい美う味まい。

　一二個入りだったんだけど、二人で瞬またたく間まに平らげてしまう。

「うーん、これだけじゃちょっと足りませんね。他のも買って……」

「あっ、カーくん待って」

　オレが立ち上がろうとした矢先、先輩に呼び止められる。

　なんだろうと先輩の方を振り向くと、

「じっとしててね」

　その細くて綺き麗れいな指が、そっとオレの頬に触ふれる。そして、じっとオレの顔を見つめてくる先輩。え？　これって唐突だけど、まさかキスシーン!?

　反射的に目を瞑つぶると、口に柔やわらかな感かん触しよく。

　でもなんか布っぽいような……っていうか左右にフキフキって。

「はい、これでおっけ。ふふっ、カーくん子どもみたいなんだから♪」

　薄うす目めを開けると、しょうがないなぁ、と苦笑気味に、でもなんかすごく楽しそうな先輩がいた。

　汚よごれた口元を拭ふこうとしただけっていうオチ……ね。

　やっぱりオレはダメダメだよなぁ。好きな人の前で格好悪いとこばっかり。しかも子ども扱いされたってのに今のをすっごく嬉しく思ってる自分もいて……ううっ、こんなんだからいつまでも弟扱いから抜ぬけ出せないんだよ。

「あ、先輩。それ、洗って返します！」

　先輩が巾きん着ちやくの中にハンカチを仕し舞まおうとするのを見み咎とがめ、オレは慌あわてて言う。せめてこれぐらいはしないと申し訳ない。

「え？　い、いいよいいよ。これぐらい気にしなくても」

「いや、でも汚したのはオレだし……」

「いいからっ！」

　強い口調で言い切られる。

　なんかすごく必死な感じ。暗がりにも見事な薄うす紅べに色だったし、刺し繍しゆうとかも凝こってたし、あのハンカチけっこう高級品なのかも。高いものって下手に洗せん濯たくすると取り返しがつかなくなるものもあるって言うしなぁ。

「こ、これは今日抱だき締めて寝るんだから。洗ったりなんてもったいない」

　ハンカチを入れた巾着を、先輩はぎゅっと胸に抱きすくめる。うん、やっぱりすっごく大事なものなんだろうな。何か思い出の品だったりするのかもしれない。そんなのを汚してしまって、ほんと申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「じゃ、じゃあ、お詫わびにまた何か奢りますよ！　次は何がいいですか？」

「そ、そうね、次いこ次」

　先輩もコクコクっと頷いて、キョロキョロと屋台の看板を物色し、

「あ、あれ美お味いしそう！　わたしあれが食べたいな」

　先輩が指差した先にあったものは──





「あ～ん♡」

　先輩がその艶つややかな唇くちびるを開いて、ソレを口の中へと迎むかえ入いれる。なおあろうことか、チュポッチュポッと瑞みず々みずしい音を立てて上下させる。

「ん♪　美味し♪」

　うっとりと恍こう惚こつとした表情で口の中から出したソレを、今度はチロチロッとその可愛らしい舌で先っぽを舐なめあげる。

　やがて離はなれた舌とソレの間には唾だ液えきの糸が引いていて──

「あれ？　どうしたの、カーくん？」

　アイスキャンデーを片手に先輩が、見るからに挙きよ動どう不ふ審しんになっていたオレに不思議そうに訊きいてくる。

「なんでそんなに前かがみになってるの？　大丈夫？　お腹痛いの？」

　先輩は心配そうに優やさしい言葉をかけてくれるんだけど、今は逆にそれがきつい。罪悪感に押し潰つぶされそうになる。

　先輩にまったくそんな意図がないのはわかるよ。うん、わかってるよ。でもね、オレもほら、ごくごく普ふ通つうの高校生男子だから、さ。

　あんな先輩を見て、反応しないわけないだろうがぁっ！　何がとか訊くなよ？　ナニに決まってるんだから！

「ほ、ほんとになんでもないですから！」

　オレは先輩から顔を背そむけて、なんとかそれだけ口にする。今、先輩の顔を見ていたら収まるものも収まらない。

「ほんとに大丈夫？」

「大丈夫です！　健康そのものですっ！」

　っていうか健康すぎる自分の身体が憎にくたらしい！

「変なカーくん」

　そしてまたパクッとアイスキャンデーを口にほおばる音が後ろから漏もれ聞こえて……ぐあ、音だけのほうが逆に想像が掻かき立たてられるぅ！

　そんな天国とも地じ獄ごくとも言えるような一分間がすぎる。

「ごちそうさま♪」

　満足そうにそう言って、先輩は残った棒をゴミ箱へと放る。

　萌もえたよ、萌え尽つきたよ……。

　今日のおかずにさせて頂きます。

　こちらこそごちそうさまでした！

「おやおやおや～？」

　オレが心の中で今日という日を神様に感謝していると、背後から茶ちや化かし気味の聞き覚えのある黄色い声がした。

　振り向くと、予想通り、髪かみの左右をリボンで結んだ少女が「やっ」と手を上げ、人ひと懐なつっこい笑みを浮かべていた。やれやれ、今日はよくよく知り合いに会うなぁ。つーかまあ縁えん日なんだし当たり前か。

「先輩、ちょっとすいません」

　オレは先輩に片手で謝罪を表してから、

「よぉ、薫かおる。おまえも来てたのか」

「うん、クラスのみんなとね。ほら」

　薫が後ろを振り返りつつ言う。その先には確かに見覚えのある男女の顔がちらほらとあった。

　こいつの名は明あけ智ち薫。オレのクラスメートだ。胸もそれなりに膨ふくらんでいて、スカートも穿はいていて、見た目は間ま違ちがいなく女の子なんだけど、不思議とまったく「女」を感じさせない。

　いや、顔立ちは整っているし、うちのクラスで一番の美少女と言っても差さし支つかえないぐらいなんだけどさ。

「おまえさ～、浴衣ぐらい着ろよ。ただでさえ色気がねえんだから」

「あ、あんですとー!?　出し抜けになに失礼なこと言い出すかな、このひとは!?　ボク以外の女の子にそんなこと言ったら張はり倒たおされても文句言えないゾ？」

「ば～か、おまえだから言ったに決まってるだろ」

「ガーン!?」

　わざとらしくオーバーアクションに衝しよう撃げきを受けた顔を作る薫。親指、人差し指、小指を立てているあたり、芸が細かい。

　そして二人同時にクスっと吹ふき出す。

　そう、これこれ。兄貴が三人いるらしく、だからかな、なぁんかノリが男友だちのソレに近いんだよなぁ。自分のこともボクとか呼んでるし。

　信司の話によれば、こういう気さくで他の女子より話しやすい感じが人気で、けっこう狙ねらってる男子も多いって話だ。まあ、さっきは冗じよう談だんでけなしたけど、実際、とても魅み力りよく的てきな女の子だとは思う。オレは先輩一筋だけどな！

「……ふ～ん、あのひとと付き合ってるって噂うわさ、本当だったんだ」

「え？」

　薫のつぶやきにオレは思わず聞き返す。言葉の内容もさることながら、その声こわ色いろが気になった。普ふ段だんの薫とはまるで違う、先さき程ほどのふざけた調子とも違う。ひどく重く陰いん気きな冷たい声。

　誰、だ……こいつ？

　と思ったのもつかの間、

「あははっ。可愛い顔してても男の子なんだね。君も隅すみに置けないなぁ！」

　パァン！　と痛いぐらいに背中を叩たたかれる。

　すっかりいつもの薫だった。……さっきのはオレの気のせい、か？　いや、しかしそんなはずは……

「なんだ、お前も来てたのかよ？」

　オレの思し索さくを邪じや魔まするように、少し不ふ機き嫌げんそうな声が会話に割り込んできた。

　松まつ永なが久ひさ志し──やはりクラスメートだった。背はけっこう高く、顔立ちも整っているように思う。ただ、まだ一学期も終わっていないと言うのにすでに二人の女の子とくっついて別れたりしているけっこう軽薄な男で、個人的にはあまり印象が良くない。

　今も先輩に好色な視線を向けてたりするし！

「来てたらわりいかよ？」

「いやぁ？　ボクはそんなこと一言も言ってないよ？　被ひ害がい妄もう想そうが強いなぁ」

　くぁ～っ！　こいつやっぱいけすかねえ！

　なぁにがボクだっ！　背中に虫唾むしずが走る。

「ねえ、もう行こうよ！　ほら、あのひと……」

　髪を茶色に染めた女の子がちらちら先輩の方を見ながらやや声を潜ひそめた感じで言う。

　藤とう堂どう貴たか子こ、いわゆるギャル系の今時の女の子だ。その様子にオレはすぐにピンとくる。今学期に入ってからは先輩はほとんど予知をしていないので、一年の間にはあんまり『ラプラス』の噂は広まってはいないのだけれど、自他ともに認めるクラス一の情報通のこいつなら知っててもおかしくない。

「あっ、ほら、デートの邪魔しちゃ悪いじゃない？」

　オレの険悪な視線に気づき、藤堂が慌てたように手を振って、明らかにその場で思いついたっぽい適当な言葉を並べる。

　それがさらにオレをいらつかせたのは事実なんだけど、

「ああ、まあ、そういうことだから……じゃな」

　こいつらと別れるにはちょうどいい口実だったので同意しておく。

　今日はせっかくの先輩とのデートなのだ。こいつらとかかずらっている暇ひまはない。心のムカムカを抑おさえ込みつつ、笑え顔がおを作って先輩のほうを振り返る。

「先輩、お待たせしま……した」

　語ご尾びがかすれたのは、自分でもわかった。

　先輩は何か眩まぶしいものでも見るように、そしてどこか、遠いものでも見ているかのように目を細めていた。

　なんか先輩とオレとの間に距きよ離りがあるように感じられて、妙みような焦しよう燥そう感に駆かられる。

「もういいの？　もっと話しててもいいんだよ？　わたし待ってるから」

　先輩はにっこり優しく笑うんだけど、オレは慌ててぶんぶんと手を振る。

「いいんですよ、あんなやつら」

「も～、そんな言い方しちゃめっ！　だよ」

　ぷ～っとほっぺたをふくらませて、先輩は小さい子を叱しかるように人差し指でオレのおでこを軽く突っつく。

「クラスメートとの付き合いも大事なんだから」

　先輩はオレから視線を外して、ちょっとだけ寂さびしそうに笑う。

　そうか……先輩、クラスではまだ孤こ立りつしているんだよな。やっぱり先輩も、クラスメートと交流したいと思っているんだろうなぁ。

　オレにとってはごく当たり前で、あるのが普通のことなんだけど、先輩にはずっと縁のないものだったんだ。

　でも、こればっかりはオレにはどうしようもない。いや、あのサヤ姉にだって多分無理だろう。あのひとの人心掌しよう握あく術は支持率九八％という数字からも明らかだけど、それでもこればっかりは強制や誘導じゃあ意味が無い。

　でもいつまでもこのままってわけには……

「ふふ、君は可愛いね」

　いきなり先輩に頭を撫なでられた。いつの間にか先輩の表情には憂うれいの色はなくなっていて、代わりになんとも言えないしなやかな頬ほほ笑えみがあった。

「クラスの事は、わたしの問題。これぐらいわたしがやんなくちゃ、ね。だから君は気にしなくていいの。それに、今のわたしは十分幸せだよ？　サヤさんがいて、小沢くんがいて、最近は聡里ちゃんも加わって……そしてなによりカーくん、君もいるし、ね♡」

　そう言う先輩の瞳には、どこか熱っぽい感情が篭こもっていて。

　おいおい、なんかけっこういい雰ふん囲い気きじゃね？

　これはもう今夜、かなり先輩との仲を進展できるんじゃないか？　それこそキスとかできちゃうんじゃないですかー!?





　そんなふうに考えていた時期がオレにもありました。

　オレと先輩は神社の隅、人目の届かない雑木林の中にいた。

　デートするうちにお互いに気持ちが高まり、そしてどちらから誘さそうともなく……

　だったらどれほど良かったことか！

　ちらっと見上げれば、目の前にはずーんと腕うでを組んで、サヤ姉が冷たく見下ろしている。その隣となりでは聡里が、今日買ってもらったスマートフォンのカメラをオレたちに向けて、カシャカシャと無表情にシャッターボタンを押していた。

　二人とも着ているのは浴衣ゆかたである。サヤ姉は黒地に金色や花はな柄がらをあしらったもの、聡里は白地に赤の花柄をあしらったものだ。サヤ姉にかかれば着付けもお手の物だし、着物というものは元々、寸ずん胴どう体型向けに作られているそうなので、二人の着こなしはまさに完かん璧ぺきと言えた。

　聡里の頭には脳波シリーズ・バリエーション№２、黒いネコミミバンドが装着され、お尻しりからはふりふりと猫ねこのしっぽが揺ゆれている。お祭りゆえ似たような物を付けている人も多いので、周りからはあまり気にされていないようだった。

　そしてオレはと言えば、地べたに正座だった。っていうかでっけえ石まで抱かされてます。いったい今、何時代ですか!?

　オレの隣では先輩もしゅんとした顔でうなだれて、同じく正座している。首には「わたしはいけない子です。」と書かれたホワイトボードがかかっている。

　そう、もうお分かりだろう。

　オレと先輩の秘密のデートは、どうやらこの二人に筒つつ抜ぬけだったのだ。

「あんたの顔を見れば何かあるってのは丸わかりなのよ」

　とはサヤ姉の弁。射的で狙った獲え物ものを落とし、自じ慢まん気げに先輩のほうを振り向いたらこの二人がいた、という次し第だいである。

「ぐ、偶ぐう然ぜんだよ。偶然ここで出会ってそれで……」

「そう、偶然、偶然なんだ！」

　とオレと先輩は当初こそ弁明しようとしたのだけれど。

『先輩、お待たせ～』

『ううん、わたしも今来たところ♡』

　というＳＳＳの有志撮影による待ち合わせの動画が、聡里とお揃そろいのサヤ姉のスマートフォンで再生され、さらにオレと先輩が縁えん日にちを楽しんでいた様子をバッチリと捉とらえた写真も何枚か証しよう拠ことして突きつけられ、もはや言い訳のしようもなかった。

　ゆえに──

　ごらんの有様だよ!!

「まったくお祭りに誘ってくれないなんて、薄はく情じような従弟おとうとと親友を持ったものよね～」

　ほっぺたに手を当て、は～っとわざとらしくも落らく胆たんした息を吐つくサヤ姉。プロの女優顔負けの演技力を持つだけあって、その表情には深い哀あい愁しゆうが漂ただよっていた。

「特にカー坊には失望したわ～。子供の頃ころからあれこれ世話焼いてあげて……だいたい青陵高校うちに入学できるよう、忙いそがしい中、付きっきりで勉強を教えてあげたのは誰だったかしら？」

















　ぐさっ！

「さ、サヤ姉……さんです」

　確かあの時は、「論文の締しめ切きりが……」とかぶちぶち言いながら教えてくれてたのを覚えている。忙しい中、ほんとオレのために無理して時間作ってくれてたんだよなぁ。

「玉たま野のの一件の時、明日香を助けたのは確かにあんただけど、けっこうあたし、いろいろ手伝ってあげたような気がするんだけどな～？」

　ぐさっ！　ぐさっ！

　オレが顔をひきつらせるのとほぼ同時に、先輩も一いつ瞬しゆん、身体を身み震ぶるいさせていた。

　これもサヤ姉の言葉は全然間違ってなくて、サヤ姉の力がなければ、おそらく先輩を助けることなんてとても出来ず、もしかしたら今こうして一いつ緒しよにいることは出来なくなっていたかもしれない。

　先々週からは聡里の件でも骨を折ってもらってもいて……。

「お祭り、楽しそう」

　ぐささささささっ!!

　何気なくぼそりと呟つぶやいた聡里の短い一言。だがそれが一番心に突き刺ささる。

「そうね、楽しそうよね～。こんな楽しいイベントをあたしたちに隠かくして自分たちだけ楽しもうなんて、ひどいやつらよね～」

　サヤ姉が同情するように実に悲しそうな表情を作って、よしよしと聡里を抱き締しめる。

　わかってる。わかってはいるのだ。これが二人が結けつ託たくして、オレと先輩の罪悪感を煽ろうとしている猿さる芝しば居いであることは！

　それでも投げかけられる言葉は、事実であることは間違いなく、どんどん立場は追おい詰つめられていく。

　ちらりと隣となりの先輩を見れば、だらだらと顔から汗あせが流れている。多分、暑さのせいだけではないっぽい。

「「ごめんなさい」」

　オレと先輩はただただ平ひら謝あやまりするしかなかった。





「へ～、ここのお祭りは初めて来たんだけど、けっこう賑にぎやかね」

「……いろいろ美味しそう」

　オレの右みぎ腕うでは、サヤ姉にしっかりロックされていた。しかも首を傾かしげ、オレに寄りかかる感じだ。そして左ひだり腕うでは聡里。こっちは抱きついているんだかぶら下がってるんだかよくわからない。

「おっちゃーん。あたし、たこ焼き、お好み焼き、焼きそば、フランクフルトね」

「サヤ姉、聡里はチョコバナナが食べたい。あとリンゴ飴あめとわたがしとかき氷と……」

「オーケーオーケー。じゃあ次はそっちね。もちろん全部カー坊の奢おごりで」

「ちょっ!?　サヤ姉、あんたオレの懐ふところ事情知ってるはずだろ!?」

　思わず叫さけぶ。

　そりゃ祭りの食い物ってのは、雰囲気も手伝って美お味いしさ倍増なところは確かにある。今日ぐらいは、といっぱい食べたくなる心理もよくわかる。

　だがな！　祭りの出だし物ってのは、基本的にバカ高いんだよ!!　高校生の財政事情は厳しいのだ。特に今はサヤ姉に借金まであるのだから尚なお更さらである。残りはいざってときのへそくりにしようと思っていたのに！

「「ふ～ん？」」

　しかし、オレのほうに顔を向けたサヤ姉と聡里の視線は冷たかった。

「明日香には奢れて、あたしたちには奢れない、と？」

「買ってくれないの？　アス姉には買ってあげてたのに？」

「……どうぞお好きなだけお買い求めください」

　速そつ攻こうで白旗宣言をあげるオレ。

　心にやましいところがある以上、こっちの分が悪すぎる。

「あら、唐から揚あげにフライドポテトもあるわね。んー、後は飲み物も欲しいわね。やっぱり祭りに来たら屋台制せい覇はが基本よね」

「カー兄、あの猫さんのお面と風船可愛い。買って♡」

　こっちは無条件降こう伏ふくしたっていうのに、勝利者たちはまったく容よう赦しやがなかった。

　敗者への温情とか労いたわりとかないわけ？　あんたらみたいな人が多いから世の中から争あらそいや憎しみは消えないんじゃないかな!?

　代わりに親父おやじからもらった珠しゆ玉ぎよくの一万円が、速攻で溶とけ消えていくんだけど！　なんだよお面一つ千円って!?　ぼったくりだろ!?

　しくしく、すまん、親父。あんたの心意気にオレは応こたえられなかった……。

「な～にしけた面してんの？　ふふ、あたしだって鬼おにじゃないわよ。ほら、たこ焼きあげるから機き嫌げん直しなさい。あ～ん♡」

「聡里のチョコバナナも上げる。あ～ん♡」

　両りよう脇わきから差し出される食べ物に、しかしオレは戦せん慄りつしか覚えない。

　いや、あんたら十分に鬼だと思います。

　なぜってオレたちのすぐ後ろからは、

「ううう……うううううううう！」

　涙混じりの唸うなり声ごえが響ひびいてくるんだから！

　背中にはそれこそ穴が開きそうなぐらいの強きよう烈れつな視線を感じずにはいられない。

　まあ、なんというか、オレの両りよう腕うでをサヤ姉と聡里が占せん有ゆうしているため、必然的に明日香先せん輩ぱいはのけ者みたいな形になっているわけで。

「……なあ、サヤ姉。オレも手持ち尽きたし、奢り役、明日香先輩と代わってもらいたいんだけど」

　女の子にお金を支し払はらわせようなんて男の風上にも置けない、我ながらめっちゃ格好悪い発言。でも、そんなオレのちんけな面子なんかより、過去のこととかもあるし、あんまり先輩を独りにしたくなかったのだ。

　ずっと独りなら耐たえられても、みんなといる喜びを知った後にってのはすごく酷こくだと思う。目の前で仲良さげなのを見せつけるってのも。さっきだってオレとクラスメートのやりとりを羨うらやましそうに見ていたし。

　それに先輩、どうもけっこうお金持ちっぽいんだよな。金銭の支出はそれほど苦でもないだろう。

「いや、別に明日香に奢ってもらっても意味ないし。お金の問題じゃなくて……」

「うん、カー兄に奢ってもらうから、意味があるんだよね」

「そうそう、カー坊に……って、聡里！　あんたいきなり何言い出すの!?」

　ボンッとサヤ姉の顔が朱しゆに染まる。

　ついではっとオレの方を振ふり向むき、

「ち、違ちがうわよ？　これはそういう意味じゃなくて、あくまであんたと明日香への罰ばつであってね……」

　焦った口ぶりで弁明し始める。

　そんなサヤ姉に猫のお面を斜ななめに付けた聡里がニヤニヤと言う。

「照れてる照れてる。……ぷっくく」

「照れてなんか……って、さ～と～り～！　あんた、あたしをからかおうなんてなかなかいい度胸じゃない」

「きゃー（棒）」

　抑よく揚ようのないあからさまに緊きん張ちよう感のない悲鳴を上げて聡里が駆かけ出し、サヤ姉がその後を追っていく。

　勿もち論ろん、運動神経抜ばつ群ぐんのサヤ姉に聡里が敵かなうはずもなくあっという間に捕つかまり、くすぐりの刑けいが始まる。非常に心温まる光景なんだけど、ロリ系美少女が浴衣でくんずほぐれつって、書くと妙に卑ひ猥わいだよな。

　なんて愚ぐにもつかないことを夢想していると、ふと聡里がオレのほうに小さくウインクをよこしてきた。

「あっ……」

　そこでようやく、オレは両腕が自由になっていることに気づく。

　そうか。聡里もずっと独りでいて、その苦しみをよく知り抜いている。自分が囮おとりになってサヤ姉を引きつけてくれたのだ。

　まだその表情は凍こおっていて冷たい印象が残ってはいるけれど、ちゃんと他ひ人との痛みを慮おもんぱかれる女の子なのだ。

　考えてみると、先せん輩ぱいといい聡里といい、よくこうまっすぐ育ったものだよな。普通、あんな《力》を持っていたらもっと歪ゆがむよなぁ。

　まあ、ありがたく聡里の好意を受け取ろう。早さつ速そく先せん輩ぱいをフォローしないと。なんだかんだであのひとは寂さみしがり屋や……

　ぞくっ！

　唐とう突とつに、背筋を駆け抜けるものがあった。

　これまで感じた中でも最大級の悪お寒かん。こんなのは二ヶ月前、玉野に拳けん銃じゆうを突つきつけられた時以来だった。

　視界の隅で、月明かりを浴びて銀色の光が鈍にぶくきらめく。

「くっ！」

「あっ、カー……」

「危ないっ！」

　オレは先輩に駆け寄よるや思いっきりその腕を引っ張り、抱き締め──

　ざしゅっ！

「ぐっ！」

　オレの右腕に、とんでもない激痛が疾る。なんだよ、この痛さは!?　なんかもう痛いっていうより熱いぞ!?

　っていうかありえないだろ？　なんかオレの手首の辺りに、大おお振ぶりのナイフが突き刺さっているんだけど!?　刃は先さきが腕の裏から出てるしこれ貫かん通つう──

「ちっ」

　舌打ちとともに、目の前のヤツがオレの腕からナイフを乱暴に引ひき抜く。背中を丸めうつむいていて、顔はよく見えない。

　なんて冷静に観察していられたのはそこまでだった。一拍ぱく遅おくれて、オレの腕から鮮せん血けつが噴ふき出し、

「きゃ……きゃああああああああああああ!!」

　絹を切きり裂さくような先輩の悲鳴が轟とどろいた。

　周囲の視線はいやがおうにもオレに集まり、悲鳴やどよめきが周囲へと一気に連れん鎖さしていく。

　ヤツはクルリとオレたちに背を向け、凶きよう器きを振り回まわして走り去っていく。群衆も巻き込まれて怪け我がをしたくないのか我先にと道を開けていく。

　追いかけたいところだったが、それどころじゃなかった。

　漫まん画がとかだと腕を切られたぐらいどうってことなしに戦ってたりするものだけど、現実ではそんなの絶対無理だ。痛みのあまりオレは呻うめくことしかできない。真っ赤に染まった右手、足元にできる血溜だまり、そして急速に身体から逃にげていく「熱」とともに意識が遠のいていく。

　オレこのまま出血多量で死んじまうのか？　ほら、手首って自殺する時切るし……。

「か、カー坊!?」

















　懐なつかしく、そして誰だれより頼たのもしい凛りんとした声が響く。

　生まれて初めて見る、すごく慌あわてた切せつ羽ぱ詰つまった表情。あの船上での大一番の時だって余よ裕ゆう綽しやく々しやくとしていて、いつも泰たい然ぜん自じ若じやくとしたひとなのに。

　しかし、次の瞬しゆん間かんには激情を無む理り矢や理り抑おさえこむようにぐっと下した唇くちびるを噛かみ、険しい顔でオレに駆け寄るや。

　ぴしっ。

「おっ!?」

　いきなり足あし払ばらい。全然痛くはないんだけど、身体をふわっとした浮ふ揚よう感が襲おそう。

　でもそれは一瞬で、すっと首筋と太ももを抱だき上あげられ、そっと優やさしく地面に下ろされる。そして血で汚よごれたオレの手を、サヤ姉は躊躇ためらいもせず掴つかみ上に持ち上げ、腕の付け根のあたりをギュッと親指で強く押おされる。

　ああ……そうか。出血の場合、患かん部ぶを心臓より高い位置に持ってくるだけで止血効果があるんだったっけ。そんなことも忘れてるとは情けない。押してるのは止血のツボか何かか？

「明日香っ！　呆ほうけてないで早く一一九番！　聡里はカー坊の腕持って、あとここを強く押さえつけてて！」

「あ……はいっ！」

「……うんっ！」

「絶対……死なせたりするもんですか！」

　自分に言い聞かせるようにそう吐き捨すてて、サヤ姉はピッとその髪を結ぶリボンを解く。夜の闇やみにも綺き麗れいに輝かがやく金色の髪がふぁさっと落ちていく。場ば違ちがいなのはわかるんだけど、思わず見み惚とれる。なんかすごく幻げん想そう的てきな光景だった。

　そのリボンで、サヤ姉はオレの二にの腕あたりをきつく縛しばる。そう言えばこのリボン、オレが去年、サヤ姉の誕生日に上げたヤツだっけ？　そん時は「リボンだけ!?」ってさんざん文句言われたものだけど、なんだかんだでずっと使ってくれてるんだよなぁ。

　頭に血がいかなくて、いまいち思考が定まらない。ただ視界に映る、断固とした強い意志がほとばしる瞳ひとみが、とにかく頼もしかった。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、様々な景色が浮うかんでは消え、浮かんでは消えていく。小学生ぐらいの虫取り網あみを持ったサヤ姉の背中、不敵に笑い対たい峙じする中学時代の好敵手ライバル、そして──桜吹雪ふぶきが舞まい散ちる中での、先輩との運命の出で逢あい。

　おいおい、これって走そう馬ま灯とうってやつか。もしかしてオレ、かなりやばくね？

　次に聡里との出逢いが脳のう裏りをよぎり、そして今日のデート、最後に先程の犯人の姿が浮かぶ。

　顔は見えなかった。

　それでも、着ている服にはしっかりと見覚えがあった。ついさっき見たばかりなのだから当然だ。

　あの背格好は間違いなく、オレのよく知る人物のそれだった。

　なんでだ……？

　なんでなんだよ……信司ぃ!?








ACT2

Reflection of Prism




　ふん、失敗した、か。勘かんのいいヤツだ。

　愛用しているナイフの血を布で拭ぬぐうと、木目状の刃は紋もんが浮かび上がってくる。

　かつてダマスカス鋼と呼ばれる独特の模様を持つ鋼素材があった。その製法は二〇〇年前に途と絶だえ、現代の技術でも完璧に再現することはできないという。ちなみにステンレス鋼は、このダマスカス鋼を再現しようとする過程で生まれたそうだ。

　最近では商売上の理由だろう、何十層にも及およぶ鋼素材を打ち鍛きたえ、木目状模様にしたものもダマスカス鋼と呼ばれている。

　要はレプリカだ。だが、レプリカに過ぎなくても、この美び麗れいな刃紋にはうっとりとしてしまう。まったくもって素す晴ばらしい。自分にこれほど相応ふさわしい武器はないと確信する。

　これで肉を断った時の何とも言えない感かん触しよくが未いまだかすかに手に残っている。刃はを伝ってきた血の温かさ、確かに感じた命の脈動、思い出すだけで歓かん喜きに身体がゾクゾクと震ふるえる。

　ふふっ、今日は気持ちよく眠ねむれそうだ。








　頬ほおを撫でる暖かな光に、オレは意識を取とり戻もどす。

　なんとか生きてる……みたいだな。

　目を見開くと、視界いっぱいに真っ白な天てん井じようが広がっている。つい先日プール開きした時にも嗅かいだツンとした塩素の臭においが鼻び腔こうをくすぐる。

「ここ、は……☆▲◇！」

　呟き起き上がろうと何気なく右腕を動かした瞬間、とんでもない激痛が疾った。もう筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいぐらい痛い！

「カーくん！　目が覚めたのね！」

　明あ日す香か先輩が、感かん極きわまったようにガバッと抱きついてくる。顔面全体で感じる暖かくも柔やわらかな感触、これは言うまでもなく先輩のおっぱ……

「いだああああああああああ!!」

　右腕の痛みが、限度を超こえ脳天を突き抜ぬける。

　痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い。

　ダメダメダメダメダメ、これは我が慢まん出来ない。感触を楽しむ余よ裕ゆうなんてとてもない！

「先輩乗ってる乗ってる乗ってる乗ってるーっ！」

「はわ、わわわ、ごめんなさい！」

　慌てて飛とび離はなれ、ぺこぺこと頭を下げる先輩。

「んんっ？」

　眠たげにまどろんだ声が脚の方からした。今気がついたんだけど、なんか両足に何かが乗っている感触がある。

　見れば右足には窓から差し込んでくる朝日を浴びて煌きらびやかに輝く金色の髪の従姉いとこが、左足には髪からネコミミが伸のびた小さな少女が、座すわったままオレの脚を枕まくらに寝ねこけていた。

　声を上げたのはネコミミ少女の方だった。オレと先輩が騒さわいでいたのを聞きつけたかのように、頭部のネコミミがピクピクと動き……突とつ如じよピーンと逆立つ。

「はっ！」

　同時にガバッと聡さと里りが跳はね起おき、聡里はまじまじとオレの顔を見つめ、は～っと胸を押さえて長い安あん堵どの息をつく。

「よっ、おはよ」

「…………」

　オレの挨あい拶さつに聡里は応えず、なぜかおもむろにオレの左腕を布団ふとんから取り出す。

　ん？　いったいなん……

　がぶっ！

「あだだっ！」

　がぶがぶがぶ！

　さらに追い打ち!?

「いたたたっ！　てめ、聡里、いきなり何しやがる!?」

　慌ててオレは左腕を引っ込め──

　ずきんっ！

「～～～～～～～っ！」

　激しく動いた衝しよう撃げきが右腕を駆け抜け、激痛に悶もだえる。やばいやばいやばい。もうベテランリアクション芸人並にやばい。

　好きなひとの目の前だってのに、もう涙なみだが目に浮かんでいるのが自分でもわかる。

「聡里ちゃん、なんてことするの!?」

　先輩が人差し指を立て、「めっ！」と厳しい口調で聡里を詰きつ問もんする。

　聡里はわずかに視線を彷徨さまよわせた後、そっと先輩に耳打ちする。

「……えと、その、すっごく心配したのにあんまりにもいつも通りだったから」

「くすっ。そっかぁ。それは仕方ないね」

















　先輩は小さく吹き出し、うんうんと実に納なつ得とく顔がおで頷うなずく。い、いったいどんな理由だったんだ!?　時間的に大した説明してなかったよね、今？　一言二言で、歯形がつくほど人の腕を思いっきり噛んだことを納なつ得とくさせるって、いったい何を言ったんだ!?

　気になる！　めちゃくちゃ気になるぞー！

「おい、聡里。オレにも理由を教えろ。噛まれたのはオレなんだ。オレには訊きく権利があるはずだ！」

「……カー兄、デリカシーなさすぎ」

「うん、デリカシーないねー」

　視線を交かわし合い、くすくすと笑い合う二人。

　ううっ、先輩、最初はオレの味方だったはずなのに、いつの間にやら完全に聡里の肩かたを持っている。

　いや、まあ、男のオレなんかより、同じ女で、見目麗うるわしい聡里のほうが可愛かわいいのはわかるけどさ。

　なんか切ない。

「そだ。サヤさん、カーくん目が覚めましたよ。サヤさん」

　先輩がサヤ姉を揺すって起こそうとする。

　これまでの一連の騒ぎにも動ぜず眠ったままって、やっぱりサヤ姉は大物である。このひと、睡すい眠みん時間自体はそれほど長くないんだけど、一度寝たら滅めつ多たなことでは起きないんだよなぁ。本人いわく、「あんたと違って頭いっぱい使ってるから深い休息が必要なのよ」とのこと。

「ん～、聡里～♡」

　おおうっ！　これはっ!!

　サヤ姉が寝ぼけて先輩に抱きつき、そのふくよかなお胸にすりすりし始めるじゃありませんか！

「あ……あんっ!?　そ、そんなとこ……ひゃぁん！　ちょっ！　サヤさん!?」

　先輩が妙にエロく身み悶もだえしたりして……そ、そんなとこっていったいどこ!?

　しかしサヤ姉、最近、聡里と一緒に寝てるらしいけど、どういう感じなのかよくわかる一幕だ。オレには厳しいけど、従妹いとこの瑠る璃りと言い、このひと、ほんと身内にはベタ甘あまなんだよね。まあ、一番の身内に裏切られてるから、その反動なのかもしれない。

「ん……これは聡里じゃない。聡里にはこんなぷよぷよした脂し肪ぼうの塊かたまりは……明日香？」

　ようやく目が覚めたのか、サヤ姉が胸の谷間に埋うずめた顔を上げ、先輩を見上げる。

「……はっ、カー坊！」

　ぽいっと先輩を放ほうり、サヤ姉がオレの方を振り向き、ぱあっとその顔に喜色が浮かぶ。

　ちなみに端はしで、「しくしく、この扱あつかいはあんまりじゃないかな、かな？　それに脂肪って……。そりゃ確かにそうかもしれないけど、脂肪はないよ脂肪は……」と床ゆかに「の」の字を書いていじけている明日香先輩がテラ可愛い。

「……むかつくぐらいいつもどおりね。ったく明日香ばっかり見て」

「あいたっ！」

　いきなりサヤ姉がオレの額にデコピンを打ちこんできた。

「うごおおおおお！」

　あまりの痛みにオレは呻く。聡里相手の時とは比べ物にならない容よう赦しや無ない一いち撃げきだった。

　デコピンごときで大げさなとか思うなかれ。今、オレの首、おもいっきり後ろにのけぞりましたよ？　このひと、赤報隊の生き残りか何かかよ!?

「あんま心配させないの！」

　両腕を腰こしに当ててオレを見下ろすサヤ姉の目め頭がしらが、少し潤うるんでいる。

　ちっ、これじゃあ文句言えないじゃないか。なんか、相当心配かけちゃったみたいだ。

「その……三人とも、ごめん」

　オレは深々と頭を下げる。三人の態度からヘタすると命に関かかわるぐらい相当ヤバかったことは簡単にうかがい知れた。

　以前、先輩が死ぬと知らされた時の恐きよう怖ふは、今思い返しても血が凍る。今回はそれをオレがみんなに味わわせたのだ。

「あ、謝るのはむしろわたしのほうだよっ！　ごめんね、わたしのせいで。カーくんがいなかったらわたし今いま頃ごろ……ありがとね。また助けてくれて」

　先輩がぎゅっとオレの左手を両手で握にぎり、潤んだ瞳を向けてくる。

　えっ？　もしかして最近ずっと女たらしだのロリコンだのあらぬ疑いかけられて暴落していたオレの株が、ここに来て急きゆう上じよう昇しよう？

　これが本当の怪我の功名ってやつ!?

　先輩が握る力を強めてくる。

　少しモジモジしながら照れくさそうに消え入りそうな声で、

「ほんとカーくんは、わたしにとって白……」

「そう、それよ！」「馬の王子様だよ」

　サヤ姉が病室中に響き渡わたらんばかりに大声をあげた。しかもオレの耳元で。勘かん弁べんしてください。鼓こ膜まくが破れるかと思った。

「っと、先輩スミマセン、今聞こえなかったんでもう一度……」

「ええっ!?　もう一度!?　は、恥はずかしいよぅ」

　恥ずかしい!?　い、いったい先輩はなんて言ったんだ!?　すっげえ気に……

「そ、そんなことより！　もっと大事な事が今はあるでしょう！」

　なぜか妙みように慌てた感じで、サヤ姉が場を取り仕切る。

　そうだな、確かに今は桃もも色いろなことを考えている場合じゃなかった。事態はこれ以上ないぐらい深刻だ。

「……先輩を、殺そうとしたヤツがいる」

　重々しく呟いたオレの言葉に、サヤ姉もコクリと深く頷く。その顔には非常に珍めずらしく、戸と惑まどいの色が濃こかった。そうか、サヤ姉も気づいていたのか。

　先輩を殺そうとしたのは他ほかならぬ──

　コンコン。

　唐突に部屋をノックする音が響いた。





「おー、久しぶりだなぁ。今度は女の子かばって名めい誉よの負傷だって？　ほんと君は今時珍しい勇ゆう敢かんな少年だ。どうだ、卒業したらうちにこんか？」

　妙に人ひと懐なつっこく明るい低音の声が響く。

　入ってきたのは無ぶ精しよう髭ひげが目立つ中年の男のひとだった。ノーネクタイによれよれの半はん袖そでカッターシャツ、やっぱりよれよれのスーツズボン、外が暑かったからかハンカチで顔の汗を拭っているという、まさに冴さえない中年営業マンそのものと言う風ふう貌ぼう。

　見覚えのある顔だった。玉たま野のの一件の時、お世話になった刑けい事じさん、確か麻あさ宮みやとか言ったっけか。

「あ、こんちは」

　ペコリと頭を下げて挨拶する。

　先輩も一歩前に進み出て、ぺこりと刑事さんに丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎする。

「こんにちは。その節はお世話になりました。ワガママも聞いていただいて」

「おや？」

　顔を上げた先輩の顔を、刑事さんはマジマジと見つめて、ニカッとヤニで黄色くなった歯を見せて快活に笑う。

「おー！　見覚えがあると思ったらあの時のお姫ひめさんじゃないか。うん、表情がずいぶんと明るくなったなぁ。当時もすごい美人さんだと思ったもんだが、今はもっとべっぴんさんだ。いやぁ、見み違ちがえた」

「ふふっ、さすが刑事さん、お世辞が上う手まいんですね。そうやっておだてて情報を訊き出すんですか？」

「いや、お世辞じゃなく根っからの本音のつもりだったんだがね。おっ？　他にもキレイどころが二人もいるじゃないか。少年モテモテだなぁ。若い奴やつらが言うところの『りあじゅう』ってやつか？　まったくこっちは独り身だってのに。分けてほしいもんだよ」

　かっかっかっと刑事さんは豪ごう快かいに笑うんだけど、なんか目があんまり笑ってないように見えるのは気のせいでしょうか？

「ま、本題に入るとしようか」

　笑いを収め、刑事さんが胸ポケットから紐ひもでつながれた手帳を取り出す。開くと上部分には刑事さんの顔写真と名前や階級や所属などを記した文字が色々並んでいて、下部分に金色の記章が輝く。

　さっきまでは知ち己きへのお見み舞まい、今からは仕事だという意思表示ってところか。

　刑事さんは次にメモ帳を取り出し、パラパラと捲めくりつつ問いかけてくる。

「こちらも既すでに目もく撃げき者しやなどから情報を集め、あらかたの経けい緯いは掴んでいるのだが、念のため確かく認にんしたい。昨夜九時一〇分頃、君たちはいきなり暴漢に襲われ、腕うでを刺さされた。間ま違ちがいないね？」

「ええ、まあ。時間までははっきりと覚えてませんが……」

「犯人の顔は見たかね？」

　ドクンっ！　一ひと際きわ強く、オレの心臓が脈打つ。

「……いえ、見て、いません」

　小さくオレは首を横に振った。

　嘘うそは言っていない。顔を見ていないのは確かなのだ。だが、あの後ろ姿は──

「そうか。こちらの調べによれば、君を刺したのは君のクラスメートの、え～、小お沢ざわ信しん司じくん？　だという目もく撃げき情報が多数あってね～」

　ぶわっと身体からだ中じゆうの汗かん腺せんから汗が滲にじみ出したのがわかった。

　目撃者……お祭りには委員長に薫かおるや松まつ永なが、藤とう堂どうといったクラスメートがいた。あいつらの誰か、か？

　刑事さんはぐるりと首を回して、オレたち全員を改めて確認するように部屋を一望する。

「なんでも君たちと彼かれは仲がいいみたいだね。やはり目撃情報によるとだね。被ひ害がい者しやの君は実際は庇かばっただけで、本当に狙ねらわれたのは観かん田だ明日香ちゃん、君だという話だ」

　一目で使い込まれているとわかる万年筆で、刑事さんはトントンと自らの側頭部を叩たたき、若じやつ干かん言いにくそうに続ける。

「ここ最近で、彼と何かトラブルとかなかったかい？」

「あ、ありません！」

　先輩がぶんぶんと大きく首を左右に振る。

「な、何かの間違いですよ。信司が、あいつが、明日香先輩を殺そうだなんて……」

　先輩の返事に被かぶせるようにオレも言う。

　そう、そんなはずがないんだ。あいつはオレの一番の親友で、普ふ段だんこそからかわれてばかりだけど、サヤ姉に情報を売られてばかりだけど、先輩にも変なこと吹ふきこまれまくってるけ…………ん？　あいつ、本当にオレのダチ？

　ま、まあ、それでも、先輩が窮きゆう地ちの時は手助けしてくれたし、聡里の件でオレが落ち込んでいる時は励はげまそうとしてくれてた。

　ヤツが先輩を殺そうだなんて、そんなことするわけがない！

「ふむ……」

　ほんの一いつ瞬しゆんだったが、じっと心の奥おく底そこまで見通しそうな鋭するどい目でオレの顔を凝ぎよう視しし、刑事さんはメモに何かすらすらとペンを疾らせる。

「実はね、その小沢信司くんなんだが、現場で多数の目撃証言があるにもかかわらず事件後、忽こつ然ぜんと姿を消し、そのまま行方ゆくえが知れない」

「えっ？」

　寝ね耳みみに水みずだった。

　でも、もし仮に、そう仮に、あいつが犯人だとしたら、やっぱり逃とう亡ぼうを図ったってことで……ってオレは何を考えてる!?　ダチを疑うなんざ最低だろ。

「どこか彼の行きそうなところに心当たりはないかね？」

「いえ、と、特には」

　繁はん華か街がいあたりにはちょくちょく顔を出してるとかメイド喫きつ茶さの常連とか、本当は知っているけれど、口にする気にはなれなかった。

「そうか」

　刑事さんはパタンとメモ帳を閉じ、ピシッと敬礼する。

「ご協力感謝します。……君もあんまり無む茶ちやせんようにな。拳銃に刃は物もの、命がいくつあっても足りんぞ。こんなかわいい娘こたちを悲しませちゃいかん。お大事にな」

　ぽんっと激げき励れいするようにオレの肩を叩いて、刑事さんは病室から出て行った。





　午前の間はいろいろと検査漬づけだった。

　なんかよくわからん器具を取り付けられたりすることしばし。その時になってようやく知ったのだが、なんか手術も行われていたらしい。

　検査もあらかた終わり、腹の虫が鳴き始めた頃ころ、手術を執とり行おこなったという先生が病室を訪ねてきた。

「結果は良好。午後には家に帰れるよ」

　クリップボードに挟はさまれたカルテに目を通して、先生が笑う。

「動脈を切っていたからね。けっこう危なかったんだよ。従姉のお姉さんに感謝しなさい。彼かの女じよの適切な応急処置がなかったら、もしかしたら君は今ここじゃなくて、霊れい安あん室しつにいたかもしれない」

　先生の言葉に、オレは神しん妙みように頷く。

　また、助けられちまったなぁ。ほんとサヤ姉には返しても返し切れない恩が溜まりに溜まっている。そんなひとを置いて、先輩と楽しもうとしたからその罰なのかもな、これは。

　そう、恩返しをしたいという気持ちはいつもある。サヤ姉が望むことなら何でもしてやりたい。その気持ちに一いつ切さいの偽いつわりはないのだけれど、サヤ姉が本当に望んでいることがオレには叶かなえられない。

　貸し借りとか、恩があるからとか、そんなんで付き合うのは、サヤ姉に対してめっちゃ失礼だし。オレも最近つくづく感じているんだけど、人を好きになるってのは理り屈くつじゃないんだよな。ほんと、すごくもどかしい。

「動脈の近くには神経が走っていてね。それも傷ついていたからけっこうしばらくは痛いと思う。鎮ちん痛つう剤ざいを出しておくので、毎食後、飲むのを忘れないように」

　ふむふむ。痛むのか。けっこう大変そう……ってし、神経!?

「あ、あのっ、神経が傷ついたって、その、なんか後こう遺い症しようとか残ったりするかもしれないんでしょうか？」

　おそるおそるオレは尋たずねる。

　怪我したのは右手だ。字を書いたり箸はしを持ったり日常的によく使う。最近だとやっぱりパソコンのキーボードぐらいは普ふ通つうに打てないと将来厳しいってところもある。何か後遺症が残って、自由に動かないかも、と思うとゾッと背筋が凍る。

「はっはっはっ。その辺は心配しなくていい。見ず知らずのぼくじゃ信用できないかもしれないが、相手が君のお姉さんなら大だい丈じよう夫ぶだろう？」

　言葉の内容からして、先生はどうやらサヤ姉のことを知っているらしかった。まあ当然か。この街でサヤ姉のことを知らない奴がいたら、それこそモグリだ。

　先生の話によると、サヤ姉が『邪じや魔まはしないから』と手術室に乗り込んで、じっとモニターを見つめていたらしい。見ていて面おも白しろくない、むしろ気持ち悪い画像だろうに、食い入るようにほんのわずかのミスも見み逃のがすまいと凝視していたというのだ。

　ほんと……サヤ姉には一生頭上がらねえ気がする。今度せめて心ばかりのプレゼントを何かしよう。って金ねえし！　はあ、やっぱり夏休みバイトしないとなぁ。





「はあ、この子はなんでこう次から次へと……」

　愛車のハンドルを握りつつ、隣となりで母さんがひとりぼやいている。母さん、とりあえずそういう愚ぐ痴ちは本人の聞こえないところでやってほしいと思います。

　実は父さんと母さんも昨夜、病院に駆けつけてくれたらしいんだけど、命に別状はありませんという医師の言葉にさっさと家に帰ってしまったらしい。いくらなんでもちょっと薄はく情じようすぎね？　血のつながってない先輩や聡里が泊とまり込みで看みててくれたってのにさ！　オレがテキトーで大おお雑ざつ把ぱなのは多分、この両親の血を引いてるからに違いない！　まあこうして迎むかえには来てくれたんだけどさ。

「はあ、ほんと、どうしようかしら」

　母さんがちらっと横目でオレを見て、本日六度目になる大きな溜ため息いきをつく。

「なんだよ？　とりあえずきちんとしっかり前向いて運転しやがれ」

　今、この車にはオレだけじゃなくて、後部座席には先輩やサヤ姉、聡里も乗っているんだ。万が一にも事故ったりしたら事だ。

「うっさいわね～。あんたをどうしようかってことよ。前から言ってたでしょ。明日から一週間、あたしもあのひとも出張で家を留守にするって」

「あ～、そういえばそんなこと言ってたなぁ」

「もうあんたも高校生だし、普段ならいつもどおりほったらかしでいいんだけど」

「待て。よりにもよってほったらかしってなんだ!?」

「父さんも母さんもあんたのこと信じてるから♡」

　オレのほうを見もせずにビシっと右手の親指を立てる母さん。めっちゃ嘘くせえ。

「そんなことより」

　そんなことであっさり済ませやがったよ、このひと。

「悩なやんでんのは、あんたの世話のことよ。その手じゃ一人だと色々不自由でしょ？」

「あっ……」

　そっか。利きき腕だもんなぁ。飯だけなら手ずからで食べれるハンバーガーとかスプーンで食べれそうなカレーや丼どんぶり物もので済ませればなんとかなりそうだけど、問題は風ふ呂ろだよなぁ。

　これから夏本番だってのに一週間も髪かみとか身体が洗えないのは、かなりきつい。先輩に「カーくん、ちょっと臭うから近づかないでね」とか言われたらもう生きていけんぞ、オレ。いや、先輩は優しいからそんなこと言わないけど、心の中ですら思われたくない。

「ふふっ、大丈夫よ、叔お母ばさん」

　唐とう突とつに、サヤ姉が口を開き話に割り込んでくる。その時、なぜかこのひとの胸並に薄うすら寒さむいものをオレは背筋にはっきりと感じた。

　そして、悪い予感ほど、世の中は当たるようにできている。

「一週間ぐらいならあたしの家で預かって面めん倒どうみてあげますよ」

「いいっ!?」「ええっ!?」

　オレと先輩がほぼ同時に素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「さ、さささ、サヤさんの家って!?　ダメダメダメー！　サヤさんの家、聡里ちゃんとの二人暮らしじゃないですか。そんなところにカーくんなんて問題ありすぎです！　狼おおかみの群れに羊を放つようなものじゃないですか！」

「そ、そうだよ、い、いくらなんでもそりゃあ……」

　先輩のたとえじゃないけど、男は狼なんだぞ。もう少しオレが男だってことを…………狼の群れ？

「あら、あたしとカー坊は従姉弟同士よ？　遠くの親しん戚せきより近くの他人というけど、やっぱり一番は近くの親戚よね。困ったときはお互たがい様さま、今さら遠えん慮りよする間あいだ柄がらでもないですよね、叔母さん？」

「そうね。じゃあお言葉に甘えちゃおうかしら」

「「ええええええええええっ!!」」

　車中にオレと先輩の絶ぜつ叫きようが唱和した。

　あ、あっさり認めんなよ!?　あんたそれでも思春期男子の親か!?　自じ慢まんじゃないがオレらぐらいの年とし頃ごろは、エロいことばっかり考えてるぞ！　そんなのを女しかいない家で一週間もって正気の沙さ汰たじゃねえぞ。

「お任せ下さい」

　サヤ姉がにんまりと笑う。なぜかそのスカートから悪あく魔まのしっぽが覗のぞいていてふりふりと揺ゆれているのを幻げん視しした。

「聡里もしっかりカー兄のお世話する」

　窓まど際ぎわで、ネコミミ少女もうっすら頬を染め、コクコクと頷いていたりした。

　オ……オレ、いったいこれからどうなるの!?





「じゃ、あたし、これから明日の準備するから。ちゃんと静養してサヤちゃんに迷めい惑わくかけないようにしなさいよ？」

　バタン。

　ひゅううううううううう。

　オレを置いたまま、我わが家やのドアが閉まる。吹き抜ける風は夏なのになぜか無む性しように肌はだ寒さむかった。

　未練たらしく閉じたドアを見つめるオレの襟えり首くびが、くいっと猫ねこのように掴つかまれ、

「はい、じゃああたしの家に行くわよ～」

　ずりずりとサヤ姉の家のほうに引きずられていく。

「待て！　サヤ姉、結論を急ぐべきじゃない！　ここはもっと冷静に話し合ってだな」

「そうね。話し合う必要があるわね。叔母さんたちがいないところで、ね」

「待て!?　そりゃどういう意味だ!?」

　母さんたちがいないところでオレにナニする気!?

　サヤ姉はその言葉にすぐには答えず、自分の家のドアノブを回しつつ振ふり向むく。

「決まってるでしょ。信司のことよ」

「あ……」

　サヤ姉の家に居い候そうろうなんていう突とつ然ぜんの事態に頭の中から吹き飛んでいたんだけど、あいつのことがあったんだった。

　確かに、母さんたちの前で話すことじゃない、な。昨夜、息子むすこが死にかけたのだ。またトラブルに首を突っ込むのか、と心配をかけるのは忍しのびない。

　とは言え、オレにとってもサヤ姉にとっても、そして明日香先せん輩ぱいにとっても、信司はかけがえのない友人に違ちがいないのだ。放置していていい問題ではない。

「さ、みんな入って」

「ああ、お邪魔します」

「お邪魔します」

「ただいま」

　ぞろぞろと連れ立って、オレたちは居間の方へと向かう。

　歩きながら思うのは、やはり信司のことだった。先せん輩ぱいを殺そうとしたのは、本当にヤツなのだろうか？

　そうは思いたくはない。思いたくはないのだけれど。刑事さんの話によれば事実、あいつは逃にげるように姿を消しているみたいで。

　ったく、あの野や郎ろう、今いったいどこにいやがるんだ!?

「むごっ！　むごぉぉぉぉぉぉっ！」

「…………へ？」

　なんかサヤ姉の家の居間では、口にガムテープを貼はり付つけられ、荒あら縄なわで全身ぐるぐるにふんじばられた物体がうごめいていた。

　……信司だった。

　え～っと目の錯さつ覚かくか？　怪け我がした時にけっこう血を失ったしその影えい響きよう？　いや、でもちゃんと輸血はされたみたいだし、血が足りてねえってことはねえはずだよな。左手で目をこすってみても、やっぱりいるし。

　落ち着こう。とりあえずは落ち着こう。

　すーはーすーはー。よし落ち着いた。

　オレは一際大きく息を吸い込む。

「なんでこんなとこにそんな姿でいるんだよ、おまえはぁっ!?」

「むごおおおおお！」

　全身をまさに芋いも虫むしそのものな感じにくねらせ言葉にならない声をあげる信司。

　この状じよう況きようはいったいなに!?　頭がついていかないんですけど！

「あたしがＳＳＳを総動員して昨夜のうちに捕ほ獲かくしておいたのよ。明日香を殺そうとして、あたしのカー坊に大おお怪け我がさせたやつを、野放しにしておくわけないでしょ。まあ、あんたの容態のほうが心配だったし、ここに放置しておいたんだけど」

　あ……相変わらず手回しがはええ！　しかも扱いもひでえ！

　ＳＳＳとは、サヤ（Ｓ）さん（Ｓ）親衛隊（Ｓ）の略で、我が青せい陵りよう高校で一大勢力を誇ほこるサヤ姉のファンクラブである。サヤ姉が白と言えば黒も白、どんな無茶な命令も唯い々い諾だく々だくと請うけ負おうまさに狂きよう信しん者しやの集団だ。

　つーかこれってもう、ほとんど拉ら致ちじゃね？

　先輩は既に聞いていたのか信司の姿にも特段驚おどろいた風もなく、小さく笑って言う。

「やだなぁ、サヤさん。言葉が抜けてますよ？　あたしの従弟のカー坊、でしょ？」

「いえ、別に間違ってないけど？」

　ばちばちっ！

　うおうっ！　いきなり部屋の空気がなんかきしんだよ!?

　しかしそれも一瞬のことで、すぐにサヤ姉はふうっと息をつき、

「ま、今はこんなことやってる場合じゃないわね」

　しゃがみこんで信司の口からガムテープを乱暴にはぎ取る。

　うわっ、いったそ～。容よう赦しやねえっ。

「つつっ！　ちょっ！　サヤさん、これはいったいどういうことっすか!?　勿もち論ろん、俺はサヤさんからなら、どんな仕打ちも喜んで受けますが、理由ぐらい教えてください！」

　のっけからさらりと変態発言。うん、まったく呆あきれるぐらいいつもどおりの信司である。

　事態にそれなりに困こん惑わくこそしているものの、罪悪感とか良心の呵か責しやくとかを感じている風はまったくない。本当にオレを刺したとしたら、こういう態度は取れないと思う。

　信司は次にちらりとオレを見て、目を丸くする。

「ん？　なんだよお前、首から腕なんか釣つって。まぁたトラブルか？　相変わらず……」

　どごんっ！

　重々しい音が響ひびき、皆みなの視線が集中する先では、サヤ姉の拳こぶしが床に突き刺さっていた。おいおい、これどんだけの力篭こもってるの？

「信司、とりあえず……黙だまりなさい」

　静かでありながら異様な迫はく力りよくを滲ませた冷たい声で、サヤ姉が告げる。

　な、なんかマジ怒いかりしてね、このひと？

　思い返してみれば、なんか信司に近づいたあたりからいきなり顔つきが険しくなっていたような……。

　普段のサヤ姉なら、信司の様子があまりにも普段通りであることをまずいぶかるはずだ。そんなことにも気づかないぐらい、完全にブチ切れている。

「（ごくっ）」

　唾つばを飲み込んだ後、コクコクっと信司は何度も頷く。さすがにこいつもサヤ姉の怒りが尋じん常じようじゃないことに気づいたようだった。

　今のサヤ姉、マジこええからなぁ。ぶっちゃけもう殺気に近いものをガンガンに放っている。傍そばで見ているオレや先輩たちですら顔をひきつらせるほどだ。それを一身に浴びる信司は、もはや哀あわれにもその身体をぶるぶると小刻みに震ふるわせていた。とりあえず、小便を漏もらさないことを他人事ながら祈いのりたい。

「で、なんで明日香を狙ったの？」

「はい？　俺おれはサヤさんひとす……」

　どごんっ！

　再び床に拳こぶし大だいの穴が開く。

「とぼけるんじゃない！　昨日、明日香をナイフで刺そうとしたでしょう!?」

「は、はぁぁぁっ!?　な、なんで俺が観田先輩にそんなことしなきゃいけないんすか!?」

　大きく目を見開き素っ頓狂な声を上げる信司。

　まさに青せい天てんの霹へき靂れきとも言うべき事態に遭そう遇ぐうした人間そのもの、これが演技だって言うのなら、間違いなく俳優になれるだろう。

「なあ、サヤ姉、ちょっと落ち着けよ。どうもこいつ、白っぽいぜ」

　今のサヤ姉はヒートアップしすぎていつもの冷静さを欠いているように見える。この怒いかり狂くるった女じよ帝ていに諫かん言げんするのは、やっぱり従弟のオレの役目だろう。

　けど、サヤ姉の勘かん気きは一向に解けず、それどころかオレにまで怒ど気きに満ちた険しい視線を向けてくる。

「とろくさいこと言ってるんじゃないわよ。証しよう拠こがあんの」

「証拠？」

「ほら」

　サヤ姉は自らのスマートフォンを手早く操作するや、その画面を突きつけてくる。

　そこには一枚の写真が表示されていた。

　写真の右側には、明日香先輩を抱だき締しめたオレ。

　そして左側にはそのオレの腕にナイフを突き刺している犯人の姿。

　口元を釣り上あげ別人のように凶きよう悪あくな顔をしてはいるものの、そこに写っていたのはまぎれもなく──

　小沢信司以外の何者でもなかった。





　これでも一応、オレは信司とは中学以来もう四年目になる付き合いだ。

　サヤ姉を除けば、なんだかんだで一番よくつるんできた相手でもある。それはサヤ姉も一いつ緒しよだろう。四年間、従弟の友だちとして、自分になついてくる後こう輩はいとして、けっこう信しん頼らいを置いていた。それこそメルアドを教えるぐらいに。

　そのオレたちが、まさか信司の顔を見み間ま違ちがおうはずもない。首筋にあるほくろの位置までまったく同じだった。

　信司には双ふた子ごの兄弟もいない。これはもはや疑いようすらない明確な証拠と言えた。

「え？　うえ？　うえええええ!?」

　にもかかわらず、眼めの前に突き出だされた写真に、信司が目を白黒させている。やはりまったく身に覚えがありませんという感じだ。これが演技ならもはや天才と言わざるを得ないが、信司はそうじゃない。

　確かに器用でいろいろ多才な男ではあるが、どれもサヤ姉のように突き抜けてるってほどじゃなくて、あくまでなんでもそつなくこなす秀才に過ぎない。やはり、何かおかしい。

「まだしらばっくれる気？」

　心底呆れ果はてた様子で、いらだたしげにサヤ姉が吐はき捨すてる。

「え、いや、だって、昨夜は俺、部屋でずっと寝ねてたんですよ？　ほら、夏なつ風か邪ぜこじらせちゃっ……へ、へ、へっくしょい！」

　信司が咄とつ嗟さにサヤ姉から顔を逸そらして、大きくくしゃみをする。演技のくしゃみではなくて、モノホンのだ。なにせだら～っと鼻水が垂たれてる。

　まあ、もともと風か邪ぜひいてたところに、こんなところでぐるぐる巻きにされて一夜明かしたんだからな。そりゃこじらせもするだろう。

「それを証明できる？」

　かなりシュールで間の抜けた光景にも、サヤ姉は眉まゆ一つ動かすことなく信司への尋じん問もんを続ける。

「証明……ですか？　う～ん、家族全員、オレ放っぽって食事に行ってて留守でしたし、身体を持ち上げられて『なんだ!?』って目を開けたら剛ごう田ださんに担かつがれてて……」

　あなたまで何やってるんですか、剛田さん!?　来週、試合でしょう？　拉致まがいのことしてたらいろいろ問題じゃないですか!?

















「証明できないんじゃ話にならないわね。神社であんたを目撃したの、それこそ一〇人や二〇人じゃきかないのよ。つーかそもそも、あんたあたしやカー坊と会って話もしてるじゃない。あんまりヘタな言い訳吹いてると、くびり殺すわよ？」

「ほ、ほんとに行ってないんですってば!!　つーかそもそも昨日、サヤさんたちとは一度も会ってないですし！」

　信司があらん限りの声を振り絞しぼって絶叫する。

　やはり、その素そ振ぶりは嘘を言っている感じじゃない。なら、証拠がおかしい、のか？

「なあ、サヤ姉、なんかやっぱりこいつが犯人じゃないっぽいぜ？　ほら、最近は画像を合成して偽にせの写真とか作れたりするらしいし。オレとしてはそっちを疑うんだけど」

「写真だけで判断してるわけじゃないわ。ＳＳＳに探さぐらせた結果でも、信司があんたを刺したって目撃証言がいっぱいあるの」

　なるほど、この写真が合成じゃないっていう裏付けもしっかりされてるわけか。合理的に考えれば、犯人は間違いなく信司と言わざるを得ない。

　サヤ姉はやっぱり科学者気質かたぎだからなぁ。断定するのも無理からぬことなんだけど──

　オレの勘は、信司は犯人じゃないと告げていた。友人を信じたい、そんな感傷で鈍にぶっている可能性を否定はできない。証拠に至っては何もない。

　でもどうしても、目の前で芋虫になってるこいつがヤったとは思えないのだ。

　とは言え、思えないだけだからなぁ。信司が嘘をついているのかいないのか、人の心を読むことなどできないオレには……

「あっ……」

　オレが思わず隣のネコミミ少女に視線を向けると、目が合った。

　そうだ。聡里なら、他人の嘘を絶対に見み抜ぬけるこいつなら、信司が犯人かどうかを見抜くことができ……って、ダメだダメだダメだ！

　心を読むなんてのは、やっぱり反則技だ。ずっとこの力に苦しんできて、ようやく解放されたばかりの聡里に、また心を読んでくれなんて残ざん酷こくすぎるだろ。

　何か、何か他に手はないか？

「……カー兄はやっぱり優やさしいね」

　ぶんぶんと首を振るオレを見て、聡里がくすりと小さく笑えみを零こぼす。オレが気づいた事ぐらい、能力の持ち主である聡里が気づかないはずがない。

　その瞳ひとみは、以前と同じで何を考えているのかいまいちよくわからない。それでも、強い決意みたいなものだけはひしひしと伝わってきた。

「サヤ姉、聡里に任せて。嘘か本当か。聡里の《力》なら一発だよ」

「え？　…………だっ、ダメよ、ダメダメダメーっ！」

　ぶんぶんぶんっと大きくサヤ姉が駄だ々だっ子このように首を大きく振る。

　ちょっとだけデジャヴ。さっきのオレとおもいっきり被かぶる。まあ、なんだかんだでオレとこのひと、血がどっかで繋つながってるんだよなぁ。

「サヤ姉、カー兄を傷つけられて、怒る気持ちはよくわかるけれど、落ち着こう」

「べ、別にカー坊だけじゃなくて……っ！」

「聡里は嘘を見抜く専門家エキスパートだったから。ずっと、いろんな人の嘘を見てきたから。うん、だから、《力》を使わなくてもなんとなくわかるんだよ。このひと多分、嘘をついてない」

　一四歳さいとは思えない、その見た目一〇歳という容姿からはなお有り得ない、深く深く人を見通すような瞳で、信司を見つめて聡里は断言する。

「サヤ姉にとっても、カー兄にとっても、アス姉にとっても、このひと、大事なお友達なんだよね？　こういう諍いさかいを続けるのは後に禍か根こんも残すし、よくないと思う。一度こじれちゃったら直したくても直せない時もある、よ？」

　……聡里は血けつ縁えんの親戚とは、ほとんど断絶に近い関係だ。接点もほとんどなくなったに等しい今、おそらくもう修復は難しいだろう。

　その言葉はやっぱり重くて、頭に血が昇のぼって冷静さを欠いていたサヤ姉の心にも届いたようだった。口元に手を当て、信司と聡里を行き交うように視線をさまよわせる。

　聡里の提案は実に合理的だ。これ以上ないぐらいはっきりとした結果が出る。それでも、だ。聡里に脳波バンドを外させるのには抵てい抗こうを覚えざるを得ない。

　オレと同じように、サヤ姉も迷っているようだった。

　明確に確認したわけではないけれど、おそらく聡里は人前では二度と脳波ヘアバンドを外さないと心に固く誓ちかっていると思う。

　しかし、一度でも、誰だれかの心を読もうとバンドを外してしまえば、例外を設けてしまえば、タガが外れやすくなる。悪魔が、つけ込みやすくなる。

　その誘ゆう惑わくに負けた時、聡里の心は再び「闇やみ」に呑のまれる。ようやく幸せを掴みかけているというのに、そんなリスクを負わせたくはなかった。

「それに……あんまり躊ちゆう躇ちよしてる場合でもないと思う」

「……そう、ね」

　渋しぶ々しぶながら、サヤ姉も聡里の言に同意する。

　もし、信司が白ならば、自おのずとそれは、明日香先輩を狙った犯人がまだ別にいて今もこの街で息を潜めているということである。

　事態は深刻と言わざるを得なかった。

「大丈夫、心配しないで。聡里は、自分からは絶対に外さない。自分で決めないってのはずるいことかもしれないけれど、サヤ姉たちに言われた時だけにするから」

「……明日香の生死もかかっているし、その辺りで手を打つしかない、か」

　ガシガシっと頭を掻かきむしった後、サヤ姉は聡里の提案を受け入れた。本当の本当に苦く渋じゆうの決断と言う感じで。サヤ姉、マジで聡里のこと気にかけ大事にしてるんだなぁ。そんな場合じゃないってわかってはいるんだけど、胸が温かくなる。

「じゃあ、外すよ」

　宣言して、聡里が慎しん重ちようにその頭のネコミミバンドを取り外す。

　そしてこの瞬しゆん間かんから、この部屋にいる全員の心が、聡里に流れ込んでいるはずだった。

　聡里は自じ嘲ちようするような小さな笑みをこぼした後、信司と向き合う。

「もう一度、訊きくよ。昨夜、お兄さんは神社にはいなかったんだね？」

「ああ、いなかった」

「アス姉を殺そうと、してないんだね？」

「だからしてないって！」

　信司が信じてくれと声を荒あらげる。

　今はでも、こいつの言葉には誰も注目していない。聞いてすらいない。

　皆の視線を一身に浴びる中、そっと聡里が再びネコミミバンドを付けて振り向く。その顔に浮うかんでいたのは、オレたちを安あん堵どさせる、とても柔やわらかな笑え顔がおだった。





「ふうっ、ヒデエ目に遭あったぜ」

　無実が証明され、ようやく縄なわを解かれ自由の身となった信司が、腕や首を回しながら毒づく。

　風邪で寝込んでいるところを無理やり拉致られ、丸一晩、こんなところに放置されたんじゃそりゃ愚痴の一つも言いたくもなるだろう。

「ごめん、信司！」

　サヤ姉が固く目を瞑りパンっと顔の前で両手を打ち合わせる。

　自分が悪いと認めたら、素す直なおに謝あやまれる。些さ細さいだけれど、こういうところもこのひとは器が大きいと思う。人間、やっぱりプライドとかが邪魔をして、上の者が下の者にはなかなか謝れないもんだし。

「あ、頭上げてください、サヤさん。こんな写真があったら仕方ありませんよ」

　一方、うろたえ狼ろう狽ばいしまくったのが、敬愛する女帝に頭を下げられた側の信司である。

「ははっ、あんな写真があったらそりゃしゃあねえよなぁ」

「うっせ！　おまえはもっときっちり弁護しやがれ、友だち甲が斐いのねえやつめ！」

　……なに、この態度の差は？　一応、オレ、ほぼ一いつ貫かんしてお前の味方側だったと思うんですけど？

「まあ、だいたい事情は把は握あくしました。なんかすっげえオレに似たヤツがいて、そいつが観田先輩をナイフで刺そうとして、庇ったこの馬ば鹿かが腕を怪我した、と」

「か、カーくんは馬鹿じゃ……ない、よ？」

　咄嗟に先輩が否定してくれたのは、ええ、とても嬉うれしいんですけど、なんかどんどん語ご尾びが小さくなっていき、最後は疑問形。

　あの、それって否定しきれないってことでしょうか？

「……っ！」

　オレの視線に気づいた先輩が、ふいっと顔をそらす。

　聡里に目を向けると、こいつにも目をそらされた。

「やっぱり察しがいいわね、信司。その通りよ。こいつが馬鹿なのも含ふくめて」

　サヤ姉にいたっては全肯定である。すいません、泣いてもいいですか？

「で、信司。もう一度確かく認にんなんだけど、絶対にあんた、神社には来ていないのね？」

「ええ、家でずっと寝こんでましたよ」

　ずずっと洟はなをすすりながら信司が答える。

　ん？　今なんか違い和わ感かんがあった。なんだろう？

「でも、確かにあたしたちは神社であんたに会ってるのよ。会話も交かわしている。そう間違いなくあれはあんただったのよ」

　口元を押さえ、サヤ姉が考えこむ。

　オレも昨夜のことを思い出す。顔の造形から表情や仕草に至るまで、オレの知っている信司そのままだった。オレや明日香先輩のことも知ってる風だったし、やっぱり信司本人としか思えない。

　いったいどうなってるってんだ？

「量子の世界じゃあるまいし、同じ人間が違う場所に同時に存在するなんてできるわけがない。そしてあんたにはアリバイもなければ、寝てたのならおそらく記き憶おくもない。このことからまず一番に思いつくのは……催さい眠みん術じゆつね」

「つまり、オレを操あやつって観田先輩を殺そうとしたヤツがいるってことっすか？　ンで意識のないオレがこいつの腕を刺さした？」

　ぶるっと身み震ぶるいしつつ、信司が言う。

　あっ、まただ。また奇き妙みような違和感があった。喉のどに小骨が刺さったような感覚だ。何か、何かが違うのだ。

　……そうかっ！

「サヤ姉、声だ！」

「は？　声がなんだってのよ。そりゃ信司は鼻声でいつもと……あっ！」

　サヤ姉も気づいたようだった。

　ピンポーン。

「あっ……」

　いいところで、チャイムが鳴なり響いた。誰だよ、こんな時に。

　普段なら涼すず原はらさんが応対するところだけど、今日は日曜日でお休みだった。サヤ姉が立ち上がり壁かべ際ぎわのドアフォンのボタンを押おす。

「はい、どちらさま？」

『いや～たびたびすんませんね～、中央署の麻宮です。その～、ここにいらっしゃいますよね～？』

　すっとぼけた口調ながら、画面上では刑けい事じさんが口から犬歯を覗かせ獰どう猛もうに笑って続ける。

『小沢信司くん』





「困るんですよね～、こういうことされると～」

　玄げん関かん先さきで、刑事さんがポリポリと頬ほおを掻く。近年、検挙率は落ちてきたとは言っても、やっぱり日本の警察は優ゆう秀しゆうである。初動こそＳＳＳに遅おくれ信司の身み柄がらを拉致られたものの、その足取りを追ってこの家にたどり着いたらしい。

　その口ぶりは、この家に信司がいることを確信しているようだった。一応、信司には居間に隠かくれてもらっているけれど、こりゃ厳しいな。

　まあ、刑事さんが渋しぶい顔をしているのも当たり前といえば当たり前か。傷害事件の容疑者を、被ひ害がい者しやの従姉いとこグループが警察に先さき駆がけて拉致ってるんだからなぁ。……え～っとこれ、犯罪スレスレっていうかもう犯罪そのものじゃね？

　はらはらとオレが従姉の顔を覗き見みると、頬に手を当て、満面の笑みを浮かべている。

「従弟おとうとの友人を家に招いて親しん睦ぼくを深めていたんですけど、何か問題ありまして？」

　つ、面の皮あちい。

　サヤ姉と刑事さんの視線が絡からみあうことしばし。先に折れたのは刑事さんだった。

「……ふう、旧知の間柄でしょうからいろいろあるのでしょうし、とりあえずその辺は不問としましょう」

　玉野の一件の時も思ったけど、やっぱりずいぶんと融ゆう通ずうのきく刑事さんである。

　なんて安堵したのはつかの間だった。

　刑事さんがサヤ姉の前に一枚の紙を突きつける。

「令状です。罪状は殺人未み遂すい。証言等を理由に、この家の捜そう索さくも既すでに許可が出ております。これ以上捜そう査さの邪魔をするようなら……こちらも不本意ながら強ごう引いんな手段を取らざるを得なくなるんですよ」

　申し訳なさそうに、しかし眼だけはギラギラと鋭するどい。さっきの譲じよｖ歩ほは、こっちをスムーズに済ますための布石ってところか。譲歩したように見せて次に出す要求を相手に拒きよ否ひしにくいようにする、交こう渉しよう術じゆつの一つにそんなのがあったような気がする。

　ドア……なんだっけ？　忘れちまったけど。とぼけているようでいて、けっこうしたたかだ、この刑事さん。

「なので素直にこっちに引ひき渡わたしてくれませんかね～？」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ。信司はやってない。何もやってないんだ！」

　黙っていられず、オレは叫さけぶ。

　刑事さんはちらりとオレの腕うでを見て次に天てん井じようを見て、「ん～」と困った顔をする。

「友だちをかばいたい気持ちもよくわかるし、もしかしたらもう仲直りしましためでたしめでたし、だったりするのかもしれんけどね～、ただ～、こちらとしてもこういうものまであると、さすがに引き下がるわけにもいかんのだよ」

　胸むな元もとから続いて取り出したのは見覚えのある一枚の写真。先さき程ほど、サヤ姉が携けい帯たいの画面で見せてくれた、信司がオレの腕をナイフで突き刺しているまさにその瞬間を写したヤツだ。

　だが、違う。これは冤えん罪ざいなのだ。

　信司は明日香先輩を殺そうなんてしていない。こと嘘に関しては聡里の《力》は絶対だ。聡里が信司が嘘をついていないというのなら、信司は間ま違ちがいなく嘘をついていないのだ。

「まあ、被害者の君がそう言ってるんだし、子どものすることでもある。殺人未遂ではなく傷害罪程度で済むようこちらも働きかけてみるさ」

「いや、だからほんとにこいつはやってないんだ！」

　あ～、もうもどかしい！

　聡里の《力》を公おおやけに触ふれ回まわるのはやはり避さけたい。悪用しようとすればいくらでもできる能力なのだから。それに、せっかく封ふう印いんする手段を得て、これからようやっと普通の日常を過ごせるというのにそれを壊こわしたくはない。

　よしんば刑事さんに内密でって話して、実証してその超ちよう常じようの力を信じてもらえても、結局、聡里本人が本当のことを言っているのか嘘を言っているのか他人が判断する手段がない。

　オレたちは聡里の言葉を信じられるけれど、赤の他人は無理だろう。それでは聡里の言に証拠能力などあるわけない。

「こっちもあんまり暇ひまじゃなくてね。押し問もん答どうはこのへんにしましょう。差し出してくれないなら失礼させてもらいますよ」

「勝手にひとん家に上が……」

　抗こう議ぎしかけたサヤ姉の顔に、刑事さんは令状を突きつける。

「～～～～～っ」

　サヤ姉が耳元の髪の毛けを忙せわしなくいじる。多分、必死に信司を逮たい捕ほさせない手段を考えているんだろう。信司はサヤ姉にとっても、信頼を置いていた舎しや弟ていだからな。さっきの激げき怒ども、その信頼を裏切られたと勘かん違ちがいしたことによるところも大きかったと思うし。

　しかし、いかなサヤ姉とは言え、この状況を打開する都合のいい手などそうそう思いつくはずもなく、苛いら立だたしげに顔をしかめるだけだ。

「もういいっすよ、サヤさん」

　信司がさばさばした顔で、居間から出てくる。

「あっ、馬鹿！」

　サヤ姉が舌打ちして顔面を叩たたく。

「ははっ、はじめてサヤさんに馬鹿って言ってもらえました。ちったあ距きよ離りが近づけたんですかね？」

　これから逮捕されるというのだ、顔色は決して良いとは言えないが、それでも信司は軽けい薄はくに笑ってみせる。

　オレたちに心配をかけないように。

　ほんとお前は他人に気を遣つかい過ぎなんだよ。こんな時ぐらい自分の心配しやがれ。

「念のため言っておきますが刑事さん、容疑は全部否ひ認にんしますよ。ただまあ、令状はあるみたいだし、サヤさんに迷惑もかけれませんから、逮捕は甘あまんじて受けましょう」

「……ふっ」

　刑事さんがニカッと唇くちびるの端はしを釣り上げる。それは決して信司のことを嘲ちよう笑しようしたものじゃなくて、信司の「男」を認めた笑みだった。

「おい、左手だせ。あー、パーじゃない。グーでだ」

　オレの前で立ち止まり、信司。

　オレが言われたとおりにすると、ヤツはそこに自らの右拳を軽く当てる。

「オレの無実晴らせよ。頼たのんだぜ、ヒーロー」

　それだけ言い捨てて、信司は刑事さんに両手を突き出す。

　馬ば鹿か野や郎ろう。

　ミスキャストもいいところだ。

　なんでお前が囚とらわれのお姫ひめ様さま役なんだっての。








ACT3

Reflection of Prism




　小お沢ざわ信しん司じが警察に捕つかまったらしい。

　実に愉ゆ快かい極きわまりないね。真犯人であるボクは今もこうして何不自由なく街を闊かつ歩ぽしているというのに。

　今も堂々と交番の前を通り過ぎているというのに。

　さて、あいつの方はどうなったのかな？

　ボクが刺したのは腕だし、死んだってことはないだろう。ってことは今いま頃ごろ病院か？

　明日、学校に来るのかな？　来ないならお見み舞まいにでも行ってみるか。

　さぁて一番の親友に想おもい人を殺されそうになって、ヤツはどんな顔をしているのかな？

　見たい、見たい、一刻も早く見たい！

　怒り、悲しみ、やるせなさ、戸と惑まどい、不信、そういったマイナス感情がごちゃまぜになった実にいい表か情おをしているんだろうなぁ。

　くくく、はははははっ！








「さて、急いで真犯人を捕まえないと、ね」

　居間に戻もどるなり、サヤ姉が宣言する。その言に異などあるわけがなく、オレたちはコクリと揃そろって頷うなずいた。ただ、さっきより一人少ない。

　刑事さんの話によれば殺人未遂ではなく、傷害罪での立件になりそうな感じだったが、それにしたってひどい話だ。

　傷害とは言え逮たい捕ほ歴れきなんて付いてしまえば、下手すれば退学扱あつかいもありうる。進学や就職にいろいろ不都合な面が出てくるだろう。

　信司はオレと違って青せい陵りようという地域有数の進学校にあってなお、トップクラスの学力をキープしている。自身の選せん択たくの結果なら自じ業ごう自じ得とくだろうが、冤罪なのだ。それで将来をぶち壊されては悔くやんでも悔やみ切れないに違いない。

「状況をまず整理しましょう」

「そうだな。それがいいと思う」

　サヤ姉の言葉にオレも同意して頷く。

　状況が慌あわただしくコロコロ変わりすぎて、事態に頭が付いて行かない。ここらで一いつ旦たん、事件の全体を振り返かえってみるのは必要だと思う。

「信司としか思えない人物が明あ日す香かを狙ねらおうとし、それを庇かばったカー坊は刺され、その目撃証言、写真もある為ため、信司は警察に逮捕されてしまった」

「でも、あのお兄さんはやってないよ」

　聡さと里りが改めて断言する。そう人の心が読める聡里には、一いつ切さいの嘘うそが通用しない。「神社に行っていない。明日香先輩を殺そうともしていない」という信司の言に偽いつわりがないこともまた確かなのだ。

「じゃあ、わたしたちが見た小沢くんはいったい？　ってところで刑事さんが来て話が途と切ぎれちゃったよね。カーくん、声がどうとか言ってたけどそれって？」

　先輩が問いかけとともに視線をオレに向ける。あっ、なんかちょっと流し目っぽくて凄すごい色っぽい。

　そんな場合じゃないとわかってはいるんだけどドキドキする。

「え、えと、神社で会った信司の声が、おかしかったんです」

「んん？　でも風邪引いてるならおかしくて当たり前じゃない？」

「はい、ただ……神社で会った信司の声と、ついさっき連れていかれた信司の鼻声、似てはいるんですけど、明らかに違うんですよ」

　神社での信司の声は、風邪でちょっと声がおかしいと言われれば納なつ得とくする程度にはよく似ていたが、実際に鼻声の信司の声を聞いてみると、一いつ致ちしないのだ。

　オレの親父おやじの世代からやってるという三代目大おお泥どろ棒ぼうが活かつ躍やくする超ちよう有ゆう名めいアニメは、声優さんの逝せい去きよによってモノマネ芸人に担当が引き継つがれたというが、衛星放送とか懐なつかしのアニメみたいなのでちらっと古い時代の声と、今の人の声を聞き比べてみると、かなり似てはいるんだけど、やっぱりしっかり聞き分けられる。まさにそんな感じだ。

「ええ、あたしもそう感じたわ。おそらくは声帯模写、ね。つまり催眠術とかの類たぐいではなく正真正銘めい、あの信司は別人だったってことよ。ほんとやってくれるわよね。でもそうなると、新たな疑問が出てくる」

　口元に手を当て、サヤ姉が考えこむ。

　馬鹿なオレにはサヤ姉の考えていることはわからない場合も多々あるのだけれど、今回はすぐに見当がついた。

「どうやってあそこまで完かん璧ぺきに信司に化けたのか、だろ？」

　さっき例に挙げた大泥棒なんかは、もう昭和の時代からマスクをかぶってライバルの刑事さんに化けるんだけど、あれはあくまでアニメの中での話だ。現実にはそんな都合の良い技術は、現代にだって存在しない。

「極きわめて自然に別人になりすますことは現代の技術ならそうそう難しくはないわ。要は印象を大きく変えればいいだけだし」

「まあ、うちの母さんだって、化け粧しよう前と後でかなり印象が違うしな」

　広告とかのビフォアアフター見てると、ほんと別人としか思えねえ！　ってのいっぱいあるよな。化粧って一種の詐さ欺ぎだと思う。

「でも、親しい知人を騙だませるほどに特定の個人になりすませるなんて、そんな技術は世の中のどこにもないはずよ」

「どこにもない？　あの、特とく殊しゆメイクとかで何とかなりそうな気がするんですけど」

　眉をしかめ難しい顔をするサヤ姉に、先輩が首をかしげて問う。オレもそれでなんとかなりそうな気がしたんだけど、ダメなのか？

「研究・研けん鑽さんを重ねれば、いずれはできるかもね。でも、誰もやらないでしょ、そんな無駄なこと」

「無駄？」

「ええ、無駄。もともと特殊メイクと言うのは映像を作るために進化してきた技術よ。怪我をしているように見せかけるとか、怪かい物ぶつみたいな現実にはいないものを表現するためのものなのよ。苦労して本人と瓜二つのものを作る必要性がどこにあるってのよ？」

「あ、なるほど」

　わざわざ苦労して似た人間を作らなくても、それこそ本人が演じれば済むだけの話だよなぁ。同じ人間が画面に二人いる、なんてシーンもテレビや映画なんかでは時々見るけれど、あれだって本人が一人二役で演じて、後で映像を合成して作ってるんだろうし。

「えーっと、じゃあ整形手術とかは？　ミステリーとかでそういうのよくありますけど」

「整形たって……骨格とか目や鼻の位置とか限度があるでしょ。ここまで瓜二つなんて考えられないわ……」

　サヤ姉の言葉に釣られるように、オレも転送してもらった件の写真を改めて見てみる。写っているのはどこからどう見ても信司そのものだった。もう四年来の付き合いになるオレですら、些細な差異すら見つけることもできない。

「写真や動画なんかからデータを取り込んで、ＣＧコンピユーターグラフイツクスで再現するってのなら可能でしょうけど、あたしたちが見たのは画面越ごしの信司じゃなくて、現実の信司よ。正直、ほんとどうやったのか、あたしにも皆かい目もく見当がつかない」

　サヤ姉ですらお手上げレベル、か。

　最近なんかこういうケース多いなぁ。先輩の時と言い、聡里の時と言い。まあ、超ちよう能のう力りよくなんて非常識が相手なんだから当たり前と言えば当たり前なんだけ……ど……。

　待て、よ？　だとすればこれも何らかの超能力によるものってことか？　いやいや、さすがにそう何度も本物の超能力者に関かかわるなんてそんな偶ぐう然ぜん……いくらなんでも確率的に有り得ないだろ。

「そして、もう一つ、あたしが気にかかってることがあって、犯人は間違いなくあたしたちのことを詳くわしく知ってる人物だってこと、よ」

「っ!?　そう……か。そうだな」

　今頃そんなことに気づく自分がちょっと情けなかった。

　オレは神社で会った信司を、本物だとわずかも疑わなかった。それは見た目がまったく信司のそのものだったというのも勿論あるが、それだけじゃない。

　仕草や素振りも信司のそれによく似ていたし、声こそほんの少し違っていたけれど、似せていたと言うことは、取りも直さず信司の声質を知っていたということである。喋しやべり方かたやイントネーションの癖くせなどはかなり上う手まく真ま似ねていたように思う。

　また、明日香先輩のことも知っている風だった。

　あの犯人が、オレたちのことをよく観察している人間であることは間違いない。

「……小鳥遊たかなし、さん？」

　先輩の口から、ある男の名前がぽろっと零れ落おちる。

　小鳥遊京きよう水すい、聡里の一件で関わり合うことになった世界有数の大企き業ぎようプレイバードの創業社長だ。先輩やサヤ姉のこともけっこう事細かに調べていた素振りだった。人材マニアらしいし、特殊メイクのプロフェッショナルを部下にし本人に瓜二つな人間を作るなんて技術を研究開発させていたとしても、別段不思議ではない。

　ないんだけど……

「まあ、あのおっさんなら今挙げた条件をすべてクリアできそうなんだけど、今度は動機がないのよね。そもそもあのひと、明日香を手に入れたいとは思っていそうだけど、殺したいなんて欠片かけらも思ってないはずよ」

「……だよなぁ」

　オレもその線は薄い気がした。あの男がすっげーイケ好かねえヤツなのは確かだ。でもなんつーか、自らの美学に殉じゆんずるフェアなヤツではあった。賭かけに負けて聡里の身柄をオレたちに引き渡すことになった時だって、残念そうにはしていたものの、渋ったりすることは一切なかった。

　何らかの形でオレたちに報復を企たくらんでたとしても、こんなやり方じゃなくて、もっと『帝てい王おう』らしく、堂々と真正面から挑いどんでくると思う。

　完全に手て詰づまりとなり、しばし居間を重苦しい沈ちん黙もくが支配する。

　それを破るように、サヤ姉は大きく息をついて、肩かたをすくめた。

「まだやっぱり情報が足りなすぎるわね。とりあえず、以前使った探たん偵ていとかＳＳＳとかにもうちょっと探らせてみる。今日はこの辺までにして、とりあえずご飯にしましょう」





「ふんふん～♪」

　居間とは吹ふき抜ぬけで繋がっている台所からは、上じよう機き嫌げんな鼻はな唄うたとパタパタと忙しなくスリッパを踏ふみ鳴らす音が絶ぜつ妙みようなハーモニーを奏かなでている。

　小さな影かげが、ネコミミと尻尾しつぽを揺らして、鍋なべに切った具材を流し込んでいく。

「さ、聡里ちゃん、指切ったりしないかな？　火傷やけどしないかな？」

　ソファーに膝ひざを立てて、明日香先輩は聡里を見守りつつもハラハラしている。オレも気持ちは先輩と同じだ。非常に危なっかしい手つきでピーラーを使っていたのは、ほんの二週間前のことだ。

　それがたった一人で料理を作るなんて、やっぱり不安にならないほうがおかしい。

「う～、聡里ちゃん、わたしも手伝おっか？」

「いらない。聡里が全部やる。これは聡里の仕事」

　先輩の申し出を、聡里はきっぱりと拒否する。寂さびしそうにしゅんとなる先輩がやっぱりらぶりー。あと先輩、けっこうスカート短いのに、そんなちょうど目の高さでヒラヒラされると目のやり場にとても困ります！

　そう言えば先輩も当分、この家で寝ね起おきすることになった。刃は物もの持った人間に襲おそわれたからなぁ。警察は犯人と目星をつけてる信司をすでに逮捕している以上、動いてくれないと思うし。一人にするのは色々危険だという判断だ。

「明日香、邪じや魔ましない。聡里が一人でやることが大切なことなんだから。大だい丈じよう夫ぶよ。あたしが今週みっちり手取り足取り料理の基き礎そを仕込んだんだから。聡里は飲み込みも早いし、あれでけっこう器用な娘こよ」

　落ち着つき払はらった様子で、サヤ姉は聡里の淹いれたコーヒーをすすっている。甘いの好きなはずなのに砂糖を入れ忘れているけど。

「それにあの娘、かなり自己卑ひ下げしてるところがあるし、何か一つでいいから自信が持てるものを持つべきなのよ」

　あのカジノ船で、サヤ姉の聡里を想う心に偽りがなかったことは、聡里はそのサトリの《力》でよく知っていることではある。だが、人の心は移ろうものだ。聡里はそれを知り抜いてもいる。紙の上では近いうちにサヤ姉と聡里は姉妹になるけれど、血の繋がりがあるわけでもない。

　あったところで、聡里には親しん戚せきにたらい回しにされた過去がある。

　だから、人の善意にすがるだけの形では、聡里はいつ捨てられるのかという不安に常に悩なやまされるだろう。自分がこの家にとって必要な存在だと自分自身で思えるようになること、それが聡里にはなにより必要なことだというのがサヤ姉の考えだった。いずれはこの家の家事全ぜん般ぱんを任せるつもりらしい。

　服にもその辺、気を使っている。家事のさしすせそをする際は、ユニフォームとしてメイド服着用をサヤ姉は義務づけている。そうすることで日常と仕事中を明確に分け、家事に大きな価値を感じやすくしているとのこと。

　ほんと色々、細やかに聡里のこと考えてあげてるよなぁ。横暴なところもあるけれど、やっぱりオレの従姉は面めん倒どう見みのいい優しいひとなのだ。

「サヤ姉はきっと、いいお母さんになるよな」

「ぶふおぉぉぉぉぉぉっ！」

　サヤ姉の吹き出したコーヒーが、おもいっきりオレの顔面を直ちよく撃げきした。

「うわっちぃぃ！　な、何やってんだよ、サヤ姉!?」

「げほげほげほっ！　あ、ああああ、あんたが変なこと言うからでしょ！」

　盛大に咳せき込みつつ、真っ赤な顔でサヤ姉がキョドった甲かん高だかい声を上げる。

　変なことってオレがいったいなに……あっ！

　いいお母さんになる＋サヤ姉はオレのことが好き＝遠回しなプロポー……ズ？

「う、うわあああああっ！　違う違う違う！　別にそんな深い意味で言ったわけじゃなくてっ」

「……そこまで全力で否定されると焦あせったこっちが馬鹿みたいでムカつくわね。そうよね、あんたがそんなこと言うわけないわよね。ふふっ……それなのに舞まい上がって……」

　テレから一転、今度は怒いかりに顔を真っ赤に染めて、ゴゴゴゴゴっと壮そう絶ぜつなオーラを纏まとい始める。

　バキボキっと拳こぶしを鳴らす姿がマジ怖こわい。

　さらに反対側からは──

　ひゅおおおおおおおおおおおお！

　絶対零れい度どの寒風が吹き込んできてるんですけど!?

　ぎぎぎぎっと油の切れた機械のようにオレが首を回すと、そこには達観したように満面の笑みを浮かべた先せん輩ぱいがいたりして、

「ほぉんと女の敵だよねー、カーくんは♡」

　なんか女たらしからさらにランクダウンしてる!?





「ふ～、食った食った。ごちそうさん」

　オレはポンっとお腹なかをひとつ叩く。利きき腕を怪け我がしているオレとしては、スプーンで食べれるカレーは実に有あり難がたかった。

　と言うのもいただきますをした瞬間、空気がきしんだからだ。

　なんか異様なまでに緊きん張ちよう感が高まりはじめ、オレの勘が「とにかく食え！　がつがつ食え！」と最大級の警報を鳴らし、オレは無む我が夢む中ちゆうでその指令に従った。なんか女じよ性せい陣じんのじ～っという視線を感じたけれど、この判断に間違いはなかったと確信している。

「おそまつさま。……その、美お味いしかった？」

「ああ、美う味まかったよ」

　朝昼と病院食でいまいち物足りなくがっつりしたものを食べたかったので、カレーは実にもってこいだった。思わずおかわりしてしまったほどだ。

「良かった」

　オレの食器を片付けつつ嬉しそうに聡里が小さく笑う。

　その様子にふと思うことがあって、オレは訊いてみる。

「料理、面おも白しろいか？」

「うん、凄く。それに、みんなに美お味いしいって言ってもらえた時、とても幸せな気分になった。これは癖になりそう」

「へ～、けっこうそっち方面に才能があるのかもな」

　なんか中国の昔の偉えらい人も言ってたらしいじゃないか。あるものに対する知識があるだけじゃ、それを好きな人には敵かなわず、好きな人もそれを楽しむ人には勝てない、みたいなことを、さ。うろ覚えだけど。とにかく楽しめるのは、何よりだと思う。

「まだまだだよ。前にみんなで作って食べたカレーには遠く及およばない。あれは本当に美味しかった。世の中にはこんなに美味しいものがあるのかって。もっとがんばらないと」

　遠くを見み据すえて、聡里が自らに何かを課すようにうんと頷く。

　あ～、聡里と出会った翌日にみんなで野外で作ったあのカレーかぁ。あれは確かにすげえ美味しかったけど、ルゥとか市し販はんのをそのまま使ってるから、味自体は今日聡里が作ったのと、多分、そんなに差はないはずだ。

　違ちがうのは……昨日の屋台と一緒で、「お祭り」という調味料が入ってるからってのがあるんだと思う。あとは、それまで粗そ末まつな食事ばかりだったから、そのギャップによる感動とかも割増されてるかもしれない。

　でも、オレはその辺のことをあえて飲み込んで黙だまっておく。

　せっかく料理に強く関心を持っており、静かに燃えているのだ。その目標の種明かしをして情熱に水を差すこともないだろう。

　なんてことをオレがつらつら考えていると、

「さて、んじゃカー坊、お風ふ呂ろ行きましょっか。身体洗ったげる」

　ごんっ！

「つっ、つううううううっ！」

「なぁにやってんのよ、あんたは」

　呆あきれたようなサヤ姉の声。

　反論したくとも痛みでしゃべれない。

　歯を食いしばり、ようやく痛みが収まってから、思いっきりオレは叫ぶ。

「いきなり何を言い出すんだよ、サヤ姉!?」

　あんまりにも唐とう突とつにとんでもすぎて、驚おどろいて机に思いっきり怪我した腕ぶつけちまったじゃねえか！

「そ、そうです！　サヤさん、そ、そんなこと」

「だってカー坊その腕なんだから、一人じゃ身体洗えないでしょ？」

「「……」」

　そういやこの家に預けられたのってそういう理由だった。

　いろいろあって完全にそのこと忘れてた。

「い、いいよ。べ、別に洗わなくたって！」

　ぶんぶんと顔を振ふって、条件反射的に拒否する。

　だって、なぁ？　やっぱり高校生にもなって誰かに身体を洗ってもらうだけでもすげえ抵抗があるってのに、その上、同じ年とし頃ごろの女の子にっていくらなんでも恥はずかしすぎるっての！

「いいわけないでしょ。もう夏だってのにあんた昨日も入ってないし、けっこう汗あせもかいてるだろうし」

　そこでいったん言葉を切り、サヤ姉は立ち上がるやオレの首筋に鼻を寄せる。うわ、なんか甘い匂においが香かおってくる。

　なんで女の子ってこんないい匂いするんだろうなぁ。信司とか家族は女ばっかりでシャンプーとか石せつ鹸けんとか女物使ってるのに、あいつからはこの香りはしないんだよなぁ。

　しかしそんな夢ゆめ現うつつも、サヤ姉が顔をしかめつつ放った次の言葉で崩ほう壊かいする。

「うん、やっぱりあんたちょっと臭におうわよ」

「えっ、ま、マジ!?」

　慌ててオレは左ひだり腕うでを鼻先に持っていって嗅かいでみる。自分じゃよくわからない。

「マジ。明日からは学校なんだし、大人しく洗われなさい」

「う、ううっ」

「まあ、恥ずかしいって気持ちはわからないでもないけどね、叔お母ばさんたちが帰ってくる来週まで身体洗わないつもり？　そういうわけにもいかないでしょ。覚かく悟ご決めなさい」

「ううううううっ」

　なんか完全に追おい詰つめられてしまった。

　た、確かに一週間というのは長い。そんな長期間身体を洗わなかったらきっと相当臭うだろうし、髪かみなんかも脂あぶらでベトベトで相当気持ち悪くなりそうだ。

　めちゃくちゃ恥ずかしいけど、ここはもう割り切るしかない、か？

「まあ、さすがにまだお風呂は早いだろうから、とりあえず蒸しタオルで全身……」

　バンッ！

　唐突に机を叩いて先輩が立ち上がった。顔を真っ赤にして明らかに尋じん常じようじゃない目をしている。いったいどうし……

「わ、わわわわわわ、わたしがやります！」

「い、いいっ!?」

「か、カーくんは、わ、わたしをかばって怪我したんだから、わ、わわ、わたしが責任を持ってお世話します！」

「ほお？」

　サヤ姉が獰猛な笑みを浮かべる。

「これはあたしを信用して叔母さんが任せてくれたの。あんたはお呼びじゃないのよ、明日香？」

「う、うう、そ、それでも、とにかく！　わたしのせいなんだから、やるって言ったらやるんです！」

　突き離すサヤ姉の言葉にタジタジになりながらも、先輩は一向に引かない。

　う～ん、先輩も聡里ほどじゃないけれど、内罰ばつ的なところがあるからなぁ。予知で他人が不幸を被るのも自分のせいとか考えていたし。

「先輩、あの、悪いのは犯人なんですから、先輩がそこまで責任を感じ……」

「サヤさんに洗ってもらいたいの!?」

　先輩が衝しよう撃げきに目を見開いて叫ぶ。

　あれ？　なんでそんな話になってんの!?　責任の話じゃなかったっけ？

「どうなの、カーくん!?」

「い、いや、そんなことは……」

「じゃ、じゃあ、わ、わたしに洗ってもらいたい？　そ、そのお、恩返し、そう、かばってくれたお礼だから。変な意味はないけど！」

　せ、先輩がオレを？

　嬉しいけど、嬉しいけど、え、え、ええええええっ!?

「ちょっ！　待ちなさい、明日香！　これはあたしが叔母さんから……」

　なんか妙みように焦った感じで言うサヤ姉。

　キッと先輩はサヤ姉のほうを向き直り、

「カーくんはもう高校一年生ですよ。親の意向より本人の意志が大事だと思います」

「うっ」

　なんか今度はサヤ姉が怯ひるんだ声をあげる番だった。

　その後も二人は喧々諤々と口論を続ける。ヘタに口出しして選択を迫せまられても非常に困るので、黙って見ているしかない。

　ヘタレと笑いたくば笑え！　オレだって命は惜おしいんだ！

　ふと、左腕が引かれた。

「この家の雑用全般は聡里の仕事。だから聡里が洗ったげる」

「カーくん！」「カー坊！」

　ほんと……勘かん弁べんしてください。

　結局、実に一時間にも及ぶ議論の後、埒らちがあかないということで、頭はサヤ姉、背中は先輩、左腕は聡里と言う感じで三人で分担することに落ち着いた。

　とりあえず他の部位は、オレが自分がやれるということで謹つつしんで辞退させてもらいました。いや、そりゃオレも惜しいとは思ったけど、やっぱ……ねぇ？





「うあああああああああああああああああああ!!」

　朝、客間で目が覚めるなり、オレは思わず大声を張り上げていた。

　二階からドタドタっと慌てた音が響ひびく。オレの悲鳴を聞きつけた先輩とサヤ姉か。ぐあああ、何あんなでっけえ声出してんだよ、オレは。

　とりあえずこの状じよう況きようを二人に見せるわけにはいかない。とにかく二人が来るまでになんとかし……

「カーくん!?」「カー坊!?」

　ってそんな時間あるかぁっ！

　なんとか咄とつ嗟さに布団ふとんで覆おおい隠す。

　あれ？　これもっとやばくね？　なんかドツボにはまっていってるような……。

「どうしたの!?　どっか痛いの？」

「もしかして手術口が開いた!?」

　パジャマ姿の二人の年上女性が、ずずいっと心配そうに真しん剣けんそのものな顔でオレに迫ってくる。

　うん、心からオレの身体を案じてくれていることがわかるだけに、だらだらと脂あぶら汗あせがオレの顔面の汗かん腺せんから噴ふき出す。

「え、え～っと、ちょっと変な夢を見ただけっす。な、なんでもない。その、着き替かえたいので出て行ってもらえるとぉ……」

　よし！　我ながらその場しのぎの言い訳としてはこれけっこう上等の部類じゃね？

　こ、ここを乗り切ればオレはまだ十分に生き残れ……

「……カーくん、それ、なに？」

　先輩の指さした先にあるものを見て、オレはゾッと背筋を寒からしめる。

　だああっ！　頭かくして耳隠さずぅっ!?

　布団の端からネコミミが、ピコピコと気持ちよさそうに動いているし！

「聡里ぃっ！」

　いやああああっ！　サヤ姉に力ずくで布団をはぎ取られる。

　そこにはコタツで丸まった猫ねこよろしく、聡里が気持ちよさそうに眠っていた。

「ん～？」

　布団がなくなり、身体を包つつむ環かん境きようの劇的な変化に、聡里はゴシゴシと目をこすりつつむくりと起き上がる。

　そしてぐるりと周囲を一望し、

「おはよう、みんな」

　何事もなかったかのようにまったくいつも通りの調子で挨あい拶さつする。

「お、お、おはようじゃねえっ！　おまえ、なんでオレの布団にいるんだよ!?」

「カー兄、怪我してるから、何かあったときすぐ対処できるかなって」

「き、気持ちはありがたいけどなぁ」

　拍ひよう子し抜ぬけして、ガクッとオレは両りよう肩かたを落とす。

　勘弁してくれよぉ。こっちは心臓が止まりそうだったっての。一四歳と言ってもやっぱり家庭環境も特殊だったし、まだまだ子どもなんだな、こいつ。

　男と一いつ緒しよの布団に入るってことの意味、わかってねえんじゃねえか？

















　はっ！　そうだよ。ここには先輩もサヤ姉もいるんだった!?

　他の女の子と同どう衾きんしてるのを見られるってどんな罰ゲームだよ！　へ、下手すると今日がオレの命日になるんじゃ……

　おそるおそるオレが視線を戻すと、しかし予想外なことに、二人は特に怒ど気きを膨ふくらませることなく、

「……自分の立ち位置を上手く使いこなしてるし、何気にしたたかでちゃっかりしてますよね、聡里ちゃん」

「見た目の可愛かわいさについ騙されちゃうけど、あれでけっこう修しゆ羅ら場ばくぐってるのよね、あの娘。あっさりとあたしたちにできないことをやってのけるなんて……油断できないわ」

　ただただ戦せん慄りつを顕あらわにしていた。





「ノート取れない分、ちゃんと集中して授業聞くのよ」

「へいへい」

「もう！　ほんとにちゃんとやるのよ」

「へ～い」

「……ったく」

「またな」

　お小言を並べ始めたサヤ姉にオレは早々に別れを告げて、自分の教室へと向かう。

　とりあえず聡里との件はお咎とがめなしで命拾いしたっぽい。まあ、子どものやることに目くじらたてる二人じゃないし、そのぐらいはオレのことを信じてくれていたのだろう。いや、マジ助かった。寿じゆ命みようが三年は縮んだわ。

　明日香先せん輩ぱいと聡里は、サヤ姉の家で留守番中だ。よっぽど変装技術に自信があるのだろう、人目を全く気にせず殺人に及ぶような奴やつだ。そんなのに狙われている先輩を学校に連れてくるのは危険すぎる。サヤ姉とクラスも違うし。

　その点、サヤ姉の家なら防犯システムが完備されてるし、涼すず原はらさんや事務のお姉さんたちもいて、今日はたとえアメリカ大統領が来ても家には上げないように、と厳命してもいるので安全だろう。

　先輩は無遅刻無欠席が～、っとちょっと嘆なげいていたけれど、命には替えられないと納得しているようだった。

　聡里は来週からうちの学校の付属の中学校に通う予定になっているものの、今はまだ自宅待機中、先週なんかはずっと家で独りで（涼原さんとかもいたけれど仕事中だからな）、けっこう寂しい思いをしていたっぽいので、その点は救いか。

　教室はいつもガヤガヤしているものだけど、今日は特に喧けん騒そうがひどかった。時間は朝礼ぎりぎり、オレは特に挨拶もせずひっそりと教室に潜もぐり込んだんだけど、その瞬間、ざわめきが止まり、教室を不自然な静せい寂じやくが襲う。

　オレはそれに気づかないフリをして、スタスタと自分の席に行きカバンを引っ掛かけて着席する。

　普ふ通つうなら、包帯ぐるぐる巻きの腕を首から吊つるなんて目立つ格好をしているのだから、「おい、その怪我どうしたんだよ？」とか訊いてくるヤツがいてもいいと思うのだけれど、誰も話しかけてこない。

　つまり、クラスの連中のほとんどは、一昨日の祭りでの刃にん傷じよう沙ざ汰たの顛てん末まつを知ってるってわけだ。かなり大勢の人間が目もく撃げきしているみたいだし、警察がすぐに信司だと断定したことからして、おそらくクラスメートにも目もく撃げき者しやは少なからずいたんだと思う。

　つまり、昨日のうちにメールやら何やらで話は広がっていたに違いなく、おそらくオレが来るまでの間、その話でもちきりでもあったのだろう。

　クラスメートは当然、オレが信司とは同じ中学出身で仲が良いことも知っているからな。おいそれとは訊きにくいに違いない。

　それでもやはり気にはなるようで、ちらちらと好こう奇きの視線が集まっているのをひしひしと感じた。居い心ごこ地ちが悪いったらないな。

「みんなー、席に付け」

　忙しない様子で、クラス担任の堀ほつ田たが教室に入ってきた。表情にも少し苛いら立だちが混じっているように見える。

　堀田は信司が諸事情によりしばらく学校を休むこと、そして今日の一時間目が緊きん急きゆうの職員会議により自習になることを慌ただしい感じで伝えて、足早に教室を出て行った。

　自校の学生から警察のご厄やつ介かいになるヤツが出てきたんだから、先生たちも今後の対応を話し合わないとってところか。うちは私立の進学校だからな。最近は少子化でもあるし、評判が落ちて生徒数が減るのは学校経営的に死活問題ではあるのだろう。

「しかし、自習っつってもな～」

　右手がこのザマで筆記がそもそも出来ないわけで。いや、出来たって勉強なんかしないけどさ。

　いつも駄だ弁べっていた前の席に座すわる悪友はいないし、他の連中もなんかオレには話しかけにくそうにしているし。

　適当に国語の教科書でもつらつら読むかと机の中を漁あさっていると、ふと誰だれかが側に立つ気配を感じた。

　見上げると、眼鏡をかけた柔にゆう和わそうな顔が、今は少々疲つかれたような色を見せてオレを見下ろしている。

「委員長。何か用か？」

「あ～、まあ、ね」

　妙に歯切れが悪い感じでそう言って、乾かわいた笑えみを零こぼす委員長。

　ああ、なるほどね。なんとなくわかった。クラスの連中にせっつかれ、損な役回りを演じざるを得なくなった、ってところか。

「その怪我、小沢くんにやられたんだよね？　こんなことしでかすなんて、あいつ、いったいどうしたのかな？」

　ビンゴ。

「これは信司じゃねえ。別のやつにやられたんだ」

　ぶっきらぼうに言葉を返す。

「あっ、そう、なんだ？」

　微び妙みように視線を彷徨さまよわせつつ、委員長は曖あい昧まいに相あい槌づちを打つ。

　信司が犯人じゃないのは紛まぎれもない真実なのだけど、委員長も、そして聞き耳を立てている連中も明らかに信じちゃいないみたいだった。ちっ。

「あ～もう委員長はじれったいなぁ。ほら、ネタは上がってんのよ。さっさと吐はいちゃいなさいよ！」

　しびれを切らす感じで茶ちや髪ぱつの女の子──藤とう堂どうが話に割り込んできて、信司（に化けた何者か）がオレの腕をナイフで貫つらぬいている、まさにその瞬間をとらえた写真を液えき晶しよう画面いっぱいに表示させてオレに突つきつけてくる。

　情報通の血が騒さわぎ、好こう奇き心しんのほうが理性とか常識を上回ったらしい。まあ、こいつらしいと言えばこいつらしい。

　藤堂のふふんと勝かち誇ほこった顔がむかついて無視してやろうかとも一いつ瞬しゆん考えたが、すぐに思い直す。

　昨日もサヤ姉が言っていたじゃないか。情報が不足している、と。ＳＳＳや探偵を情報収集に当たらせているらしいし、オレのほうでも積極的に探さぐってみるべきだろう。

「それ、お前が撮とったのか？」

「ええ、そうよ。凄いでしょ。あたしってそっち方面に才能あるのね～。新聞記者でも目指そうかな～」

　ンなことは心底どうでもいい。

「つまりお前、あの時の瞬間を見てたんだよな？　なあ、なんでもいい。なんか気づいたこととかなかったか？」

「なんかってなによ？」

「なんでもいいんだよ。違い和わ感かんとかそういうもん」

「違和感ねぇ？　う～ん……あっ、事件の少し前に小沢君と話したんだけどなんかちょっと声がおかしかったかな？　風か邪ぜ気味だったのかしら」

　ふむ、やはりキーになりそうなのは「声」か。サヤ姉すらうならせた外見の酷こく似じに比べると、こっちはお粗末とまでは言わないが、少々、レベルが落ちているのは間違いなさそうだ。改めてそれが確かく認にんできたことは収しゆう穫かくではあるけれど、既き出しゆつなことも否いなめない。

「他にはないか？」

「他ぁ？　特にないわね。っていうかなんか立場逆になってない？　あたしが訊ききたいんですけどぉ」

「なら取っておきを教えてやるよ」

「やたっ！　とくダネの予感!?」

「この写真のヤツは、信司にすっげー似てるけど、絶対に信司じゃねえ」

「はぁ？　どう見たって小沢くんじゃない」

　期待していただけに失望はでかかったらしい。藤堂はオレへの呆れを隠かくそうともしなかった。馬ば鹿かにしたい気持ちもわかる。ひどい目に遭わされても愚ぐ直ちよくに友だちを信じる、そんな走れメロス的な美談は今時受けねえわな。

　証明しようにも、根処が人の心が読める精神感応者テレパスが信司は嘘をついていないと言ったから、なんて笑い話にしかならない。一いつ般ぱんには精神感応者の存在自体が眉まゆ唾つば物ものだっての。

　オレがやるせなさに悶もん々もんとしていると、

「あの、小沢くんとは関係ないんだけど、さ……」

　委員長が妙に言いにくそうに、まごまごとまどろっこしく声をかけてきた。男ならもっとはっきり物を言えと言いたい。

「ん、なんだ？」

　内心、ちょっとだけイラっとしたけど押し隠して続きをうながす。

　関係のあるなしはこの際、どうでもいい。情報ってのは意外なところで意外な関連性があったりするからな。未来と量子力学とか、精神感応と量子力学とか。とにかく集められる限り情報は集めたい。ぶっちゃけ分ぶん析せきは超ちよう天てん才さいなひとに任せてしまえばいいわけだし。

「最近、君と小沢くん、あと高たか尾お生徒会長は、えっと……あのひととよくつるんでいるよね」

「……ああ」

　自分でも顔つきが険しくなるのがわかった。委員長が何を言いたいのかわかってしまったから。最近、オレたち三人とつるんでいるひとは、一人しかいないから。

「その、なんて言うかな、あのひとには良くない……」

「デタラメだ！」

　委員長の言葉をオレは大声で打ち消す。こんな戯たわ言ごと、最後まで言わせることすら許せるものかってんだ！

　オレの剣けん幕まくに、委員長は空気を読んで押し黙ったけど、人間として残念と言えるレベルに空気を読めないヤツもいた。

「でぇもぉ、事実じゃん。ラプラスの周りでは不幸が起きているってのは」

　内ない緒しよ話ばなしをするように藤堂が声をひそめて言う。

　明日香先輩のことを名前で呼ばず『ラプラス』なんて呼ぶのは、先輩との関わりを一いつ切さい断たつため……だったっけか。たかだか名前を呼ぶだけでも、不幸に巻き込まれるかもしれない。そう思われているから……なんだよな。

　怯おびえているようでどこかウキウキしているようにも見えるのは、怖がりながらお化け屋や敷しきに足を踏み入いれようとする女子がなぜか多いのと同じ心理か？　まあ、こいつが噂うわさ話ばなしが三度の飯より大好きって部分もありそうだ。

「『絶対不ふ可か避ひの不ふ吉きつを告げる魔ま女じよラプラス』だっけ？　随ずい分ぶんと厨二なあだ名よね～。実際の中学時代はそんなのなかったのに。そんな呼び名が付くぐらい、高校でも……」

「とりあえず黙れ藤堂。そんなのは全部誤解で……って中学時代？」

　そうだよな。高校生の先輩しかオレは知らないわけだけど、先輩にだって中学生時代ってあったんだよな。

　ンで、なんか中学生時代の先輩を知っているってことは……

「うん、あたしたち、あのひととは同じ中学なのよ」

　あからさまに嫌いやそうに、藤堂は顔をしかめる。こいつ、オレが先輩と親しくしてるってこと完全に忘れてねえか？　……でも、これが、先輩のこの学校での他の連中から受けている扱いなんだよな。

　心にしっかり刻み、とりあえずは話を進めることにする。

「たちって、他には誰だ？」

「ん～、そこの委員長でしょ。あ、ちなみに中学時代も委員長だったのよ、きゃはは」

「いや、そんなのはどうでもいいから」

「……どうでもいいって……」

　なんか委員長がいじけているけど放っておく。

「このクラスだと、あとは薫かおるに松まつ永ながくんかな」

「薫も……か」

「うん。あっ、薫にはラプラスの話題は厳禁だからね」

　よりにもよって、空気を読まないことには定評のあるこいつがそんなことを注意してくるとは、な。逆に興味が湧わいてくる。

　先輩のことをラプラスって呼ぶことには少々いらっとくるんだけど、我が慢まん我が慢まん。

「……なんでだよ？」

　ちらりと後ろを振り向むきつつ、問う。オレが顔を向けた先では、ボーイッシュな少女が友人たちと楽しそうに談だん笑しようしていた。

　そんな陰があるようにはとても見えない。でも、祭りの時の、薫の態度が少々気になっていた。普ふ段だんカラッとしたヤツなのに、明日香先輩のことを口にしたあの時の、あの暗く冷たい声が気になって仕方がない。

　いっそう声をひそめ、藤堂が囁ささやく。

「人を殺したのよ。薫のお兄さんが、ラプラスの予言通りに、ね」





「なんか今日は、ずいぶんと怖い目をしているね」

　昼休みのチャイムの余よ韻いんがまだ残る中、オレに声をかける女の子がいた。普段はさわやかな印象が強いのに、今は心配そうにその瞳ひとみが揺ゆれている。

「ボクで良ければ相談にのるよ？」

　言って、あは、っと薫は照れたようにはにかんだ。オレはその好意を素す直なおに受け取れないでいる。

「いや、何もねえよ。腕うでが痛えだけだ」

　ぶっきらぼうに答えて、オレはそっぽを向く。嘘を言ってはいない。鎮ちん痛つう剤ざいが効いてくれてはいるけれど、それでもやっぱりジクジクと痛む。

　ただそっけない態度を取ったのはそれが理由というわけでもない。

　自習時間での藤堂との会話を思い出す。

　薫の一つ年上の兄は、この青陵高校に通っていたらしい。しかも一つ年下の可愛い彼かの女じよもできて、幸せの絶頂にあったという。乱暴な上二人の兄と違い、甘あまく優やさしい直近の兄が薫は大好きで、しかもその彼女というのが薫の一番の親友というのだから二重の喜びだ。薫は心から二人の仲を祝福していた。

　だがその幸せは、長くは続かなかった。

　終わりを告げに来たのは、凍こごえるような冷たい瞳をした美しい黒くろ髪かみの魔女ラプラス。

　彼女を刺さし殺ころす。その予言を笑い飛ばした薫の兄だったが、しかし数日後、魔女の言葉通りになってしまう。

　およそ一年前のことだ。

　薫の兄は、今は少年鑑別所にいる。身に覚えがないと全面否ひ認にんしているらしい。薫の親友である藤堂は何度となく薫の家を訪おとずれており、その兄とも話をして人ひと柄がらをよく知っているが、とても殺人なんて出来るような人間じゃなかったそうだ。

　伝え聞くだけでも、不可解極まりない事件だ。しかも薫は事件現場付近で明日香先輩の姿を目撃しているらしくて、あいつの立場に立って考えると、確かにこれじゃあ先輩が不吉を運んできたように、もしくは裏で糸を引いているように見えても仕方がないよなぁ。

　そして、これはもう一つの事実を意味する。

　明智薫は明日香先輩に恨みを持っている人間だ、ということだ。

「そうか、そうだね。そりゃ痛い、よね」

　いつもけっこうハキハキしているのに、妙に辿たど々たどしくかすれがちだった。いつもの薫らしくない。ますます疑念が増していく。

















　サヤ姉の「犯人はオレたちのことをよく知っている人間だ」という言葉が脳のう裏りを離はなれない。単純に考えれば、信司の口調・イントネーションを真似られるってことは、それだけあいつと親しい間あいだ柄がら、少なくともある程度、きっちり「観察」できる関係にあったはずだ。

　となれば……それこそ、今このクラスにいる誰かかもしれないのだ。明日香先輩を殺そうとし、その罪を信司に着せようとしたヤツが。

　二次元空想世界の三代目大おお泥どろ棒ぼうや怪かい盗とう一四一二号並の変装が、たかだか一いつ介かいの高校生にどうやったら可能なのか、という問題は依い然ぜん残るのだけど、やはりオレたちのことをよく観察している人物という読みは間ま違ちがっていないように思う。

　結果、午前中ずっと、オレはピリピリした空気を発散しまくり、周りからはずっと不ふ審しんな目を向けられていた。

　何気なくいつもどおりを装よそおうのがベストだってのは頭ではわかっているのだけれど、オレはその辺、不器用なんだよなぁ。どうにも内にだけ閉じ込めておくとかできそうにない。

「あ、その、お昼ごはんはどうするの？」

「オレの昼飯がなんかお前に関係あるの？」

「え？　いや、別にないんだけど、その腕だと大変かなぁって」

　……基本的にはやっぱり、薫はいいヤツなんだよな。

　不ふ機き嫌げん全開の人間にもさりげなく声をかけて、労いたわりもして。ほんと気のいい、好ましいヤツだってことは知ってるんだ。知ってるんだけどどうしても疑念がまとわりついて離れない。ちょっと自己嫌けん悪お。

「薫ー、そんなやつ放っといて、ボクと一緒に飯食いに行こうよ」

　軽けい薄はく男・松永が話に割り込んできて、薫に見えないように険悪な目線をオレに向けてくる。なんだ？　こいつとは確かにソリが合わないけれど、なんでここまで敵意を剥むき出だしに……あー、なるほどね。

　こいつ、次は薫を狙ってんのか。祭りの時から妙に露ろ骨こつにオレを敬遠した態度を取ってたのはそういうこと、ね。

「あっ、えーっと、ボク、貴たかちゃんと屋上で一緒に食べる約束もうしちゃってるから」

　薫は微妙にひきつった笑みを浮うかべつつ、そそくさと藤堂の腕を取って教室から慌ただしく逃にげていく。

「ちょっとぉ、聞いてないしぃ。あたし、こんな暑いのに屋上とかマァジ勘弁なんですけどぉ？」

「そんなこと言わないでお願い！」

　漏もれ聞こえてきた声に、オレは失しつ笑しようを禁じ得ない。つくづく藤堂は空気を読まない。朝はちょっとイラつかされたけど、今回は逆に痛快だ。

　松永はギロリっと怖い目でオレを睨にらんだ後、チッと大きく舌打ちしてズボンのポケットに手を突っ込んだまま教室を出ていく。

　そういえばこいつも、あの祭りにいたんだよなぁ。先輩を変な目で見てて……。

　……ったく、どいつもこいつも怪あやしくて仕方なく思えてきた。なんかこのままじゃ人間不信に陥おちいりそうだぜ。

　ガシッ。

　唐突に両肩を掴つかまれる。力こそそれほどかけられていないけれど、その手からは圧あつ倒とう的てきなまでに黒い意志がひしひしと伝わってきた。

　これは、この恐きよう怖ふの波動は──

「よぉっ！　心の友よ！」

　もはや恒こう例れいとなってしまっている、剛ごう田ださんのお昼のお誘さそいだった。

　天てん井じように頭が届きそうな高校生離ばなれした巨きよ漢かんで、がっちりとした体格はゴリラを連想させる。Ｋ１で五戦連続１ＲＫＯ勝利中という、もう誇こ張ちよう抜ぬきで素す手でだったら人類最強なんじゃないかというおひとである。

　唯ゆい一いつの弱点と言えるのが、女の人にまったく縁えんがないこと。まあ、ヤクザも裸足はだしで逃げ出すようなゴツくて厳いかつい容姿してるからなぁ。でも、本人は女の人にモテたくてモテたくて仕方ないらしく、そのせいか、女の人が絡からむと途と端たんに嫉しつ妬との鬼おにと化すちょっと大人気ないひとでもある。

　おかげで先輩とお昼休みを一緒に食べるってミッションは、いつもこのひとに打うち砕くだかれている。ほんと誰か彼女になってやれよ、主にオレの平和のために！

「む、そう言えば、利き手てを怪我しているんだったな」

　チラリとオレの右手を見下ろしつつ、剛田さんが言う。

「ええ、なので学食はちょっと。購こう買ばいでパンとかが有難いんですけど」

　まあ、今日に限れば、先輩は大事を取って学校を休んでいるし、別段、剛田さんから逃げる必要はない。

　腕に響くし激しい運動もしたくないしで剛田さんに付き合うのもやぶさかではないが、なら、どうせだし食べやすいものをチョイスしたいところだ。学食にあるのは基本、箸はしを使って食べる物が多い。カレーもあるけれど、昨日も食べたし。

「心配するな。俺おれとてその辺は心得ている」

　ニヤッと剛田さんが唇くちびるの端はしを釣つり上あげる。女の人さえ絡まなければ、後こう輩はい思いの面倒見のいい兄貴分なんだよなぁ、このひと。

　パン争そう奪だつ戦せんを勝ち抜くのは万ばん全ぜんの状態ですら至難だけど、剛田先輩なら人気の焼きそばパンだって楽勝でもぎ取ってくれることだろう。

　剛田さんはうむっと頼たのもしく頷いて、

「以前のように、俺が手ずから食わせてやろう」

　何言ってるの、このひとぉぉぉぉっ!?

　ちょっ、何が悲しくて男に、しかもこんなごっついひとにあ～んされないといけないわけ!?

「はっはっはっ、聞ぃたぁぞ～。一昨日はサヤ様とネコミミロリ美少女に『あ～ん』させてたそうじゃないか」

　な、なぜそれを!?　つーかサヤ様って!?　そう言えば一昨日、信司を拉ら致ちってサヤ姉の家に届けたのは剛田さんだって話だし……まさかこの人もＳＳＳの一員かっ!?

「ふふふ、一人だけいい思いしおって。是ぜが非ひでも上書きしてくれる！　さあ、いざゆかん、学食へ」

「いやあああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」





「なに真っ白に燃もえ尽つきてるのよ？　しっかり歩きなさい」

　学校からの帰り道、とぼとぼと力なく歩くオレにサヤ姉が発破をかけてくる。

　空はまだまだ明るく、じりじりと太陽が肌はだを焼いてくる。ちょうど通りかかった水場が設けられている公園からは、子どもたちのはしゃいだ声が漏れ聞こえてきていた。

　ちぇっ、楽しそうだなぁ。こっちは気分最悪だってのによぉ。

　結局、オレはあのまま学食に連れていかれ、衆しゆう人じん環かん視しの中、剛田さんの献けん身しんの介かい護ごによってサバの味み噌そ煮に定食を完食させられたのだった。

　何この羞しゆう恥ちプレイ気味の罰ゲーム。周り思いっきり引いてたんですけど！

　それに、それにだなぁっ！　お祭りでの明日香先輩の「あ～ん」ってアイスを食べようとしていたあの素す晴ばらしいお宝映像、あれを思おもい浮かべようとするともうひも付き連れん鎖さして剛田さんのことを思い出さずにはいられなくなってしまったんだぞ!!　この悲ひ哀あいをどこにぶつければいいんだ!?

　……真犯人だな。もうこのやるせなさは犯人にぶつけるしかない。

　そうだ、いじけてる暇ひまはねえ。この事件には信司の将来と先輩の命がかかっているのだ。一刻も早く解決しなくちゃいけないんだ。

「なあ、サヤ姉、考えたんだけどさ、犯人って信司のことよく知ってるヤツって昨日言ってたよな。つまりオレのクラスメートって可能性もあるよな？」

「そうね。あたしもその可能性は小さくないと睨んでいるわ」

　自習時間中に思いついたことを訊いてみると、サヤ姉はこくりと頷うなずいた。

「昨日、ＳＳＳに情報を集めさせるとか言ってたけど、ＳＳＳに犯人がいたら変に警けい戒かいさせたり、隠いん蔽ぺい工作されたりするんじゃないか？」

　確かオレのクラスにもＳＳＳのメンバーはいたはずだ。もし仮に真犯人がＳＳＳに入隊していたら、こっちの動きは筒つつ抜ぬけってことになる。

「それだったらもうとっくに尻尾つかめてるんだけどね～」

　頬ほおに手を当てサヤ姉は嘆たん息そくする。

　いわく『嘘』は真実をねじ曲げる以上、必ずどこかに矛む盾じゆんが生じる。ゆえにデータを取とり揃そろえ多角的に分析すれば、必ず不審な点が浮かび上がってくるのだと言う。その辺もしっかり洗ってみたらしいんだけど、結果は芳かんばしくなかったらしい。

　まあ、そうか。完璧に信司になりすましているんだから、偽ぎ装そう工作とかする必要ないに決まってるよなぁ。

「はあ、それにしても、有益な情報が全然上がってこなかったのはちょっと想定外ね。これは探たん偵ていのほうも望のぞみ薄うすかも」

　ぶつぶつと溜ため息いき混じりにサヤ姉が独りごちる。多分、今日一日、ずっとその事ばっかり考えたり、調べたりしていたんだろうなぁ。

　ふたり途と方ほうに暮れつつ自宅周辺まで来ると、閑かん静せいな住宅街にはまるで不似合いな、黒くろ塗ぬりの高級そうな車がサヤ姉の家の前にでんと居い座すわっていた。

　世界でも超天才と名高いサヤ姉なのでこういう風景には見慣れているし、普段なら気にもしないんだけど、今日に限ってはオレは思わず顔をしかめざるを得なかった。なぜって車のボンネットの先せん端たんには、実に見覚えのある飛ぶ鳥をあしらったシンボルマークが取り付けられていたからだ。

「お久しぶりですね」

　後部座席のドアが開き、すっと見るからに高そうなスーツに身を包んだ長身の男が姿を現す。柔やわらかくにこやかな、しかしそんな中にもどこか底知れない凄すごみを感じさせる笑みを浮かべて。

「小鳥遊……京水……っ！」

　かすれる声で呟つぶやき、オレはごくりと唾つばを飲み込む。

　くっ、テレビとかで見る分には何も感じねえのに、相変わらず間近で見るととんでもないプレッシャーだな。別にオレはこいつに雇やとわれてるわけでもなんでもねえっていうのに、なぜか身体が縮こまりそうになる。

「久しぶり？　一週間前に会ったばかりな気がするけど？　何の用かしら？」

　暗にこちらは会いたくなかったという皮肉をこめつつ、相手の腹をうかがうように目を細めてサヤ姉が冷たい声で言う。

「聡里くんの件ですよ。必要書類を揃えて持って来ました」

「大企き業ぎようの社長のわりに随分と暇なのね。郵送なり下したっ端ぱに届けさせるなりで済むじゃない」

「ツレナイですねぇ」

　肩をすくめやれやれと小鳥遊は首を左右に振る。なんか芝しば居いがかっていて、見ていてちょっとイラつく。

「これは口実ですよ。貴女あなたと落ち着いて話をしたかったのです。感動のシーンに水を差しては、とアトランティック号では遠えん慮りよさせて頂きましたが、せっかく御ご縁えんもできましたし、こうして日を改めてまかりこした次し第だいです」

「あーそー。でもごめんなさい。こっちはちょっと立て込んでて忙いそがしいの。ま、その書類はありがたく頂いておくわ。じゃ、ご苦労様」

　実にそっけなく言い切って、さっさと書類渡わたせとサヤ姉が手を差し出す。

　しかし小鳥遊は苦く笑しようするばかりで、渡わたそうとはしない。まあ、御おん大たい自ら出向いてるわけだし、こっちの言い分聞いて素直にすごすご帰ってくれるような玉じゃあないわな。

「本当にツレナイですねぇ。立て込んでいるのは小沢信司くんの件ですか？」

「相変わらず、耳がいいことね。まあ、知ってるんなら話が早いわ。あんたの相手してる暇なんてこっちにはないの」

　小鳥遊の言葉に、サヤ姉は嫌そうな顔を隠そうともせず吐き捨すてる。

　小鳥遊の野や郎ろう、相変わらずサヤ姉の周辺を嗅ぎまわっているらしい。ストーカーか何かで訴うつたえてやりてえなぁ。でも多分、無理なんだろうなぁ。その辺はほんと周しゆう到とうに罪にならないよう取り計らっていそうだ。

「そうですか」

　小鳥遊が鷹おう揚ように頷く。やっと諦あきらめたか、とちょっと期待したんだけど、もちろんそんなはずもなく。再び顔を上げると、そこには勝ち誇ったような笑み。

「ふふっ、ならこの件で面白い情報を持っていると言えば、私の話を聞く気になれますかね？」

　ファウストを誘ゆう惑わくした悪あく魔まメフィストフェレスは、きっとこんな風に笑っていたに違いないと思った。








ACT4

Reflection of Prism




　つまらない。

　つまらないつまらないつまらない！

　なんだあいつ!?

　蚊かほども小お沢ざわのことを疑っちゃいないじゃないか。走れメロスよろしく友だちを信じていますってか？

　興ざめもいいところだ。

　だいたい走れメロスなんて幻げん想そうだろう。作者の太宰だざいは友人を借金のカタに置いてきながら、自分は金策に走るどころかひとり楽しく遊んでて見捨てたってのが元になったエピソードじゃないか。

　そう、現実なんてそんなもんだ。

　友情なんて嘘うそっぱちだ。

　偽ぎ善ぜん者しやめ。まったく忌いま々いましい。








「お帰りなさい」

　玄げん関かんを開けると、涼すず原はらさんが出で迎むかえてくれた。

　オレは少しだけ懐なつかしい気持ちになる。学校から帰ると誰かが出迎えてくれたのは、いつ以来だろう？　うちは両親共働きだったしなぁ。

　些さ細さいなことなんだけど、なんかいいもんだよなぁ。誰かにこう言ってもらうのって。

　エプロン姿の先輩がスリッパを踏ふみ鳴ならして出迎えてくれて、「おかえりなさい、あ・な・た♡」とか言ってもらえたら、オレは間違いなくその場で先輩を押おし倒たおしてるね、ああ、絶対！

　びしっ！

「がふっ」

「客の前でにやけた変態面晒さらすんじゃないわよ、恥ずかしい」

　……相変わらず、オレは考えていることが顔に出るらしい。ちらりと小鳥遊たかなしの様子をうかがうと、くくっとなんか失笑してるし。ぐあっ、すっげえ屈くつ辱じよく！

「いらっしゃいませ、先さき程ほどは失礼致いたしました」

　ぺこりと涼原さんが小鳥遊に丁てい寧ねいに頭を下げる。やっぱりこういうところが、オレやサヤ姉と違って、涼原さんは大人な感じがする。

「先程って？」

　オレが聞いたのは涼原さんだったんだけど、答えたのは別の声だった。

「ふふ、どうせなら車でより家で待たせてもらおうと思って話をさせてもらったんですけどね。『家主の命令により本日は何なん人ぴとたりとも家に上がらせるなと仰おおせつかっておりますので』と追い返されたんですよ」

　おおっ、涼原さんナイス！

　こんなヤツ、外で待たせておけばいいんだよ。はっはっはっ。

「この私を相手にまったく動揺した素そ振ぶりも見せずはっきり言い切るとは……実に素晴らしい胆たん力りよくです。ぜひとも部下に欲ほしいですな。どうです？　給料は倍出しますよ」

「申し訳ございません。この職場がとても気に入っておりますので」

　うおお、涼原さんかっけえ！

　プレイバードと言えば日本でも有数の超ちよう一いち流りゆう企き業ぎようだ。そのトップからの直々の、しかもこの不ふ況きようのまっただ中での給料も二倍という破格の申し出に、わずかの逡しゆん巡じゆんもすることなくきっぱりあっさり断っちまったよ。

「着替えてくる。涼原、少しそのひとの相手をしてあげて」

　言い捨てて、サヤ姉は小鳥遊を無視して玄関を上がりスタスタと廊ろう下かを歩いて行く。言葉からすると多分、自分の部屋に向かったのだろう。

　外めちゃくちゃ暑かったからなぁ。サヤ姉だって人間だし、相当汗をかいていることだろう。そりゃ着き替がえぐらいしたいわな。男のオレでもそう思うんだから、女の子のサヤ姉なら尚なお更さらだろう。

「では、こちらで少々お待ち下さい、小鳥遊様」

　涼原さんが自らの仕事場でもある応接室に小鳥遊を案内する。小鳥遊も異はないようで今回は素直にそれに従った。

　独り取り残されたオレも靴くつを脱ぬいで、とりあえずテレビの音が漏れ聞こえてくる居間のほうへと向かう。やっぱり明あ日す香か先輩の姿がまず見たかった。涼原さんはいつも通りだったし、無事なのはわかってはいるけれど、それでも命を狙ねらわれているわけだし、その安否をこの目で直に確認したかった。

「ははっ……」

　居間を覗のぞき込むなり、微笑ほほえましさについ口から笑みがこぼれる。

　思った通り、先輩は居間にいた。聡さと里りも一緒だ。二人はソファーで隣となり合あって腰こし掛かけつつ、お互たがいに寄りかかって実に仲良さそうに寝ねこけていた。しかも聡里はともかく先輩までなぜかメイド服姿！

　居間の様子を確認してみると、出かける前と比べ明らかに綺き麗れいになっている。どうやら二人で部屋の掃そう除じを行なっていたのだろう。そして疲れて眠ねむってしまった、と。

　カシャッ！　気がつくとオレは携けい帯たいを取り出して、このお宝シーンの保存を試みていた。これは何をさて置いても撮っておかなくちゃいけないでしょ！

　アングルを変えて、さらに何枚か。おっ、なんかすげえいい感じの撮れた！　今度、内ない緒しよで現像して二人を驚かせてやろう。

　しかし、隔かく世せいの感があるな。二人とも少し前まで他人に対してけっこう気を張っていたところがあったっていうのに、こんな無防備な姿を晒してるなんて。

　見ているとほんとなごむよなぁ。

　…………。

　……………………。

「なにンなとこでぽけ～っとしてんのよ」

　後ろから軽く頭をこづかれた。サヤ姉だ。

　ちらっとテレビ傍の電波時計に目を向けると、入ってきた時より長針が五分ほど進んでいる。おいおい、どんだけ見蕩れてるんだよ、オレ。

「ん？　はああああ、ほんと呑のん気きなんだから。狙われてる自覚あるのかしら」

















　サヤ姉も寝こけている先輩たちに気がついたらしい。両手を腰こしに当てて大きく溜め息をつく。

「でも、ま、かなり頑がん張ばったみたいだし、寝かせておいてあげますか」

　部屋を一望して、サヤ姉はクスリと笑い、いそいそと隣りの客間に入っていき、大きめのタオルケットを持ってきてふわっと二人にかけてあげる。

　表情は見るからにやれやれって苦笑気味なのに、どこか温あたたか味みがあって、なんか「お母さん」みたいだった。

　……こんなこと口にしたらぶちのめされそうなので口にはしないけど、な。





「う～ん、いい香りです。涼原さんは紅茶の淹いれ方も絶品ですな。毎日この紅茶を味わえる高たか尾お女史が本当に羨うらやましい。機知に富んでいて会話も弾はずみますし。どうです？　やはり私のところに来て頂けませんか？　いや、いっそ毎朝、私の為ために紅茶を……」

「ふふっ、冗じよう談だんがお上手ですね」

　応接室に入ると、小鳥遊と涼原さんが歓かん談だんしていた。つーか思いっきり口説いてるんじゃねえよ。お前、何しに来たんだよ？

　しかし涼原さん鉄てつ壁ぺきだな。小鳥遊って一応、年収数十億、総資産に至っては数兆円という金持ちという言葉すら生ぬるいぐらいだってのに、眉まゆひとつ動かしてねえ。冗談だってわかっていても普通なら少しは心揺れるよなぁ。

「涼原はあげないわよ」

　会話を邪じや魔まして、サヤ姉がどかっと小鳥遊の対面に横おう柄へいそのものな態度で腰掛ける。

　と、同時に何を言われるでもなく涼原さんが立ち上がり、一礼して給湯室の方へと消えていく。ほんと涼原さんは一つ一つの所作が様になっていて仕事が出来る女性をまさに体現しているようなひとだ。ほんとかっけえ。

「で、見返りに何が欲しいの？」

　単刀直入にサヤ姉が切り出す。

　小鳥遊はただで情報をくれるほど甘い男ではない。こちらが信しん司じに関する情報を喉のどから手が出るほど欲しがっていることも見み透すかされているだろうし、高い買い物になりそうだ。

「別に何も。最初に申しましたでしょう？　貴女とゆっくりお話ししたかった、と。その時間を取って頂いた対価とでも思ってください」

「随分気前がいいのね。裏がありそうでとても額面通りには受け止められないんだけど？」

「勿もち論ろん、それなりの思おも惑わくがあってなのは否定しませんがね。裏というほどのものはありませんよ。とりあえず貴女には恩を売っておいて損はまずありませんからね。将来の為の布石、投資といったところです」

　小鳥遊の口調や物もの腰ごしは柔らかなのに、どうにも底知れない怖さを感じずにはいられなかった。目の前にブラックホールでもあるような、そんな錯さつ覚かくすら覚える。

　何万、何十万という人間の人生を背せ負おい、従え、支配している。その自負がもたらす覇は気きは、やはりこの男がまとう雰ふん囲い気きとなって現れていた。

　その視線の圧力は大たい抵ていの人間なら萎い縮しゆくするほどなのだろうが、

「ふ～ん？」

　サヤ姉はそっけなく気のない返事を返す。もっとも言葉とは裏腹に、視線は相手の意図を探るように冷たく鋭するどいが。

　言葉が途と切ぎれるのを見計らったかのように、オレとサヤ姉の前に涼原さんが紅茶を置いて、そして一礼して去っていく。

　サヤ姉はティーカップをすくい取り一口すすり、再び机へと戻もどして言った。

「ま、いいわ。じゃ、教えてもらえるかしら。あんたが持っている情報とやらを」

「了りよう解かいしました。とは言え少々荒こう唐とう無む稽けいな内容でしてね、さて、どこから話をしましょうか」

　思案するように小鳥遊が視線を天井へと向ける。ちっ、もったいぶりやがって。いちいち気に障さわるやつだ。素でやってるんだろうけど。

「ま、腹の探り合いをしても時間の無む駄だですからぶっちゃけましょう。綿わたぬ……失礼、高尾聡里くんの精神感応テレパシー、観かん田だ明日香さんの未来予知プレコグニシヨン……」

「やっぱり明日香のことも知ってたわけね」

　舌打ちしつつのサヤ姉の言葉に、小鳥遊が頷く。

「当然です。さて、これら超ちよう感覚的知覚いわゆるＥＳＰと呼ばれる力ですが、一般にはその存在は疑問視されています」

「まあ、そうね」

「テレビなどでは、しばしば超ちよう能のう力りよく者を自じ称しようする方々が顔を出していますが、正直、本物かどうか疑わしいことこの上ない」

　この意見にはオレも同意せざるを得なかった。

　例えば、超ちよう能のう力りよく捜そう査さを題材にしたテレビ番組。ＦＢＩアメリカ連邦捜査局も認めた超能力者なんて触ふれ込みに、つい本物かも、とか思ってしまいがちだけど（オレもそうだった）、先せん輩ぱいの関係で超能力に関してＷＥＢなんかで色々調べてみると、ぶっちゃけあれに出てくる超ちよう能のう力りよく捜そう査さ官かんも、かなり疑わしいシロモノだったりするのだ。

　まずそもそも超能力捜査官と言う名めい称しようは、日本のテレビ局が番組作成の際につけたもので、ＦＢＩにそんな役職はないし、そもそもＦＢＩに所属する者は法律で国外活動が禁止されている。ＦＢＩに在ざい籍せきしていたというのも何か証明があるわけでもなく、あくまで自称。

　ここまで並べると、もうまがい物の臭においしかしてこない。

「中には、本物もいるのかもしれません。しかし、それは言いい換かえるならば、既き存そんの超能力者と呼ばれる方々の《力》は、疑念を払拭することもできない程度のものでしかないということです」

「ふむ……」

　小鳥遊の言葉に、サヤ姉はピンと来るものがあったようだった。

「なるほど、そう考えると、明日香や聡里の《力》は、あまりにも突き抜けすぎている」

「その通りですっ！」

　我わが意を得たりとばかりに小鳥遊が声を高こう揚ようさせる。

「旧来の超能力者とは一線を画す超々能力者。まあ、これだとちょっとしまらないので便べん宜ぎ上、《オーバーライン》と私は呼んでいるんですがね。ここ数年、急激に報告数が増えているんですよ。いや、急激と言うのは語ご弊へいがありますかな、絶対数自体は非常に少ない。私が把は握あくしているのはせいぜい八名と言ったところですか。まあ、しかし一〇年前はゼロだったわけですから、やはり急激と言って差さし支つかえないでしょう」

　そこで小鳥遊はいったん言葉を切り、乾いた口内を潤うるおすように先さき程ほど褒ほめていた涼原さんの淹いれた紅茶をすする。

「《オーバーライン》……か」

　誰に言うでもなく、オレはつぶやく。旧来の超能力者の域ラインを超えたオーバー存在ね。

　小鳥遊の言葉を信じるならば、明日香先輩や聡里みたいな《力》を持っている人間が少なくともあと六人もいるってこと、か？

「八名皆みな、実に私の嗜し好こうをそそらせる唯一無二ユニークな能力の持ち主です。私なりに徹てつ底てい的てきに彼かれら彼女らのことを調べさせたのですが、発生原因についてはまだ不明。ただ現時点で四つほど、実に奇き妙みような共通点があるんですよ」

「へえ？」

　サヤ姉が小さく顎あごを動かし、続きを促うながす。

　明らかに小鳥遊のことを嫌きらってるにもかかわらず、こういう態度を示すってことは相当こいつの話に興味を持ったってことか。

「一つ。繰くり返かえしになりますが、他者に隔かく絶ぜつする絶対的な《力》であること」

　そうだな、サヤ姉なんかはその天才的頭脳によって、未来をある程度の精度で推測することができるが、それも明日香先輩みたいに絶対ではない。突とつ発ぱつ的てき事態などにより、予測が覆くつがえることもそれなりの頻ひん度どで起こる。

　またサヤ姉はその天才的観察力により、相手の心理などを洞どう察さつできるが、これだって聡里みたいになんでもかんでも絶対に言い当てられるわけじゃない。人間である以上、相手のことを全すべて理解することはできないし、知らない人間ならなおさら外れることは多くなるだろう。

「二つ、《力》が発現した時期が一一年から一二年前の短い期間に限定されているということ」

　一一年から一二年前って言うと、ちょうど二〇世紀が終わり、新たな世紀に突とつ入にゆうする頃ころ、いわゆる世紀末ってやつだな。

　節目と言えば凄い節目の年なんだろうけど、なんか大きな問題とかあったっけ？　なにせ物心ついて間もない頃だからなぁ。ほとんど覚えていないと言うか。ぱっと思いついたところだと、『ノストラダムスの大予言』か？

　明日香先輩の関係で、その辺の本は読みまくったのでかの『有名な詩』は丸暗記している。確かこうだ。

『一九九九年の七の月。

　天から恐怖の大王が降ふってくる。

　アンゴルモアの大王をよみがえらせ、

　その前後の期間、マルスは幸福の名のもとに支配するだろう』

　何言ってるんだかさっぱりつーかこれもうただの厨二病全開の痛々しい詩だよな！　とか思ったりするわけだけど、数々の予言を的中させた世界で一番有名な予言者の言葉ということで、渦か中ちゆうの一九九九年付近では随分と盛り上がったらしい。この詩は世界の破は滅めつを予言しているようにも受け取れるからだ。

　まあ、結局、破滅なんてすることなく世界は続いている。

「三つ、生後まもなくから幼少時、おおむね六歳さいぐらいまでにかけて、なんらかの心的外傷トラウマを抱かかえていること」

　オレが思案に耽ふけっている間に、小鳥遊が三本目の指を立てていた。

「ふん、確かに明日香や聡里に当てはまるわね」

　つまらなさそうにサヤ姉は鼻を鳴らす。

　これに関しては先輩や聡里の時に、すでにサヤ姉が解き明かしていることだ。それほど目新しい情報じゃない。

　気になるところは特にない。

　ないはずなのに、なんだ？　嫌な予感が止まらない。これはいったい？

「ふふっ、その二人だけじゃないでしょう？」

　小鳥遊はテーブルに肘ひじを突き、どこぞの司令のように手を組み合わせてその悪意に歪ゆがむ口元を覆い隠しつつ、じっと意味ありげな視線を向けた。

　ヤツの目の前にいる──サヤ姉へと。





　その時、オレの脳裏をよぎったのは幼よう稚ち園えんの頃のサヤ姉だった。

　決して神童とかじゃなくて、むしろお勉強にしろ運動にしろあまり大したことのない子どもだったはずだ。

　そうだよ、思い出した。オレたちの通っていた幼稚園は早期教育が売りで、年長の頃には九九を覚えさせられたものだ。オレでも幼稚園の間に覚えられたことを、結局、一一年前のサヤ姉は小学校に上がるまで覚えられなかった。

　にもかかわらず、オレが小学校に上がる頃にはテレビにも取り上げられるような天才児扱あつかいをされていた。オレと別れている間にいったい何が!?　と子ども心に驚おどろいたのをよく覚えている。

「この超天才科学者のあたしが、よりにもよって超能力者だって言いたいわけ？　はっ、笑えない冗談ね」

　一いつ笑しようにふすサヤ姉だけど、その表情は少しだけぎこちない。オレが気づいたことぐらい、しかも自分に関することでサヤ姉が思い至らないはずなかった。

　他者に隔絶する絶対的な力──それはまさにサヤ姉を言い表したような言葉で、そして、心的外傷という面でもやはりサヤ姉には十分すぎるほどの過去がある。

　符ふ合ごうは……合う。

「超能力者じゃありません。《オーバーライン》です」

　そう言って小鳥遊は紅茶を一口すする。目ま蓋ぶたを閉じ、恍惚と顎あごをほんの少しだけ左右に振って、その美味を一人優雅に堪能する。

「っ！」

　いらだちを振り払はらうように、サヤ姉はごくごくっと一息に紅茶を呷あおるや、乱暴に受け皿ソーサーに叩たたきつける。パリンッと甲かん高だかい音を立てて陶とう器きが砕け散ちった。

　あっ、なんかデスクで涼原さんが天井を仰あおいでいる。自分のカップをちょっと観察してみると、なんとなくデザインが古ふる臭くさい。でも落ち着いていて妙に味わい深さがあって心に訴えてくるものがある。もしかしてこれ、アンティークのけっこう貴重なやつ？

　……もうこのティーカップには触れるまい。ちょっとでも傷つけたらと思うと小市民のオレには怖こわすぎる。

　だが、小鳥遊はサヤ姉の勘かん気きなどどこ吹く風という体で、最後の一つを口にする。

「四つ、《オーバーライン》はね、なぜか全員、この街出身なんですよ」

「あん？　ちょっと待てよ。聡里は違ちがうだろ？」

　オレは思わず口を挟はさむ。小鳥遊にとってはオレは路ろ端ばたの石同然なので、鬱うつ陶とうしげな目線を送ってくるんだけど、かまうもんか。

「いえ、聡里は生まれは東京だけど、父親の転勤に伴ともない、両親が離り婚こんするまでの間、具体的には三歳から六歳までの三年間、この街で暮らしていたはずよ」

　やっぱり強いよな、サヤ姉は。まだ顔色はちょっと悪いけれど、このわずかな間にもう落ち着きを取り戻していた。

　聡里は今一四歳だから、一一年前にはちょうどこの街にいたってわけか。

　ちなみに、聡里の誕生日は四月二日で、学年にするとオレの一つ下の中学二年生らしい。

　更さらに余談だけど、学校というものは四月二日から翌年の四月一日までに生まれた子どもを一つの学年にまとめることになっている。ただ早生まれは学業面とか運動面でいろいろ不利があるので、三月の下げ旬じゆんから四月二日に生まれた子どもの中には、本当は良くないのだけれど四月二日生まれってことにして役所に届出を出すケースも少なくないらしい。聡里もその一人で、本当は四月一日生まれなんだとか。

　生まれたばかりの頃は、そんなことを思いやってもらえるほど祝福されていたんだと思うと胸が痛いたむ。

「ふん、なるほど。つまりこの街には超々能力者、あんたが言うところの《オーバーライン》とやらがまだまだ潜ひそんでいる可能性は高いってわけね」

　そうか。八人っていうのはあくまで小鳥遊が把握している数に過ぎないんだ。

　実際の声と心の声を聞き分けられない聡里なんかは、その《力》を隠蔽するのは難しいけれど、明日香先輩の《力》は、本人が口外しなければ基本的に誰かにバレたりすることはなかったものだし、サヤ姉にしたって本人がその《力》を振るわなければ、目立つことはない。

　出る杭くいは打たれると言う言葉があるように、人間には、特に日本人には、自分たちと違う存在を排はい除じよしようとするところがある。ならば、自らの身の安全のため、《力》を隠して生活している、小鳥遊が把握できていない《オーバーライン》も少なからずいるに違いない。

　そして──

　そんな《力》を持っている人間なんていないという一般常識を逆手にとって、悪用している人間だって中にはいるだろう。

「今回の事件の真犯人も、その中の一人ってこと……だな」





　六時から外せない会議があるとのことで、小鳥遊は帰っていった。「ぜひまたお話ししたいですね」なんて捨て台詞ぜりふを残して。

　ったく、二度とお前の面なんざ見たくねえっての。

　しかし、《オーバーライン》……ねぇ？

　未いまだにタチの悪いホラ話を聞かされたような、騙だまされているんじゃないかっていう疑念は拭ぬぐえない。

　だけど、あまりに常識的に有り得なさ過ぎて、逆に真しん実じつ味みはあった。

　小鳥遊がサヤ姉を自分の会社に勧かん誘ゆうしたがっているのは間違いない。なら、こんなしょうもない嘘で好感度を下げるようなことはしないだろう。どうせ嘘をつくなら、もっとマシな嘘をつくはずだ。

　なにより最もあの男の言葉を裏付けているのが、この家にはすでに常識を超ちよう越えつした能力の持ち主が三人いるってことだ。

　待てよ、剛ごう田ださんなんかも明らかに人類を超越してるよな？　もしかしたらあのひともそうなのかもしれない。

　こんな人口五〇万人にも満たない地方都市に、世界でも類を見ないようなとんでもない能力の持ち主が四人……か。

　確かに異常だよなぁ。普通に考れば、この街で何かが起きていると見るべきだろう。いや、それともすでに起きたのか？

「一九九九年……か」

　落ち着いたら調べてみる価値はありそうだ。だが今考えるべきことは、真犯人についてだ。

　考えをまとめて、ふと隣となりを見てみると、サヤ姉がソファーに背中をもたれかけ、じっと天井を凝ぎよう視ししていた。

　口元に浮かぶのは、自じ嘲ちよう。サヤ姉にはあまりに似つかわしくないものだった。

　そうだよな。いつも冷静沈ちん着ちやくで泰たい然ぜん自じ若じやくとしているけれど、サヤ姉だって人間で、しかもまだ一六歳に過ぎない女の子なんだ。

　人類とは一線を画す《オーバーラインバケモノ》だと言われて、傷ついていないはずがない。動どう揺ようしていないはずがないのだ。

「なあ、サヤ姉。《オーバーライン》とか、そんなん関係なく、さ。オレにとってサヤ姉は、誰より信用できる、世界で一番頼たよりになる、自じ慢まんの従あ姉ねだぜ」

　嘘は一切ないんだけれど、口にした瞬しゆん間かん、なんか凄く安っぽい感じがした。

　くそ、もどかしい。オレの中にあるサヤ姉への想おもいは、言葉なんかじゃとても表せそうにない。

　物心つく前から一緒に過ごしてきた。嬉うれしい時も悲しい時もずっと、ずっと。

　オレが悩なやんでいる時にはいつも相談に乗ってくれて、オレが困っている時にはいつも手を貸してくれた。オレが悪いことをした時にはきっちり叱しかってくれて、いつもそばで見守ってくれていた。

　このひとがいたから、今のオレはあるんだ。

　何があったって、それは絶対に変わらない。

　なんとしてでもこの「想い」を大切な従あ姉ねに伝えなくちゃいけないのに。オレにはその手段がない。

「……叔お父じさん叔お母ばさんより？」

　上を見上げたまま、サヤ姉がぽつりと訊いてくる。

　その表情も、声も、いつもの自信満々なサヤ姉からは想像もつかないほど弱々しい。

　だからってこの程度で、オレの絶対の信頼は揺らぐはずもない。

「勿論！」

　力強く、迷いなく、オレは頷く。

「……明日香よりも？」

　よりにもよって今それ訊きますか!?　めっちゃ返答に困る質問ですね！　しかも答えないわけにはいかない雰囲気だし！

　とは言え、明日香先輩は絶対予知が出来ること以外は至って普通の女の子だ。間違えるし、ミスだってするし、けっこうドジだし、まあ、そういうところもめっちゃ可愛いわけだけど──

「うん、信用できて頼りになるなら、間違いなくサヤ姉だよ」

　そりゃサヤ姉だって人間だから全てを完かん璧ぺきにこなすなんてできないんだろうけれど、それでも「いざ」って時、誰に背中を預けるかって言えば、オレはこのひとしか思い浮かばない。

「引っかかる言い方ねー。ま、正直なのがあんたのいいところだし、今はその辺りで我が慢まん……するわけないでしょ」

　ぐいっと唐とう突とつにネクタイを引っ張られる。あれ？　なんかこれ、すっごい既き視し感かんあるんですけどぉっ!?

「んんっ!?」

　視界いっぱいに映る、日本人離れしたどこか高貴さを漂ただよわせた美び貌ぼう。サヤ姉の「強さ」を象しよう徴ちようする瞳は今は閉じられていて、しかもそれが長いまつ毛を妙みように強調したりしていて、なんか急激に「女の子」を意識させられた。

　にゅるん！

「んんんんっ!?」

　上うわ唇くちびると下した唇くちびるの間を割って、生温かく柔らかいものが侵しん入にゆうしてくる。その何かはオレの舌をからめとり、さらには口の中を一方的に征せい服ふくし尽くしていく。

「ふうっ」

　吐と息いきとともにようやっと唇が離れる。

　サヤ姉はわざと見せつけるように、ペロリとご馳ち走そうを平らげた後のように上唇を舐なめた。その瑞みず々みずしくも鮮あざやかな赤を見た瞬間、オレはカーっと顔が熱くなってくる。

　オレの口の中を暴れ回っていたのは、も、もしかしなくても、アレ、だよね？

















　ってことは今の……ディ、ディープキスっ!?

「カァァァァァァァくぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅん？」

　今！　今だけは!!

　この声は聞きたくなかったぁっ!!

「なぁぁにぃぃぃしてるのか、なぁぁぁぁぁぁ？」

「ひぃっ！」

　ゆらぁっと幽ゆう鬼きのように応接室の入り口に立つ明日香先輩の姿に、オレは思わず腰が抜けそうになった。

　カチカチと、歯が鳴るのが止まらない。

　お、おかしいな。聡里が使用している脳波シリーズには、まだカツラはなかったはずなんだけど……なんか先輩の髪かみ、その一本一本に意志があるかのようにゆらゆらと妖あやしく蠢うごめいているよ!?

　まるで女め神がみアテナによって髪の毛けを蛇へびに変えられたメデューサのごとく！　つーかもうこの際だから石になりたい！　お願いだから誰かオレにアスト○ンをかけてください！

「べっつにいいでしょ～？　あんたも聡里も、不意打ちで奪うばってんだし、さ。同じ事しただけじゃん」

　あっけらかんと言うサヤ姉だけど、その顔はいつもより妙に赤い。

　いくらこのひとだって、あんな事した後じゃ、そりゃさすがに照れるよな。多分、オレも今、顔真っ赤なんだろうな。めちゃくちゃ熱い。

「ま、これで明日香が二回、聡里も二回、あたしも二回だから、数の上でも公平よね」

「あ、あわわ、わたしは一回だけですよ！」

　先輩が先程までとは打って変わって慌あわてふためき始める。自分のキスシーンのこととか話題にされてるんだから、そりゃ恥はずかしいよなぁ。オレだって今がまさにそうだし！

　明日香先せん輩ぱいとのキスは、オレにとっても記念すべきファーストキスなので、今でも鮮せん明めいに覚えている。

　そう、あの時は先輩自身に「死の予知」が降りてきていて、だから最後のお別れの、想い出でとしてのキスだった。

　あの後、送られてきたメールにも『死ぬ前に一度ぐらい、デートってのをしておきたいな』って書かれてたし。

　勿論、先輩とキスできたのは凄い嬉しいんだけど、思い返すと、あ～、なんか義理っぽくてすげえ切なくなってくる。

「ふ～ん？　一回、ねぇ？　ま、あんたがそう言うなら、そういうことにしておきましょうか」

　意味ありげにサヤ姉が微わ笑らう。

　でも、サヤ姉の話はまだ続きがあった。とんでもない爆ばく弾だんが、まだ残っていたのだ。さっきサヤ姉は言ったじゃないか。自分とは二回だって。

「あっ、ちなみにあたしとの最初はあんたが二歳の時だから。覚えておきなさい。バードキスも、ディープキスも、あんたの初めては、ぜ～んぶあたしがもらったんだから！」





　チッチッチッチッチッ。

　テレビの隣に置かれた時計は、一いつ軒けん家やをモチーフにしたようなデザインである。赤茶色のどこか古さを感じさせつつも落ち着いた色合いは、実にアンティーク感が漂う。

　うん、だからだろうなぁ。針が刻を刻む音が妙に大きいのは。これだから昔のものは困るよ。

　はは、ははははは……は……。

「今日の仕事が終わりましたので、私はこれで帰らせて頂きます」

　ちょっ！　帰らないで！　帰らないで、涼原さぁぁぁぁんっ!!

　この空気を、この空気をどうにかしてぇぇぇぇぇっ!!

　なんか先輩とサヤ姉、ずっと無言でめちゃくちゃ怖いんですぅっ！

　聡里が眠っているのが唯一の救いだよ。今、こいつに目を覚まされたらほんと泥どろ沼ぬま一直線だ！

　さっき世界で一番頼りになるのはサヤ姉って言ったばかりだけど、今この瞬間、この場に関しては……涼原さん、貴女だけが頼りなんです！

「ん？　ああ」

　オレの必死の目配せが功を奏したのか、涼原さんは全てを悟さとったお釈しや迦か様さまのようなアルカイックスマイルを浮かべ、頷いてくれる。

　た、助かったぁ！　涼原さんはすっげえ美人でもあるし、当然、恋れん愛あい経験だってそりゃあ豊富のはずだ。オレごときにはまだまだ想像もつかない大人の知恵で、きっと何とかしてくれるに違いない。

「自分で蒔いた種は自分で刈かり取れ、性・少・年♡　じゃ、お疲つかれ様さまでした～。……ふふふ、蒔いた種って蒔いた種って、きゃっ♪」

　……涼原さんというひとがわからない。

　仕事の時はすごいクールなんだけど、プライベートでは実はけっこうお茶ちや目めなひとだったりするのか!?

「はっ!?」

　オレに集まっているじとっとした三つの視線。

「涼原さんにまで色目つかって。変態」

「涼原に手ぇ出したらどうなるかわかってんでしょうね？」

「……もう四人目？　聡里知ってるよ。英えい雄ゆう色を好む。さすがカー兄ヒーローだね」

　なんかいつの間にやら聡里まで目を覚ましてるし!?　てかさすがってなんだ!?　いや、やっぱりいい。聞きたくない！

　おかしい！　明らかに何かおかしいって！

　ただの一度だって、オレから女の子に何かしたことはなかったはずだよ！　そう、オレからは何もしていないんだよ！

　なのになんでこんな女と見れば見境なしみたいな扱いになってるの!?　え？　もしかしてさっきの目配せが勘かん違ちがいされたの!?

「ところでサヤ姉、事態はなんか進展したの？」

　むくりと起き上がり、何事もなかったかのように聡里が訊く。

　マ、マイペースなやつ。三番目でもいい、とか言ってたし、ほんとそういうの気にしないヤツなんだなぁ。

「……そうね、だいたい考えもまとまったし、んじゃ第二回対策会議を始めるとしましょうか」

「……そうですね。そっちも大切ですからね」

　おろ？　なんか助かったっぽい？

　聡里、ありがとう！　まさかお前に助けられるとはな！　いや、マジであの空気の中にいたらオレは窒ちつ息そく死ししていた気がする。今度金ができたらなんか奢おごってやるわ！

「……よし、好感度アップ」





　まずサヤ姉は小鳥遊から聞いた話を先輩と聡里にざっと教えた。

　二人はとても驚いていたけれど、《オーバーライン》というものに関しては、サヤ姉と違ってさほどショックを受けた風もなく、ごく自然に受け入れていた。

　この辺は二人とも、自分の持つ力が他の人とは明らかに違う『異能』であることを自覚していたのが大きいと思う。

　全てを聴きき終えた後、先輩は小さく吹ふき出した。

「不ふ謹きん慎しんなのはわかってますけど、今の素す直なおな気持ちを言うと、ちょっと嬉しいです」

「嬉しい？　今の話のどこに嬉しくなる要素があるわけ？　なに、あんた選民思想でもあったの？」

「違いますよ～。世界で一番尊敬してる、わたしの一番の友だちが、わたしと一緒だってことが嬉しいんです」

「は？」

　サヤ姉には実に珍めずらしく、何を言われたのかわからないような顔だった。

　自分に確固たる自信を持っているサヤ姉には、わかりにくい感情だろうな。普ふ通つうの人はそれほど自分に自信が持てるもんじゃない。一人だと不安になってしまう。誰だれかと一緒ってのは、そういう時、どうしようもなく安あん堵どを覚えるものだ。

　特に女性は男より共感を求めるらしいしな。

　そんな「一緒」なひとが、自分の大好きなひとだったなら、なお喜びは増す。

「聡里も、サヤ姉と一緒で嬉しい」

　いつも通りの、抑よく揚ようのないクールな物言い。でも、その尻尾しつぽは嬉しそうにふりふりと揺れている。

「ふっ、あんたたちと一緒か。んじゃそんな大したことじゃないわね」

「あっ、なんかひどいこと言われた気がします」

「うん、サヤ姉、ひどい」

「ごめんごめん。ふふ、あはははは」

　大して笑う要素なんかどこにもなかったはずなのに、サヤ姉は足をばたつかせ腹を抱えて大笑いする。

　当然、先輩や聡里はこのサヤ姉の態度に憮ぶ然ぜんとしてるんだけど、その辺は許してあげて欲しい。付き合いの長いオレにはわかる。多分、これはサヤ姉なりに、自分の中で折り合いを付ける作業だったんだと思う。

　その証しよう拠こに、たっぷり一分は笑い転げた後には、サヤ姉はサバサバとした何かを吹っ切きれたような顔をしていた。

「あ～、笑った。こんなに笑ったのはカー坊が中学二年生の時に書いてた妄想ノートを見た時以来かしら」

　!?

　はい？　今、このひとなんて言った？　なんかすっげえ有り得ないはずのことを聞いた気がするんですけど。

「サヤさん、詳くわしく！」

「うん、聡里も興味ある」

　なんでそんなに二人とも食いついてんの!?

　ない！　ないぞ！　そんなものはもうこの世にはないはずだ！　オレ自らの手で焚たき火びにくべて焼き尽くした過去なんだから！

「ランス＝スカイウォーカー。最強、とにかく最強。不可能を可能にする竜騎士ドラグーンオブジインポツシブル、アーサー王の一六翼よく将の筆頭にして魔ま王おう殺しの大英雄。一度見ただけでどんな技わざもコピーすることがで……」

「やめろやめろやめてくれぇぇぇっ!!」

　半はん狂きよう乱らんになってオレは絶ぜつ叫きようする。せずにいられるか！

　サヤ姉がそらんじたのは、書いた本人のオレすら記き憶おくの底に埋うめて忘れていた黒歴史だった。

　なんで！　なんで知ってるの!?　読んだ？　読んだんだよね!?　当時だって厳重に、それはもう厳重に机の引き出しの二重底の下に隠かくしておいたはずだぞ！　いったいいつの間に!?

「恥ずかしがることないわよ。こういうの厨二病って言って心のハシカみたいなものみたいじゃない。うんうん、ちゃんと成長してるのねって嬉うれ……」

「本題！　本題に入ろう！　今回の事件の真犯人は、この《オーバーライン》っぽい。つーかほぼ間ま違ちがいない！　というわけではい！　サヤ姉様、解説よろしげほげほ！」

　とにかくオレは一息に大声でまくしたてて、最後、盛大にむせる。

　って痛い痛い！　咳せきの衝しよう撃げきが腕うでに来るぅぅっ！

　くっそぉぉぉっ！　なんだよこれ、まったくのいつものサヤ姉じゃねえか！　心配して損した！

「はいはい、んじゃそうしますかね」

　ぐったりとソファーにもたれて燃もえ尽きたオレを尻しり目めに、サヤ姉は語り始めた。

「今回の事件で一番の謎なぞと言えば、犯人はどうやってあたしたちですら区別つかないほど完璧に信司になりすますことができたのか、よ。写真にもしっかり信司の姿が写っているし、集団催眠って線もあり得ない。既存の技術では説明がつかなかったけれど、明日香や聡里レベルの超能力者が他にもいるなら、話は別」

「……わたしや聡里ちゃんよりサヤさんのほうがとんでもないと思うんですけど」

　ぼそっとした先輩の呟き。その隣では聡里がコクコクと頷いている。

　聞こえていないはずはないのだろうけど、サヤ姉は無視して話を続ける。

「おそらく《オーバーライン》としての能力スキルは他人に瓜うり二ふたつに化けられるってところかしら」

「……つまり、自分の顔を自由自在に変化させられる能力ってことか？」

　なんかハリウッド映画みたいに、顔がうねうねっとスライムみたいに変形するんだろうか？　想像するだけで少々、うっとくるものがあるな。

「あいつが似せていたのは顔だけじゃない。体格も、よ。しかもあたしやあんたも見分けがつかないぐらいに、ね。あたしは自他共に認める超ちよう天てん才さい、あんただって、空手やってそれなりのレベルにあったわけだから、遠山の目付ぐらいやってるでしょ？」

「……なにそれ？」

　オレの返しに、ずるっとソファーから滑すべり落おちるサヤ姉。いや、でもそんなのマジ聞いたことないし。

　サヤ姉がソファーに座すわり直なおし、溜め息混じりに教えてくれる。

「遠い山を見るように、ぼんやりと相手の構え全体を見ること、よ。無意識にでもやってるはずよ」

「ぼんやりと、全体……あ～、あ～」

　頭の中で試合の時の自分がどうやって相手を見ていたかを思おもい描えがき、得心がいってオレはポンっと手を打つ。

　いわゆる格かく闘とう技ぎの素人しろうとは、相手の武器エモノに意識を向ける。空手だったら拳こぶしや足だし、剣けん道どうだったら竹刀しないっていうふうに。

　だが、多少玄人くろうとになると、そういうことはしない。相手の武器が動いてから反応していたんでは遅すぎるからだ。

　じゃあ、どうするかと言うと、さっきサヤ姉が言ったように、ぼんやりと相手の全体を捉とらえ、肩かたの動き、足の運び、重心、呼吸、目線、そういう色々な情報から、相手の行動を先読みして対応するのだ。

　また、相手の体格は間合いやリーチに直結するわけだし、しっかり捉えていないと見切りができない。何年も空手をやっていれば、確かにそういう見方が、無意識に叩きこまれている。

「しかも相手はよく知る信司。しかも前日に学校で普通に会ってる。体格になんらかの差異があったんなら、あたしかあんたがきっと気づいてたはず。声のときみたいに、ね」

「なるほど。自分の全身を自由自在に変形させられるってことか。本気でバケモノじみてるな、それ」

「と、考えると、妙なことがあるのよね～」

「へ？」

「声、よ。肉体をそこまで自由自在に変化させられるなら、声帯だって信司そのものにしてしまえばいいじゃない」

「ん～、外見だけ真ま似ねられるとかじゃねえの？」

「体格を真似るってことは、筋肉、骨に至るまでいじらないとダメでしょ。そこまで真似られるなら声帯もできるでしょ。あとそんな急激に体格が変わったら歩き方だって相当ぎこちなくなるはず。そういうのも見受けられなかった。つまり、犯人の能力は物理的肉体変化メタモルフオーゼじゃないってことよ」

「え？　でも実際にオレたちは信司と瓜二つの犯人を見てるじゃないか」

「そうそれ、見ただけなのよ」

「ごめん、いまいちよくわからん」

「つまり、あの信司は幻まぼろしだったのよ！」





「幻？　でもオレ、実際に腕を刺さされて……」

　オレは自らの右みぎ腕うでに目を落とす。

　そう、この痛みは間違いなく現実リアルだ。幻なんかじゃない。オレを刺した犯人はしっかりと実体を持った人間のはずだ。

「ああ、言い方が悪かったわね。犯人が信司の幻げん影えいをまとっていた、ってところかしら。そもそも『見る』って科学的にはどう行われているか知ってる？」

「え～っと、目から入ってきた光を、網もう膜まくで……ごめん、もうわからん」

「うん、まあ、あんたにしては上出来ね」

　オレの答えにコクリとサヤ姉は頷き、人差し指をピンと立てる。なんか最近の「講こう釈しやく」の時の癖くせになってるよな、これ。

「より正確に言うと、目に入ってきた『光』は角かく膜まく・瞳どう孔こう・水すい晶しよう体たいを通り、網膜へと投射される。ここで光情報は網膜により神経信号すなわち電気信号へと変へん換かんされ、神経を通って脳へと届けられる。そして脳はこの届けられた電気信号を解析して、映像として捉えているわ」

「わたしもあんまり詳しくはないんですけど、なんかそれ、コンピューターの画像処理に似てません？」

　自信なさげに先輩が思いついた言葉を述べる。

　サヤ姉はニヤリと笑う。

「そうよ。アナログ画像を、スキャナーなんかでデジタルすなわち０と１で構成された情報に置おき換え、それを分ぶん析せきして画面に映像として再出力。工程としては一緒ね」

「あっ、やっぱり」

「では、どうやって犯人はあたしたちに信司を『見せて』いたのか？」

「はいっ！　わたし、わかったかも！」

　先輩が何かを閃ひらめいたように声を上げる。

「あれじゃないですか？　聡里ちゃんのときに言ってた量子テレポーテーション！　つまり、網膜から発せられた電気信号を、犯人の頭の中に思い描いていた小沢くんの映像情報にすり替かえた！」

　言い切って、明日香先輩は得意満面の顔をする。

　おーっ！　なるほど。先せん輩ぱい冴さえてる。

　さっきのコンピューターの例えからも、脳にある映像情報ってのはどうも０と１で構成されたものみたいだし、人間の体内での情報伝達は電気信号で行われている。なら聡里の精神感応の理論をそっくり当てはめられそうだ。

「ブブー！」

　しかし、サヤ姉は両人差し指を使ってバッテンを作る。

「面おも白しろい意見ではあるけれど、それだと、写真のことが説明つかないでしょ？」

「あっ！」

　そうか。写真にもしっかり信司が写っているんだよなぁ。

　最近のデジタルカメラなんかは電気信号で映像処理してるんだろうけど、人間と人間だったら基本的には同じ処理を行なって映像を認にん識しきしているわけだから、移植手術なんかもあるようにそれなりの互ご換かん性せいはある気がするけれど、さすがに有機物の人間と無機物の機械とじゃ、な。

　コンピューター同士でさえ、ＯＳが違えばソフトが動かなくなることも多いし、いくらなんでも無理がありすぎる。

「となると、消去法で自おのずと方法は絞しぼられてくる。電気信号、まあ、言ってしまえばあたしたちの認識が正常に機能しているわけだから、おかしいのは映像……すなわち『光』のほうよ」

　そこでサヤ姉は天てん井じようの照明を指差す。

　ちなみに全て発光ダイオード──ＬＥＤである。価格は普通の蛍けい光こう灯とうより何倍もするけれど長期間取り替えなくてもいいらしいんだよな、これ。オレの部屋のも今度これにしようかな。いちいち付つけ替えるの面めん倒どうだし。

　サヤ姉的には手間よりも、不要な紫し外がい線せんや赤外線が普通の蛍光灯よりカットされているのが決め手だったらしい。まあ、紫外線って女の人は気にするもんなぁ。

「じゃあ、そもそも光とは何か。前世紀の初め頃にけっこう論争になったみたいね。光とは『波』つまりエネルギーなのか、それとも『粒りゆ子うし』つまり物質なのか。そしてこの問題に答えを導き出したのが、かの有名なアインシュタイン。光は粒子でもあり波でもある。粒子と波の両方の性質を併あわせ持もつ……」

　そこでいったんサヤ姉は言葉を切り、やれやれといった感じに肩をすくめる。

　あ～、なんとなく予想がついた。

　二度あることは三度あるって言うもんな。この事件が《オーバーライン》によるものならば、明日香先輩や聡里の時と同様──

「すなわち、『量子』である」





「もうここまで来ると、いっそ清すが々すがしいな」

　オレも苦笑するしかない。隣を見れば明日香先輩も同じような、なんとも言えない感じの笑えみを零こぼしている。

　まあ、なんとなくわかってきたな。《オーバーライン》の《力》は、どうもなんか量子力学的なものっぽい。以前、サヤ姉も言っていたけれど、オレたちの常識が通用しないのが量子力学。なら、同じように常識の外にある超能力との相あい性しようがいいのは、おそらく必然なんだろうと思う。

「とりあえず、そうね～。まずは『見る』ということを、より『光』の面から説明する必要があるわね。さっきも言ったけど、光とは『波』の性質も持っている。つまりこうね」

　サヤ姉は机にあったメモ帳を開き、そこに山谷の落差がずいぶんと激しい波線を描く。

「わかりやすく海の波に例えるなら、この山の部分が『寄せる』、谷の部分が『引く』ってわけね」

「はあはあ」

　山谷と指差されていくメモを見つつ、オレは頷く。

「で、この山から山までの長さを、波長と言うの。光も波だから、当然、この波長がある。っていうかそれこそ無数にあるの。一般に人間が見ることの出来るのは、もちろん個人差はあるんだけど、だいたいこの波長が三八〇ナノメートルから七八〇ナノメートルまでの光よ。これより長くても短くても、人間の目には見ることはできなくなる」

　続いて、サヤ姉は先程の波線の山と山の間に「３８０」と書き込み、続けてそれより山谷がなだらかな波線を新たに描き、「７８０」と添そえる。

「そして、実はこの波長の長さで、色が決まるの。三八〇ナノメートルから四五〇ナノメートルあたりの光が紫むらさき、六二〇ナノメートルから七五〇ナノメートルあたりの光が赤っていう具合ね。ちなみに人間の可視光域より波長が短くて見えない光を紫の外側にあるから紫外線、波長が長くて見えない光を赤の外側にあるから赤外線って言うのよ」

「おおっ！」

　その二つはすげえ聞き覚えがあるぞ。なんか紫外線を肌はだに悪いとか良く聞くし、ヒーターとかこたつとかで赤外線がどうたらこうたらってよくやってる。

　そっか。そういう意味だったのか～。遠赤外線ってのも聞くけど、可視光域から遠い、つまりより波長が長い光ってことを指すわけだな。なるほどなるほど。

「じゃあ、今度は『色』についてね。色の三原色って聞いたことあるでしょう？」

「えっと赤と青と……」

　言葉自体は覚えていたのだけど、三つ目が出てこない。うわ、格好わりい。確か小学生ぐらいに習うようなレベルじゃなかったか。

「最後は緑よ、カーくん」

　クスクスと笑いながら先輩が助け舟ぶねを出してくれる。

　うん、それ自体は凄すごく有あり難がたいんですけど、でも逆に身の置き所がないと言うか穴があったら入りたい気持ちになったと言うか。

「実はこれ、網膜の中心部である黄おう斑はんに密に分布している錐すい体たい細さい胞ぼうに関係しているの。この錐体細胞には三種類あってね。それぞれ長波長の光に反応する赤錐すい体たい、中波長の光に反応する緑錐体、短波長の光に反応する青錐体。つまり本質的には人間が認識出来る色は赤青緑だけってことね。だから原色」

「は～」

　小鳥遊と話した後、このひと、特に電子端たん末まつに触れてもいなければ、本も触さわっていないはずだ。ほんと何でも知ってるよなぁ。

「他の色の認識は、赤青緑の錐体細胞が受けた刺し激げきに応じた信号をそれぞれ発し、それらを最終的に大脳が分析して色を判別しているって仕組みね。そうね。ちょうどそこにバナナがあるからそれで例えましょうか」

　サヤ姉が机の上に置かれたバナナを指差す。まあ、当たり前ながら、赤でも青でも緑でもなく黄色い。

「三八〇ナノメートルから七八〇ナノメートルあたりの波長を均等に含ふくんだ光、つまりこの部屋で使ってる昼白色の光を、このバナナに当てたとする。すると、バナナは三八〇から五〇〇ナノメートル以下の青い光を吸収し、五〇〇から七八〇ナノメートルの光を反射する」

　天井の照明を差したサヤ姉の指がゆっくりとバナナへと向かい、いったん止まって、次にオレの眼前に持ってくる。

　バナナから反射された光がオレの目に飛んできたってことだな。

「この選せん択たく反射した光は、青錐体細胞をほとんど刺激せず、赤と緑の錐体細胞を強く刺激する。そしてこの刺激量がだいたい同じぐらいなので、脳はこのバナナの色は黄色だってジャッジを下すわけよ」

「……目で見るってすげえ単純なことに思えるのに、実際はけっこう複雑な作業をやってんだな」

　それがオレの率そつ直ちよくな感想だった。

　いや、だって見るってさ、今この瞬間もオレは普通に行ってるわけじゃん。実際は視界にはバナナだけじゃなくて様々な物が今も複雑に存在していて、そうなるとそりゃあもうすげえ情報量が絶えずオレの脳に送られていると思うわけですよ。

　ほら、ネットとかでも画像とかは文字より表示されるのに時間かかるだろ？　コンピューターですらそういうラグが時々発生するってのに、間断なく処理できるオレの脳って、実はめちゃくちゃすげえんじゃね？

　……いや、目が見える人間だったら誰でも出来ることだってわかってるけどさ。

「これを踏ふまえて犯人の能力を類推するに、おそらくだけど、自分に当たった光を、自分の頭の中で思い描いた通りの人間になるように自動的に吸収反射する能力。そうすることで周りの人間に、いえ機械類にさえ、幻影を見せる能力……ってところかしらね」

　そう結論づけて、サヤ姉は紅茶を一息にあおって、渇かわいた喉を潤す。

　その様子をまじまじと見ながら、オレはある想いにかられていた。うん、明日香先輩や聡里の意見に大賛成だな。

　やっぱりこのひとが一番とんでもねえ!!

　面と向かって犯人と接したのはお祭りの時のほんのちょっとの間だけなんだぜ？　そっから様々な情報を加味して、どんな能力なのか鮮やかに分析しちゃうし！

　でもね、ああ、でもね。

　なんかすげえ嫌いやな予感がするんだよ。デジャヴがあるんですよ。

「その、サヤ姉。で……どうやって犯人の擬ぎ態たいを見破るの？」

　そう。過去二回。

　どうやって解決するのかって肝かん心じん要かなめの部分を、サヤ姉ってばオレに丸投げかましてくれやがったのは記憶に新しい。

　さすがに今回はもう、そんな無む茶ちやぶりはないよね？　ね!?

　期待と不安の織り交ざったオレの視線を受け、サヤ姉は目を瞑つぶり鷹おう揚ように頷うなずき、肩をすくめる。

「あたしにゃ無理ね」

「うあああああ！　またかーっ！」

　絶叫とともに頭を抱えるオレ。

　二度あることは三度あるのかーっ！

　またオレに振ふるつもりか？　振るつもりなのか？　これまではなんとか運良く思いつくことができたけど、さすがにそう何度も偶ぐう然ぜんが続くわけねえって！

　どうすんだよ、どうすんだよ!?

「ふふっ、おろおろしないの」

　プレッシャーに色を失っているオレを見て、サヤ姉が悪いた戯ずらっぽく笑う。このひと、慌てふためくオレを見て楽しんでやがる！

　……楽しんでる？　つまり余よ裕ゆうがあるってことか？

「安心なさい。それでも犯人を捕つかまえることはできる。切り札があんのよ。もう一つの問題はどうやって信司の冤えん罪ざいを晴らすかだけど、そっちも直に調べりゃ突とつ破ぱ口こうも見えてくるでしょ」

　あっけらかんとサヤ姉は言い切る。調べたらどうにかなるってあっさり言い切れるあたり、ほんと自信家だよなぁ。

　まあ確かに、信司の冤罪を晴らすことも大事だけど、先輩を殺そうとした犯人を取とり押さえることのほうが、緊きん急きゆう性せいは高いよな。とりあえずはそれでよしとするか。

　ちなみに。

　実はかなり前から、聡里は話についていけなかったのかはたまたついていく気がハナからなかったのか、サヤ姉の膝ひざ枕まくらで再びスヤスヤと安らかな寝ね息いきを立てていた。








ACT5

Reflection of Prism




　ボクがこの《力》に目覚めてから、もうかれこれ一〇年以上が経たつ。

　最初こそ戸と惑まどったものだが、すぐに歓かん喜きへと変わった。

　以来、ボクはこの《力》を調べ上げ、磨みがきに磨き抜いた。

　モノマネ関連の本は山ほど読み漁あさった。

　ビデオに撮とった映像を何度も何度も見直して他人の癖を見つけ出し、

　鏡の前で納なっ得とく行くまで延々と身体の動かし方を反復練習し、

　声帯模写もそれこそ喉から血を吐はく想いで身に付けた。

　すでにもう三人殺しているが、ボクは何の罪にも問われていない。

　誰もボクの変身を見破ることはできない。

　誰も本当のボクを知らない。

　……にもかかわらず、あいつとあの方が小沢が犯人だと露つゆほども疑っていないのは、少々想定外だった。

　声のわずかな違いに気づかれたか？

　だとしてもそれだけであそこまで確信しているのが解せない。

　何か、ボクが見落としている要因がある？

　今回はどうも計画がズレまくりだ。

　まったく不ふ愉ゆ快かい極まりない。

　ああ、そうだ。放課後にでもラプラスを殺しに行こう。

　あいつの親しい人間に罪を被かぶせたかったけど、もうめんどくさくなった。

　とりあえずこのむしゃくしゃを発散しなければおさまらない。

　あの方の家に閉じこもってるようだが、大した問題でもない。

　ボクにはさらなる「奥の手」がある。

　誰にも気付かれず潜もぐり込むことなど造作も無い。

　今までも、これからも。

　ボクはボクのやりたいようにやる。

　ボクはボクの殺やりたいように殺る。

　ああっ、なんという全能感だろう！

　そう、ボクは神に選ばれた人間なのだ。








　まんじりともせずオレは朝を迎むかえた。

　窓から覗く空は夏ということもあってもうすっかり明るく、電線ではチュンチュンと雀すずめが鳴いている。

　サヤ姉は決着を付ける、と言った。それはとりもなおさず、殺人も辞さない犯人と相対しようというわけで……。

　そりゃ拳けん銃じゆう持った相手とやりあった事もあるにはあるけどさ、あん時だってほんと小便ちびりそうだった。一いつ介かいの高校生に過ぎないオレとしてはやっぱり死ぬのは怖いし、色々不安にもなるというものである。

　さて、どうせもう寝ねれそうもないし、寝ても逆につらいだけっぽいし起きるか。

「あっ、おはようございます」

　とりあえず喉が渇かわいたので台所に向かうと、すでにそこには先客がいた。ペットボトルのミネラルウォーターをあおっていた明あ日す香か先輩が、オレを見て目を瞬まばたかせる。

　デフォルメされた白いウサギの顔がいたるところにプリントされたピンク色のパジャマ姿がかわいい。

「お、おはよう。ええと、どうしよう。言ったほうがいいのかな？」

　挨あい拶さつの後、先輩は何か言いにくそうに口をもごもごさせる。チラッチラッとオレを見ては視線を外しを繰り返し、なんか迷っている感じ。

　あ～、女の人って寝ね起おき姿を異性に見られるの嫌がるらしいからなぁ。どっか行ってくれってことかな？　先輩は優やさしいからオレに遠慮しちゃってるのかな。

「おはよう。あら、珍しく早いじゃない、カー坊」

　続けて猫ねこ柄がらパジャマに身を包つつんだサヤ姉が現れる。そう言えばサヤ姉って猫ねこ好きだよなぁ。聡さと里りの脳波シリーズのバリエーション№２と３が猫系だったのはこのひとの趣しゆ味みが多分に出ている気がする。

「おはよ、サヤ姉」

「あ、サヤさん！　お、おはようございます。えと、あの……」

　先輩がオレの時と同様、何か言い迷う仕草を見せる。サヤ姉は同性だし、パジャマパーティとかもしたらしいし、寝起き姿を気にしているわけではないっぽい。でもじゃあ先輩いったいどうしたんだろう？

「ああ」

　サヤ姉は先輩が何を言いたいのかピンと来たようだった。この辺、やっぱり観察力も鋭いんだよなぁ。羨ましい。

「夢を、視たのね」

「夢……ってまさか!?」

　人間なら誰だって夢ぐらい見る。なんらおかしいことじゃない。ただ明日香先輩にとっての夢は、他のひとが見るものとは違う意味を持つ。

　先輩の視た夢は、未来において、絶対、必ず、何が何でも実現してしまう。夢に出てきた人間の言葉が、一言一句変わることすら許さぬほど、寸分の狂くるいなく。

「で、でも、先輩はもう予知夢からは解放されたはずじゃ!?」

　そう、先輩がずっと心の奥おく底そこに抱いだいていた「どこか遠くへ行きたい」という想い。それが先輩の意識が未来へと飛ぶキーだった。

　しかし、オレやサヤ姉、信しん司じたちとの触れ合いの中で先輩は「ここにいたい」と思えるようになり、以来、予知夢は見なくなっていたはずだ。

　はずなんだけど、先輩はサヤ姉の言葉を否定することなく、バツが悪そうにうつむいている。それはすなわち、サヤ姉の予想が正しいってことに他ほかならず……

「明日香、話すわよ？　この馬ば鹿かはすぐ無茶するから心配かけたくないって気持ちはわかるけれど、今回は下手すると命に関かかわる。あんたの視た未来は、絶対に変えられない。でも内容を知ってさえいれば、絶対に変わらないことを逆利用できる」

　サヤ姉の言葉に、オレもついさっき考えていたことを思い出す。

　そう、予知夢により無事な未来を知っていたからこそ、オレはあの時、拳銃を持った敵に「撃うてるもんなら撃ってみやがれ！」って啖たん呵かを切れたのだ。

　基本的に未来を変えられないってのは不幸だと思うけれど、その「絶対性」を利用できる場面があるのは確かだった。

「……そう、ですね」

　しばしの黙もつ考こうを経へて、先輩はコクリと頷いて話し始めた。

「まず再発ってほどじゃないから安心して、ね？　ちょっとした弾みで予知夢を視てしまうこともあるって程度。頻ひん度どもそれほどじゃない。玉たま野のの一件以来だと、今回でまだ二回目だから。その……黙だまってて、ごめんなさい」

　本当に申し訳なさそうな顔で、先輩はぺこりと頭を下げて、

「その、カーくんを信用していないとか、そんなことは全然なくて、ただ、あんなにわたしが予知夢を視なくなったのを喜んでくれたのに、また視たって言うのは、なんか、怖くて。悲しませたく、なくて。だから、えとえと」

「先輩、もういいですよ。言いにくかったって先輩の気持ちもわかりますから」

　気にしてない風を装よそおって、何かに焦あせったようにまくしたてる先輩をオレはなだめる。

　実際、こんなことでオレの先輩に対する気持ちは一ミリたりとも揺ゆらがないからな。そう、先輩が気にすることは何もない。

　むしろ、自分に腹が立つ。

　サヤ姉が知っていたってことは、今回のように先輩の様子からなんとなく察したのか、もしくは先輩に教えてもらったか、のどちらかだろう。前者なら好きなひとが発していたシグナルをオレが気づけなかったってことだし、後者ならオレよりサヤ姉のほうが頼りになるって思われたことになる。

　……悔やしいな。もっと頑張らないと。こんなことじゃ先輩を守れない。

「次からはちゃんと教えて下さいね？　そりゃオレじゃ頼りにならないかもしれませんけど……」

「そ、そんなことないよ！　カーくんすごい頼りになるよ！」

　先輩はぶんぶんと大きく首を左右に振って、オレの言葉を否定してくれるんだけど、やっぱ社交辞令だよなぁ。

　先輩の前ではオレ、格好悪いとこばっかり見せてるもんなぁ。そうだよ、そもそもオレが祭りの時にきっちり犯人捕とらえてりゃ、こんな面倒なことにもならなかったんだよ。ほんと締しまらねえよなぁ、オレ。

　先輩は申し訳なさそうに視線をさまよわせ、

「ごめんね。次からはちゃんと教える」

「はい、そうしてください。あ、そだ。予知夢を見る前、なんか考えてたりしたことありますか？」

「え、え、ええええええええええええええええええ!?」

　いきなり大声をあげて、先輩は顔を真っ赤にしてあたふたし始めた。

　オレ、なんか変なこと言ったか？　先輩の予知夢の発動キーは、『誰もいない遠くへ行きたい』と言う想いだったはず。オレの勝手な思い込みだけど、今の先輩はそんなことはもう考えたりはしないと思う。

　じゃあいったい何が発動のキーになったのか、ってのは当然の疑問だと思うんだけど。それを明らかにするのは再発防止にも役立ちそうだし。

「ひーん、今日もわたしはお留守番で寂さびしいなぁ。カーくんと一緒に学校行きたかったなぁ。なんて言えるわけないよ～」

　先輩はさらに顔を熟れたトマトのように真っ赤にしていく。い、いったい何を考えていたんだ!?　なんかそんなに恥ずかしいことなのかな!?

「ノ、ノーコメント！　乙女おとめの秘密です！」

　なんか当たったぁっ！

　でも、そう言われると逆に気になるーっ！　ここまで先輩が恥ずかしがる秘密……知りたい。めっちゃ知りたいーっ！

　再発防止って大義名分もあるし、ここはもっと強引に……

「やかましいっ！」

　ピコンピコンッ！

　不機嫌そうに両眼を吊つり上げたサヤ姉にピコピコハンマーで思いっきり頭をはたかれた。なんでそんなものがここに……って、サヤ姉マツドサイエンテイストの家だし何があってもおかしくねえか。

　所しよ詮せんはピコハンなので痛くはないんだけど、音がかなり甲高くて耳に来た。ちなみに先輩も耳を押さえ、顔をしかめている。

「今は明日香のことよりまず信司の件が先！　予知夢は明日香の深層心理の影えい響きようを受けるのよね？　ってことは今回の事件となんか関係のある夢を視たんじゃない？　だったらさっさと教えなさい」

　ピコピコと自分の手をハンマーで叩きつつ、サヤ姉が先をうながす。

「あ、はい。わ、わかりました！」

　先輩もコクコクっと何度も頷く。見るからにサヤ姉の表情はイラついていて、とても刃は向むかえる雰囲気じゃない。

















「夢には、小お沢ざわくんが出てきました。見たことのない部屋でしたけど、多分、小沢くんの家のリビングだったと思います。これって小沢くんの疑いが晴れたってことですよね？」

　人差し指を一本立て、嬉しそうに先輩は語る。ううっ、信司の野や郎ろう、先輩の夢に出演しやがって、とちょっと嫉しつ妬としてしまっているオレがいる。

「……明日香、カレンダーとか見た？」

「いえ、予知夢の時はいつもそういうの確かく認にんするようにしてるんですけど、どこにも見当たらなくて……」

「んー、となるとちょっと微び妙みようね～」

　組んだ手の甲こうに顎を乗せて、サヤ姉は難しい顔になる。

「あの刑けい事じさんの話だと、立件は殺人未み遂すいじゃなくて傷害罪で、ってことだけど、そうだと仮定すると、刃は物もの使ってるから法的には一年以上一五年以下の懲ちよう役えき刑けい。信司はまだ一六歳だし少年法が適用されるから、多少は罪が軽くなるはず。そして明日香の視る夢は翌朝から一年先まで幅はばがある」

　仮に予知夢が明日の光景だったなら、《時の強制力》によってオレたちが何もしなくても勝手に、めでたく信司は無罪放免されることだろう。

　しかし、仮に一年後だとすれば、

「服ふく役えきして釈しやく放ほうされた後、って可能性もあるわけか」

「そういうこと」

　やれやれって感じでサヤ姉が溜ため息を付く。

　一年以内に信司は自宅のリビングにいる時がある、そんなのわかったってなぁ。

　あっ、前オレが使った手だけど、リビングに入るまで死なないってのは確定してるんだよな。これは何かに使え……るわけないか。人を殺すことを厭いとわない凶きよう悪あく犯はんを相手どるにはまさにうってつけなんだけど、鑑別所にいて身動きとれないんじゃどうしようもない。

「もっと詳細を教えてくれる？」

「詳細、ですか。えっと……お母さんらしい人が帰ってきて、『また女の子よ』って言ったら、小沢くん、がっくり肩を落としてて……」

「……意味不明すぎるわね」

　渋面を作ってサヤ姉が苛いら立だたしげに吐はき捨てる。

　今は喉から手が出るほど、『有益な確定情報』が欲しい時だ。サヤ姉の焦あせりがひしひしと伝わってくる。

　かと言ってサヤ姉にわからないことがオレにわかるわけが……って、ん？

「あっ、それオレわかるかも。信司のヤツ、先月言ってたんだよ。弟か妹がまた増えるって。それじゃね？」

　でも、これってむしろ悪い情報だよなぁ。妊娠期間って、『十と月つき十日とうか』とか言うしなぁ。まだまだ先の未来確定じゃないか。

「マジで？　どんだけ家族増やすつもりかしら、あいつの両親。現時点で姉六人妹五人いるんじゃなかったっけ？」

「う、うわうわ～、小沢くん家ちってそんなすっごい大家族なんだ～」

　口元を両手で覆おおい、先輩が驚きに目を丸くしている。

　身近な知り合いにＴＶに出てくるような大家族がいたら、そりゃびっくりするか。

「落らく胆たんしてたのは、多分、弟欲ほしかったんだろうなぁ。女系一家で肩かた身み狭せまいってぼやいてたし」

　オレから言わせれば贅ぜい沢たくな悩みだけど。

　あいつの親父おやじさん、超一流企業の重役らしくて、そんな大家族でも裕福な生活を維持してるし、さらにこっからが重要なんだけど、あいつの姉妹全員さ、これがけっこうな美人揃ぞろいなんだよ。

　あいつん家遊びに行くと、「信司がお世話になってるからそのお礼ね」って、みんなもう至いたれり尽つくせりでオレにすっげえ優しくしてくれるんだよ。一緒に遊んでるぐらいでそんなに感謝されるなんて、よっぽどみんなから愛されてるんだな～、信司のヤツは。

　……なんかどっかから怨えん嗟さと非難の声が聞こえた気がした。まあ、気のせいだろう。

「はあ……どうも今回はハズレっぽいわね～。そりゃそうよね。そう何度も都合よくいかないか。ま、今あるもので頑張るしかないわね」

　どこか失望したように、はあっとサヤ姉は溜め息をつく。

　オレもちょっと肩透かしを食らった感が否いなめない。

　でも、一つだけ引っかかることがあるんだよなぁ。

「なあ、サヤ姉？」

　オレがその疑問を率直にぶつけると、サヤ姉ははっと目を見張り、わずかに考え込んだ後、ニヤリとほくそ笑んだ。

「お手て柄がらよ、カー坊！　明日香！」





「あの日、あんたと明日香があのお祭りに行くことは、このあたしですら掴つかんではいなかった。当たり前よね。あんたら二人だけでこそこそやってたわけだから」

　じろりとねめつけられる。

　ううっ、ちょっと身の置き場がない。

　生徒会室にはオレたち以外に人の姿はなかった。まだ時間も早く登校している生徒が少ないのか、学校とは思えないぐらい辺りは静かだ。

「つまり犯人も知らなかったはず。おそらく犯人は祭りに顔を出して偶然、あんたらの姿を見かけ、衝しよう動どう的てきに犯行に及およぼうとしたと推察できるわ」

　整然と横付きで二列に机が並び、窓まど際ぎわに独立してそれらを一望できるように生徒会長であるサヤ姉の机がでんと陣じん取どっている。

「人間なら誰だって、時に、誰かを傷つけたり殺したくぐらいなるものよ。もっともそれを行動に移す人は滅めつ多たにいない。衝動を押おし留とどめているものの一つは『法』。暴力沙ざ汰たなんか起こせば学校や会社で問題となり進学や出世に悪あく影えい響きようが出、人殺しなんかすれば刑けい務む所しよに入れられ出所してもろくな仕事に就つけなくなる。そんな打算が、ストッパーの役目を果たしている」

　あ～、性悪説ってやつか。

　人間の本ほん性しようは悪であると説き、ゆえに法による統治が重要であるっていう、中国の春秋戦国時代に活かつ躍やくした荀じゆん子しが唱えた思想だ。ちょうど世界史の一学期期末の範はん囲いなので頭の片かた隅すみに残っていた。

　徹底した法運用をした秦しんが春秋戦国時代を制し中国全土を統一したり、今の先進国って言われる国々が、のきなみ法治国家とか呼ばれてることからして、個人的にはあんまり同意はしたくないんだけど、ある種の真理ではあるんだと思う。

「逆に言えば、他人に罪をなすりつけられるから、この犯人は誰かを殺そうなんて行動をあっさり実行できちゃうわけね」

「……正直、よくわかんねえな」

　誰かの命を奪おうとか、なんでそんな軽々しく思えるんだ？

　捕まる捕まらねえじゃなくて、誰かが死んだら、親兄弟、友人、悲しむ人間がいっぱいいるってぐらい考えろよ。

「実はね、今回の事件に類るい似じした事件が実は二つ過去に起きているのよ。しかもこのすぐ近くで」

「え？」

　ま、マジ!?

「最初は一年前、うちの学校の生徒が、恋人を刺し殺さつした事件。次に起きたのは半年前、ある中学校の教師が生徒を刺殺した事件。そのどちらにも多くの目もく撃げき者しやがいて弁解のしようもないはずなのに、犯人は一いつ貫かんして否ひ認にんを続けている」

「あ……あ～～」

　頭の中にフラッシュバックするものがあった。

　わたしの中学の時の担任だったんだよ。そう言って、テレビを指差し、興奮していた先せん輩ぱいの姿が。

　恋人を刺殺した薫かおるの兄が罪状を全面否認しているという藤とう堂どうの言葉が。

　確かに、今回の信司の一件とそっくりそのままじゃねえか！

「ただ、一つだけ相そう違い点てんがあるわ。この二つの事件の関係者は全て、明日香の通っていた中学に関わっているんだけど、信司だけ違う中学、あたしたちと同じとこ出身」

　言われて頭に関係者を並べてみる。

　第一の事件。犯人、薫の兄貴。被害者、その彼女。

　第二の事件。犯人、明日香先輩の通っていた中学の先生。被害者、その生徒。

　今回の事件。犯人、信司。被害者、オレ……だけど狙ねらわれたのは明日香先輩。

　なるほど、確かに信司だけ経歴が浮ういているな。あの神社にしたって、明日香先輩の家の近く、すなわち先輩の通っていた中学の校区内だ。

「でも、これは必然。時の経過とともに、中学生は高校生になる。ここに犯人が信司の口調、声質、仕草、交友関係をよく見知った人物であることを重ね合わせると……」

　その時、コンコンと、生徒会室のドアがノックされる。

　おいでなすったか。

　実は生徒会室に来る前、日直に言こと伝づてを頼んでおいたのだ。サヤ姉が信司の事件で訊ききたいことがあるから、担任には話通しておくので揃そろったら生徒会室に来てくれって。

「どうぞ、入って」

　サヤ姉が出した許可に合わせて、扉とびらが開き四人の男女が、やはりカリスマ生徒会長の御おん前まえということで緊きん張ちようしているのかおっかなびっくりという体で入ってくる。

　明あけ智ち薫、松まつ永なが久ひさ志し、藤堂貴たか子こ、そして委員長。オレの、クラスメートだ。

　サヤ姉がぼそりとオレにだけ聞こえる声で囁ささやく。

「犯人は明日香の通っていた中学の出身者で、かつ現在あんたと信司のクラスメートである可能性が極きわめて高い。つまりこの四人の中にいる」





「おはよう。悪いわね、みんな。こんな朝早くに」

　椅い子すから立ち上がり、にこやかに挨拶するサヤ姉。

　獲え物ものを前にした猛もう獣じゆうの舌なめずりを連想したんだけど、それはどうもオレだけじゃなかったらしかった。

　入り口付近で並ぶ四人が、ピンと背筋を伸のばしてゴクリと一様に唾つばを飲み込む。

　オレは穴が開くほど四人の顔を凝ぎよう視しするんだけど、まったくわからない。

　本当に、この中に信司に化けて明日香先輩を殺そうとし、オレの腕を刺したヤツがいるっていうのか？

　いや、もしかしたら今この姿そのものが本当の姿じゃなくて、擬態だったりする可能性も十分にある。

　超天才のサヤ姉をしてすら見破れないと認めたぐらいだ。オレごときにできようはずもない。

　そうオレたちには無理だ。

　だが、こっちには切り札がある。

「まあ、そんなに時間は取らせないから安心して。訊きたいことはたった一つだから。誰があたしの親友を殺そうとし、あたしの大事な従弟おとうとを刺してくれちゃったのかしら？」

　にこやかにそう言って、サヤ姉はさっきからずっと傍らに静かに座っていた聡里のネコミミを取り外す。

　ああ、まったく最高の切り札だぜ。どれだけ外見を取り繕つくろったところで、心の中まで偽いつわることはできない。

　オレたちは騙だませても、人の心を読むサトリは騙せない。

　すうっと聡里の腕が上がっていき、四人のうちの一人を指差す。

「あのひと」

「っ!?」

「そう、やっぱりね」

　バキボキっと拳を鳴らしながら、特に驚おどろいた風もなくサヤ姉は四人に近づいていく。

　やっぱりってことは、目星はつけていたってことだよな。どうやってわかったんだ？

　……ああ、そうか。サヤ姉がさっき言ってたじゃないか。『犯人は祭りに顔を出して偶然、あんたらの姿を見かけ、衝動的に犯行に及ぼうとしたと推察できる』って。

　つまり、祭りでオレが一番初めに会った人物。

　信司と会ってから会っていない人物。

「おまえだったのかよ、委員長……」

「い、いったい何ですか!?　あの事件の犯人は小沢くんでしょう!?　そう！　この場にいる全員がその目で見てるはずです！　というかそんな年とし端はもいかないような女の子の言葉を信用するのですか、超天才とうたわれる貴女が!!」

　驚き慌てふためき弁明を始める委員長。

　まあ、いきなり犯人呼ばわりされたら誰だって慌てると思うし、これが真実を突つかれての動どう揺ようなのかどうかまではオレごときには判断がつかない。

「そうね。刺した瞬間こそ見ていなくても、ナイフ振り回まわして逃にげるヤツなんて、目立ちすぎるもの。多くの人間に、信司は目もく撃げきされていた」

「でしょう!?」

「でも犯人は一〇〇％あんた」

　断言し、サヤ姉は固く握にぎりしめた拳を振り上あげる。何気にオレ以外にあの拳を振るうのって中学以降、オレが知る限り初めてじゃないか？

　本来なら犯人を押さえるのは男のオレの役目なんだけど、このザマだからなぁ。いつもあんまり格好良く振る舞まえないけれど、今回は特にひでえ。

「あたしの従弟を傷つけたこと、死んでつぐないなさい」

　ごおおっと右拳が唸うなる。て、手加減なし!?

　いや！　殺しちゃダメだから!!　サヤ姉が逆に警察捕まるから!!

「ちっ」

「っ!?」

　驚きよう愕がくに目を見開き、サヤ姉の動きが止まった。

　オレも思わず我わが目を疑う。

　おいおい、嘘うそだろ？　こんなのありかよ!?

　消えた……だとっ!?

　慌ててオレは生徒会室を見回すんだけど、委員長の姿はない。完全に影かげも形も消きえ失うせている。呼び出されたクラスメートの三人も突とつ然ぜんの事態に目を白黒させていた。

　野郎、透とう明めい人間なんていう、いもしない架空の存在にもなれるのか!?

　ガチャリ。

　しまった！　扉がひとりでに開く音を聞き、オレは思わず舌打ちする。予想していなかった事態に気を取られ、判断を誤った。消えたからって見えなくなっただけで、入り口を封ふう鎖さすればよかったんじゃないか。

　同時に目には見えないが、何者かが部屋から出ていく気配。

「逃がっ……」

　バァン！

　すぐさま追いかけようとしたサヤ姉だったが、再び急停止。委員長により壊こわれんばかりの勢いで扉が思いっきり閉められたのだ。

「この器は気に入っていたのにな」

　ドア越ごしに捨すて台詞ぜりふが聞こえてくる。

「ちぃっ！」

　ドアノブを回してサヤ姉が廊ろう下かに躍おどり出でる。

　慌ててオレも後に続く。

「～～っ！　咄とつ嗟さにカー坊に化けるとかまでは想定していたけど、まさか吸収・反射だけじゃなく、素通しも出来るなんて……」

　悔くやしそうに歯は噛がみしつつ、サヤ姉はきょろきょろと委員長の姿を探す。

　廊下には、すでに登校してきた生徒たちが溢あふれていた。血相を変えて飛び出てきたオレたちに、みな不ふ審しんそうな目を向けている。

　必死こいて走ってくれてたりすれば、足音なり誰かにぶつかるなりで逃げた方向だけでもわかるのだが、そういう気配は見当たらない。

　ヤツは決して馬鹿じゃない。それぐらい心得ていやがる。おそらく、ゆっくりと気配も足音も立てず、この場から立ち去ろうとしているに違いない。

「このままじゃっ！」

　オレはいらだちとともに拳こぶしを固く握り締める。

　ここで見み逃のがしたら、次捕まえる機会はほぼ確実になくなる。

　間違いなく、ヤツはもう二度と委員長の姿はとるまい。

　委員長の家はけっこうな資産家だって話だし、高校生でも相当の貯金があるに違いない。それを当面の生活費に、消息を断たつ。そして、どこかでまた誰かとすり替わる。そうなったらもう完全にお手上げだ。

　おそらく、委員長とも、どこかですり変わっていたんだ。言ってたじゃねえか。「この器は気に入っていたのに」って。本物は今いま頃ごろ……。くそったれ、これ以上、犠ぎ牲せい者しや出だしてたまるかよ！

　先輩だっていつ襲おそわれるかも知れぬ恐きよう怖ふにずっと家に閉じこもったままじゃ、そのうちノイローゼになる。学校だって留年しちまう。

　信司の冤罪だって晴れず捕まったままだ。

　とは言え……透明人間を見つけるなんてどうすりゃいいんだよ!?

　他人にすり替わってるだけなら聡里の《力》で簡単に見破れるけどこんなの……聡里？

　その瞬間、オレの頭の中を聡里との短い日々が走そう馬ま灯とうのように駆かけ巡めぐり──

　そうだっ！　この手なら！

　すぐに目当てのものを見つけ、オレは駆け出す。おっ、ちょうどいいところに、ちょうどいいひとがいてくれたぜ。

「剛ごう田だ先輩！　サヤ姉が馬になって欲しいって！」

「なぬ!?」

　わずかの逡しゆん巡じゆんもなく、剛田先輩がダンッと重々しい地じ響ひびきとともにその両手を床ゆかに押しつける。

　さすがサヤ姉信者！　なんか後がいろいろ怖いけどこの際、仕方ない。

「すんません、背中借ります！」

　剛田先輩の背中を思いっきり蹴けって高々と飛び上がるや、オレは天井に取り付けられたあるものに左拳を叩たたきつける！

　次の瞬間、鳴なり響ひびくけたたましい警報とともに、ぷしゅっと水しぶきが舞った。

　ダンッ！　着地とともに身体からだ中じゆうをじぃぃぃぃんと衝撃が駆け抜ぬける。ぐああああああっ！　あ、足も痛いが怪け我がした腕がっ！　腕がぁぁっ！　左拳もめちゃくちゃいてえ！

　けど、今は我が慢まん！　砕くだけんばかりに歯を食いしばって激痛を耐たえしのぎ、オレは前を向く。

　天井に設置されたスプリンクラーは、一気に散水の勢いを上げていき、瞬またたく間まに廊下を散々たる状じよう況きようへと変えていく。

「カー坊、ナイス！」

















　オレに向けて親指を立て、サヤ姉が床を思いっきり蹴る。その動きに一いつ切さいの迷いはなかった。生徒会長が廊下を走っていいのか、なんてツッコミが頭の片隅をよぎったが、今回は緊きん急きゆう事態だし仕方ねえよな。

　梁りよう山ざん泊ぱくで修しゆ行ぎようでもしたのか、女子の高校新記録ぐらい出せるんじゃないかという超ちようスピードで疾しつ走そうしながら、するすると生徒の間をすり抜けていく。

　廊下でただ一箇か所しよ、何もないはずの空間に水が跳ね返っているという奇妙な現象が起きている場所目指して。

「姿消したのが仇あだになったわね！」

　ニヤリとその口元を釣つり上げ、足を止めるやサヤ姉の右拳フアントムが疾る。

　疾る。

　疾りまくる。

　委員長がいると思おぼしき空間に、下手な鉄てつ砲ぽう数撃うちゃ当たるとばかりに。

　もはやこれは拳の弾だん幕まくだった。

「グッ！　ガッ！　ゴッ！」

　傍はたから見ると、サヤ姉が突然シャドーボクシングでも始めたようにしか見えなかったが、そこには誰もいないはずなのに打だ撃げき音おんとともに苦く悶もんの声が連続して響く。

　そして──

　ピッとサヤ姉が拳に付いた返り血を振り払はらうと、一拍ぱく遅おくれて、ズダァンと何かが床に激しく倒たおれる音が響く。

　速度重視のファントムには一いち撃げきの重みこそないが、それでもこれほどの数を叩きこまれちゃただでは済むまい。いったい何十、いや何百発打ち込んだんだ!?

　戦せん慄りつとともにオレは思わず叫さけぶ。

「あれはまさしく……サヤ姉流星拳っ！」

「こっ恥ずかしい名前つけるなぁっ！」

　顔を真っ赤にしてダーッと駆け戻もどってきたサヤ姉に頭をはたかれました。





　今年はとにかく水に関して鮮せん烈れつな想おもい出が多い。

　三月の大おお津つ波なみ映像は衝しよう撃げき的てきだったし、先輩との初デートではボートを漕こいだし、聡里との出で逢あいだって川に落ちてびしょ濡れになったもんだ。ああ、最近じゃサヤ姉が吹き出したコーヒーが顔面直ちよく撃げきなんてこともあったよな。

　おかげで思いつけた。

　スプリンクラー。言うまでもなく、火災が起きると自動的に散水して消火する装置だ。実はこれ、熱だけでなく、外部衝撃にも意外と弱かったりする。

　テレビのニュースでやっていたんだけど、去る三月の東日本大だい震しん災さいではスプリンクラーヘッド（天井に取り付けられた突とつ起きのこと）が破損したことが原因で火事でもないのに大量に放水し、周囲を水みず浸びたしにするという事態が多数発生したらしい。

　それに賭かけての策だったんだけど、動いてくれてほんと良かった。

　生徒指導の教師にもサヤ姉が口八丁で言いくるめてくれたおかげで、今回はなんとかお咎とがめなし。まあ、な～んか問題児として目をつけられたっぽいけど。やれやれだぜ。

「ほんとにいるんですよね……？」

　委員長がいると思しき空間を見下ろしつつ、明日香先輩がつぶやく。めでたくこうして犯人も捕まえたので、登校してきたのだ。クラスメートの三人には、委員長が手品を使ったみたいだと強ごう引いんに言いくるめて帰ってもらった。

　未いまだ透明なままなところをみると、どうも気を失っていても能力は持続するらしい。おかげでこの部屋に運びこむ時は、オレとサヤ姉が二人で衆しゆう人じん環かん視しの中、パントマイムしてるみたいな感じでめっさ恥ずかしかった。

　当然、委員長は身動き取れないよう厳重にぐるぐる巻きにしてあるわけだけど、透明な空間に縄なわだけ浮いていて、なんか手品じみた光景である。触って確認したところ、どうも服は着ているので、この辺は本人の認識が関わっているんじゃないか、というのがサヤ姉の見解だ。

「ほら、とっとと起きなさいよ」

　何もない空間にサヤ姉が平手を振るうと、ピシッピシッと音だけが響く。

「ううっ……はっ！」

　どうやらやっと委員長も目を覚ましたようだった。

　ちょっとほっとした。

　触しよく診しんしたサヤ姉は「命に別状はない」と太たい鼓こ判ばんを押していたけど、一向に目を覚まさないからもしかしてこのまま植物人間!?　とか心配したよ。いや、別にこいつがどうなろうと知ったことじゃないけれど、サヤ姉が人殺しの業を背せ負おうのは、な。

　もぞもぞと身み動じろぎする気配が伝わってきて、やがてチッと舌打ちが響く。自分が雁がん字じ搦がらめにふん縛じばられていることに気づいたのだろう。

「うわっ！」

　瞬間、忽こつ然ぜんと大魔術のごとく、委員長がその場に出現する。心構えはできていたはずなのに、びっくりするな、これ。先輩なんかは思いっきり後ろに飛とび退のき、心臓を押さえているし。

「どうしてわかりました？　ボクの変身は完璧だったはずです」

　透明のことを言っているのではないのはすぐにわかった。それに関しては本人も水をぶっかけられ気づいていることだろう。

　彼かれが問いかけたのは、他人へのなりすましのことだ。

「そうね。見た目は完璧だったわよ。でもあんたみたいなのがいて……」

　サヤ姉が鷹揚に頷き、ちらりと明日香先輩を見て、また視線を委員長に戻す。

「未来を予知できる子もいる。なら、心が読める子がいたって不思議じゃなくない？」

「……なるほどね。そういうことですか」

　呟つぶやき、委員長の口元がいやらしく勝かち誇ほこったように釣り上がる。なんか今のやりとりで随分と余裕を取り戻したっぽい。

　あ～、なんか見てるとすげえムカつくな、この面。顔は心を映す鏡って言うけれど、心の捻ひねくれ具ぐ合あいが実によく表れていた。

　てか、よくよく見ると、綺き麗れいな顔しているよな。いや、別に整っているとかそういう意味じゃなくて、さ。あんだけサヤ姉にボッコボコに殴られたのに、まったくいつも通りの委員長だ。

　この顔は本当に「幻」なんだな、と実感する。

　未だに思い出せない委員長の本名にしたって、こいつの本当の名前じゃないんだろう。さっき生徒会室から逃げ出す時、「この器は気に入っていたのに」って捨て台詞も吐いていたし。そういう意味では「委員長」というのが、こいつには一番ふさわしい呼び名に思えた。

「なんで明日香を狙ったの？　黙もく秘ひは通じないわよ」

　低く凄みを込めた声で、威い圧あつする。

　相変わらず、抜け目めねえなぁ、サヤ姉は。聡里はもうネコミミを付けていて、誰かの心を読むなんてできない。またオレたちは心が読めることの苦く悩のうを知っているので、出来る限り聡里に《力》を使わせたくもない。

　けど、そんなことは委員長が知るよしもないことだ。

「いやぁ、実のところ別にその先輩には恨うらみなんか全然ないんですけどね。そこの男がとにかく気に食わなくて」

　そう言って、委員長はオレに悪意の篭こもった眼まな差ざしを送ってくる。

　へ？　てっきり玉野の時みたいに、先輩の予知夢で不幸被かぶって、その逆さか恨うらみかと思っていたんだけど……オレ？

「だから目め一いつ杯ぱい苦しめてやろうかと。一番の親友に、最愛の女の子を殺されたら、くくくっ、どんな顔をするのか見物だと思ったんだけどなぁ」

　暗く、どこまでも暗い愉ゆ悦えつの笑みを浮かべ、嗤わらう。

　オレ、こいつになんかしたっけか？　けっこうクラスの雑用とか押し付けられているのを見るけれど、オレ自身は頼んだ記き憶おくねえし。特に喧けん嘩かとかした覚えもねえし。

「ボクはお前みたいな奴やつが大っキライなんだよ。なんの取り柄えもないくせに、平へい凡ぼんそのものなくせに、すげえ人達に囲まれて、綺麗な女の子侍はべらせて、毎日毎日楽しそうにしやがってなぁっ！」

「なんだ……それ？」

　あまりと言えばあんまりな理由に、オレはもう呆ぼう然ぜんとするしかない。

　いや、気持ちはわからねえでもねえけど、さ。オレだって信司に対してリア充爆ばく発はつしろとかよく思ったりするし。

　でも、それで無関係の人まで殺そうっていうのか？　罪を被かぶせようっていうのか？　嫌きらいなヤツの苦しむ顔を見たいから。ただそんだけのために。

　どこまで、歪ゆがんでいるんだよ。

　……いや、むしろこれが当たり前なのかもな。

　もし、未来が視えたら、オレだったら人生に絶望していた。

　もし、人の心が読めたら、オレだったら人に絶望していた。

　もし、並ぶ者のいない頂きに独り立っていたら、オレだったらきっと孤こ独どくに絶望していた。

　生んだ親を恨み、他人を恨み、世界を恨んでいたかもしれない。選民思想にとり憑つかれ、他者を虫けらのごとく見下すような、そんな最低の人間になっていたかもしれない。

　委員長にも、多少は同情の余地があるのだろう。こいつも人に過ぎた《力》に振り回された被害者なのだ。

　でも、だからって誰かを傷つけたり陥おとしいれてもいいことには決して繋つながらない！

　オレの周りには、《力》に絶望を強しいられても、他人を想う優しい心を失わない、そんなまっすぐな女の子がいっぱいいるんだから。

「あ～あ、まったくラプラスに関わるべきじゃなかったなぁ」

　つまらなさそうにぼやく委員長。

　……つくづくこいつはオレの癇かんに障さわるヤツだな。先輩は予知をするだけで、別に関わったからって不幸になったりしないっての。

「先輩は関係ねえ。全部お前が悪いんだよ」

「そうだね、ほんとしくったよ」

　多少の後こう悔かいは感じるけれど、せいぜいテストで赤点を取って、「あ～、こんなことなら勉強しておきゃよかったー！　補習めんどくせー！」って程度。とにかく軽い。不安や恐怖に至っては、全くの皆かい無むだ。

「それで、勝者の君たちは、僕ぼくを警察に突き出すのかな？　勿もち論ろん、僕は全すべて否認するけどね。見破られた時には正直焦あせったものだけれど、ふふっ、なんてことはない。心が読める少女が僕を犯人だと言ったから？　はっ！　笑い話もいいところだ。はははっ。そうさ。僕の能力は完璧だ。全部試ためしたんだ。フィルムカメラも、デジタルカメラも、一眼レフも、ビデオも、防犯カメラも、どれだけ高価でも、技術の粋すいを凝こらしても、僕の本当の姿を捉とらえることはできない！

　ひゃははっ、わかるか？　すでに犯人は捕まっているんだよ。目撃者だっていっぱいいる。僕を振った娘こを殺したのはその彼氏で、僕をパシリにしてたヤツを殺したのは、僕に偉えらそうに上から目線で説教かましてくれたセンコーで、君を刺したのは君の親友だ！

　変身能力？　くく、そんなもの、漫まん画がやアニメじゃないんだ。現実にあるなんて誰も思わない。君の頭が狂ってるって思われるのがオチさ。ほら、警察に突き出すなら突き出せよ。証拠不十分ですぐ釈放だ。だが、覚えとけよ？　次はヘマしない。ボクは絶対に別人になりすまして、お前をぶっ殺してやるよ。はははは！　怯おびえろ怯えろ！　周りにいる誰だれ一人ひとり信じられなくなって、孤独と後悔にまみれて死んでいけ！」

　まくしたてるや、委員長の哄こう笑しようが生徒会室に響き渡わたる。

　ほんと……反へ吐どが出るほどのクズ野郎だな、こいつ。まさか玉野以上にイってるヤツと対たい峙じすることになるとはなぁ。

　でも、言ってることは間違っちゃいない。

　一応、当たり前ながら、この部屋にはビデオカメラが設置されている。こいつが変身して逃のがれようとすることを想定していたからな。まあ、さすがに透明になるのまでは予想外だったけど。

　確認はしていないけれど、こいつが透明になったシーンに、今さっき、突然、委員長が現れたシーン、両方ともばっちり撮れているはずではある。

　ただ、まあ、ビデオカメラって証拠能力がないとは言わないけれど、正直、今回に関してはかなり微妙なんだよな。

　テレビを見ればお分かりのように、ビデオ映像ってのは、編集ができるからだ。加えて人は別人に変身なんてできない、透明になんてなれない、という『一いつ般ぱん常識』が邪じや魔まになってくる。誰もこの映像を『本物』だなんて思ってはくれないだろう。

　編集の痕こん跡せきがないってことでこれは本物だって主張しようとしても、今度はサヤ姉が超天才だってことがネックになってくる。舎しや弟てい分の信司を救うために、こんな手のこんだものまで作って、とか思われる可能性のほうが高い。

「そうね、確かにあんたの能力は、大したもんだと思うわ」

「ふふ、超天才の貴女あなたに認めてもらえるとは光栄です」

　サヤ姉に認められ、委員長は鼻高々である。

　話していてすぐに気づいた。こいつは《力》に絶対の自信を持って誇りにすら思っている節がある。この辺、明日香先輩や聡里と正反対、だな。あの二人は能力に否定的で、コンプレックスすら抱いていた。

　二人に比べて、こいつが自由自在に使いこなしているように思えるのは、この差が生んでいるのかもしれない。

「でも、完璧に使いこなしているとは言いがたい」

　ニヤリと口くちの端はを釣り上げ、サヤ姉はニヤリと勝ち誇る。うーん、つくづく悪人面が似合うひとである。絶対言えないけど。

「ば、馬鹿を言わないでください！　ボクはこの《力》に気づいてから、さんざん研究したんだ。誰にだって完璧に成りすませる！　事実、貴女だってボクの擬態に気づけなかったじゃないですか!?」

　委員長が唾を撒まき散ちらしてわめく。ちょっとつつかれたぐらいでこの激げき昂こうぶり。やっぱり相当プライドの高いヤツみたいだ。

　いや、むしろ逆か？　本当に自信のあるひとってのは、ちょっとぐらい他人に何か言われたからってそうそう揺らがない。自分の中に確信があるからだ。サヤ姉なんかまさにその典型だ。

　むしろ自分に自信がないから、この《力》しか拠り処どころがないから、《力》にすがっているようにも見えた。

「隣となりの芝しばは青い、って言葉があるわよね？」

　唐とう突とつにサヤ姉がそんなことを言う。でもこのひとはこんな場面で意味のないことを決して言ったりしないことを、オレは知り尽くしている。

「なんでも他人の物はよく見えるって意味だな」

　オレだってこれぐらいは知っている。

　そういうことって、よくあるよな。

　サヤ姉ぐらい突き抜けていると、雲の上すぎてもう羨うらやましいとすら思えないけれど、信司とか同性ということもあって、正直よく羨ましいって感じる。イケメン、高身長、運動神経抜ばつ群ぐん、成績優ゆう秀しゆう、家には美人姉妹、万ばん事じそつがなく物事をいつもスマートに片付けている。

　……少年院に放ほうり込んでおいたほうが世の男性諸氏のためかもしれないって思った。

「前にカー坊に言ったことがあるわよね。人は他者の存在によって『自分』というものを認にん識しきできるって。自分と誰かを比べてしまうのは、もはや人間の業ごうと言えるかも知れない。このあたしですら時々、他人が羨ましくてたまらないときがあるし」

「「「「えええええええっ!?」」」」

　その場にいるサヤ姉以外の全員、つまりオレ、先輩、聡里、委員長の四人が天地がひっくり返ったかのように仰ぎよう天てんの声をあげた。

「そ、そんなに驚くほどのこと？」

　みんなの反応が面おも白しろくなかったのか、サヤ姉はひとり憮ぶ然ぜんと言う。

「いや、だって、ねぇ？」

「うん、すっごい意外！　サヤさんがそんなこと思うなんて」

　オレが目線で明日香先せん輩ぱいに同意を求めると、先輩もコクコクと何度も頷く。

　マジで意外だった。

　美人で、大金持ちで、運動神経抜群で、世界にもその名を知られる超天才。人に羨まれることはあっても、このひとが他人を羨むなんて正直、想像がつかない。

「この鈍どん感かんどもは……っ！」

「はい？　なんか言った？」

「なんでもないっ！」

　強い調子で怒ど鳴なられた。

　こんなに怒おこるなんて、う～ん、なんだかんだでサヤ姉も人間なんだよなぁ。小鳥遊の話を聞いた時も、けっこう動揺していたし。

　うむ、オレもあんまりこのひとに頼たよりきりじゃいけないな。男の子失格だ。もっとがんばろう。

　サヤ姉はコホンと咳せき払ばらいを一つする。話を戻すという合図だ。

「小鳥遊は、《オーバーライン》は幼少時に心的外傷トラウマを抱かかえていると言っていたわね。現状、ヤツに情報力で負けているのはいなめないけれど、一点、これについてはあたしたちのほうがより深い情報を握っている」

「心的外傷トラウマとなった時期に思おもい描えがいた願望が、能力を決定づけている可能性が高い……だったっけ？」

　田舎いなかで星空を見ながら、サヤ姉と交かわしていた会話を思い出しつつ答える。

「そう。ならこいつも、当然、心的外傷トラウマと、それに根ざした願望を持っているはずよ」

「な、何を言っている!?」

　ははっ、動揺してる動揺してる。

　オレたちが《力》の話をしているのは、委員長とてわかっているだろう。しかし、いきなり《オーバーライン》だの心的外傷トラウマだの言われても、何のことだかわかるまい。

　こいつは自分の《力》を自じ我がの拠より所どころにしている。なのに自分より他人が詳くわしく知ってるなんて、到とう底てい許せることではないに違ちがいない。

「きっと他人が羨ましくて羨ましくてたまらなかったんでしょうね。本人の生まれ持った性格もあるでしょうけど、ひどい虐ぎやく待たいとかも受けていたかも」

「っ！」

　委員長の身体が一瞬、大きく震ふるえ硬こう直ちよくする。どうやら大当たりっぽい。

　オレが同時に思い出したのは、やはり聡里のことだった。一度だけ見せてもらった、腹部にできた生々しいアザ、あの映像は、今も鮮烈に脳のう裏りに残っている。

　延々と終わりなく続く暴力っていうのは、人の心を容易たやすくへし折る。まあ、最近ずっと社会問題になってるっていういじめとかが最たる例だな。

「そんな環かん境きようで、隣で楽しそうに笑ってるヤツがいたら、入いれ替かわりたいって狂おしいほどに願ってしまうのは、とても自然なことじゃない？」

「やめろ……やめてくれっ！」

　初めて、委員長が怯えたような声をあげた。どうやらここが、この男が心の奥底に潜ひそませていた、誰にも触ふれられたくない傷きず痕あとなんだろう。

　だが、サヤ姉は容よう赦しやなく言葉を続ける。

「聡里や明日香の例を考えれば、願望が消えなければ《力》は消えない。なら使いこなしている彼は、今もこの願望を強く持ち続けていると言えるわ。そして、他人になりたいという気持ちは、いわば今の自分が嫌という気持ちの裏返し」

「そういうこと、か……」

　ようやくサヤ姉の言いたいことがわかってきた。

　委員長は《力》は確かに使いこなしているけれど、その力の源が願望である以上、その願望を消さない限り、《力》をオフにできないんだ。さっき気を失っていても能力が解除されなかったこともそれを裏付けている。

　そして他人になりたいという願望は、自分以外になりたいということ。

　すなわち──

「こいつは、『自分自身』になれない」

「ほぼ間ま違ちがいなく、ね」

　自信ありげに、サヤ姉がウインクし、パチンと大きく指を鳴らした。

　明日香先輩が頷いて、部屋の隅すみに置かれたある機材のところへ向かい、キャスターを転がして委員長の近くに押し運んでくる。普ふ段だんならこういうのはオレの仕事なんだけど、この腕うでだからなぁ。

「これなにかわかる？　超ちよう音おん波ぱ検査機っていうのよ？」

　機材からコードの付いた何やら平べったい円形の手のひら大の物を取り外し、サヤ姉がニタニタと嗤う。

　今朝方、サヤ姉が秘書の涼すず原はらさんに手配させたものだ。早朝に電話で叩き起おこされ働かされた秘書さんにちょっとだけ同情である。

「やまびこで周知の通り、音って反射するの。これはね、この端たん末まつから超音波を出し、その反射をこのコンピューターで逐ちく次じ計算し、物体を３Ｄ的に捉えるって機械よ。まあ、言葉で説明するより、実物を見たほうが早いわよね？」

　サヤ姉が機材の上に置かれていた一枚の紙し片へんを手に取り、委員長に見せつける。オレも事前に見ているので何が写っているのかは知っていた。

　赤ちゃんの写真だ。まだお母さんのお腹の中にいる、な。

　最近の技術って凄すごいよなぁ。明日香先輩の予知夢、話題は赤ちゃんのことなのに、なんで肝かん心じんのその赤ちゃんを母親が抱いていないのかってのがすごい引っかかったんだけど、これを使えばお腹なかの中にいるうちに子どもの性別もわかるんだってよ。股こ間かんのアレのあるなしで、な。

　色はなんかオレンジがかっていてちょっと気味悪いんだけど、顔の造形はもうすげえくっきり！　赤ちゃんがどんな顔をしているのかはっきりとわかる。

「ああ、あと本来はこれ胎たい児じ用だけど、あたしがあんたのために特別にプログラム組んでインストールしてあるから安心してね。『光』であんたの本当の姿はとらえられないけれど、さて『音』ならどうかしら？」

「ま、まさか!?」

　委員長の表情が初めて恐怖に歪ゆがむ。

　それも当然か。能力の発動はおおよそ一一年から一二年前。以来、こいつは他人の顔で過ごしてきた。

　もしかしたら格かつ好こいい顔してるかもしれないんだけど、こんな能力を手に入れたぐらいだもんな。「本当の自分」に誰だれより自信がないこいつには、そんな希望とてもとても持てないだろう。「本当の自分」の顔なんて、今いま更さら恐おそろしくて何より見たくない代しろ物ものだろう。

「こらこら、暴れちゃダメでちゅよ～」

　サヤ姉はニコニコと、委員長の髪かみを引ひっ掴み力ずくで床に押しつけ、その頭部を動かせないよう固定する。

「は～い、いたくないでちゅよ～」

　ゆっくりと、本当にゆっくりと。相手の恐怖を最大限に煽あおるべく実にゆっくりと、サヤ姉は検査端末を委員長の顔へと近づけていく。

　なんかもう完全にマッドサイエンティストそのものだ。

「やめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめてーっ！」

　さすがに見ていられなくて、オレはそっと目をそらす。どうやら先輩も同様だったらしい。聡里は「おーっ」とか感かん嘆たんの声を上げている。

「こんなもんか。よし、いい感じいい感じ。んじゃプリントアウト～♪」

　機材の上部に取り付けられた画面を見て、サヤ姉は鼻はな唄うた交じりに機材を操作していく。

　機材からゆっくりと印刷されてきた写真を引き抜き、サヤ姉は満面の笑みを浮かべながら再び委員長の下へと歩み寄っていく。

　ほんとめっちゃ楽しそうだ。

　ただ、な～んかちょっとだけ違い和わ感かんあるんだよなぁ。相手の弱点を突くってのは、戦術の基本ではあるのだけど、どうもこのひとらしくないんだよ。真正面から相手の土俵でこてんぱんに叩き潰つぶすのがサヤ姉のいつもの流りゆう儀ぎだし。

　まあ、今回の犯人に対してかなりムカついていたみたいだし、仕方ないか。うん、とりあえず委員長の最大の失策は、間違いなくこのひとをここまで激げき怒どさせたことだと思う。

「それじゃあ、『本当の自分』とごたいめ～ん♪」

「見ない見ない見ない！　僕はそんなの見たくないっ！」

「見ろっつってんのよ！」

　サヤ姉が委員長の目ま蓋ぶたをこじ開け、無む理り矢や理りその写真を委員長の網もう膜まくに焼き付ける。

　その瞬しゆん間かんだった。ぷつんっと糸が切れたように委員長の身体から力が抜け、首がカクンと横にうなだれる。口からは蟹かにみたいにぶくぶくと泡あわを噴ふき出す。

「うわっ、ばっちい！」

　サヤ姉が慌あわてて飛び離はなれる。委員長のズボン、その股こ間かん部分がぐっしょりとその色を濃こくしていた。染しみはどんどんズボンに広がっていき、やがて床にも水たまりが出来上がる。

　……おいおい、勘かん弁べんしてくれよ。もしかしなくても、これ掃そう除じすんのオレだよね？

「はっ、だっらしないやつね～」

　もう少しいたぶりたかったのか拍ひよう子し抜ぬけと言った感じで、サヤ姉がぽいっと写真を放り捨てる。

　ひらひらと足元に舞い落おちてきたそれをオレは拾い上げ、親指と人差指でひっくり返すやうっと思わず顔をしかめる。

　十数年ぶりに見る自分の顔がこれじゃあショックで気を失うのもさもありなんだな。

　ぼっこぼこにされたばかり、しかも恐怖にひきつりまくった、こんな世にも醜い変顔じゃあ、な。








Epilogue

Reflection of Prism




　犯罪者を見つけたら警察に通報する。それが善良なる市民の義務である。というわけで刑事の麻あさ宮みやさんに、オレたちは委員長を引き渡した。生徒会長室に取り付けられたビデオ映像や超音波写真とともに。

　罪状はオレへの殺人未遂。この辺は委員長が調子に乗って、オレへの殺意を明確にカメラの前で叫んでくれて、正直、助かった。

　結局、オレたちがしたことは委員長に変身能力があるということを客観的に証明しただけで、委員長の犯罪の物証を示したわけじゃ全然ねえんだよな。

　そこを危き惧ぐしていたのだけれど、委員長は警察で自分の犯おかした全ての罪に対し、素す直なおに自白を続けていると言う。麻宮さんの話では精神的にひどく憔しよう悴すいし、抜け殻がらみたいになっているのだとか。

　なるほど。サヤ姉にしては珍めずらしく、随分と容赦なく相手の傷口に塩を塗ぬりこむようなことをやるなぁとあの時は思っていたけれど、そういうこと、か。

　相手の心を徹てつ底てい的てきにへし折ることで、ヤツに自白させる算段だったってわけだ。今回の事件って、実はサヤ姉にとってもかなりギリギリの綱つな渡わたりだったのかもしれない。

　そう考えると、最後こそ情けねえヤツだったけど、持っている能力は本当に厄やつ介かい極きわまりない代物だったんだな、と痛感する。

　まあ、結果的には、そんなことしなくても、ヤツの部屋から決定的な証拠がそれこそいくつも出てきたんだけどな。

　自分の《力》に絶対の自信があり疑いがかかることはないと高をくくっていたのだろう。部屋にあったナイフを科研に回したところオレの血けつ痕こんが見つかったのだとか。なんでも血というものは洗い流しても視し認にんできない痕跡が残るんだそうだ。

　さらには前二件も含ふくめて事件に関する新聞のスクラップ、某ぼう漫まん画がの影響でも受けたのか、どうやって殺すか、なんてことをご丁てい寧ねいに書き記したノートなんかも押おう収しゆうされた。

　真犯人の逮たい捕ほにより信しん司じはめでたく釈放された。とりあえず母親のお腹の中にいる子が女の子だってことは伏ふせておくことにした。夢ぐらい見せてやろう。

　冤えん罪ざいを着せられていた先生と薫かおるの兄貴も、多少時間はかかるが釈放の方向で話が進んでいると刑事さんは言っていた。

　奇妙なのがテレビや新聞。ただの地方都市の殺人未遂事件なら、記事にするほどのことじゃないってのはわかるんだけど、変身能力、なんてセンセーショナルな能力をどこも報道しようとしない。警察の発表もサヤ姉が調べていたけど、なかった。刑事さんにも電話で問い合わせてみたけれど、上う手まくはぐらかされた。

「プレイバードは前から随分とうちの市に投資してるみたいよ。近々、この街に本社を移すって話もある。小鳥遊たかなし様々ね。こりゃ市長も喜んで警察署長に圧力ぐらいかけるでしょうよ」

　とはサヤ姉の弁。

　地域の産業を牛ぎゆう耳じってる電力会社なんかが、政治にも隠いん然ぜんとした力を持っているってのは、大おお地じ震しん以後、何度となくニュースにもなってる。プレイバードの本社が移転してくれば、市の税収は数百億レベルで増加するそうで、雇こ用ようとかも当然改善するだろうし、そりゃ市長もへこへこするわな。

　小鳥遊も《オーバーライン》のことを公おおやけにはしたくないみたいだ。それはこちらとしても都合がいい。先輩や聡さと里り、サヤ姉が魔ま女じよ狩がりの対象にでもなったら困るどころの話じゃない。

　こうして、いつも通りの日常が戻ってきて、まさに万事めでたしめでたし、のはずなんだけど……

「お願い！　この通り！」

「だが、断る！」

　ぷいっと薫はそっぽを向く。朝のホームルームまであとわずか、教室はいつものとおり騒そう然ぜんとしている。

「なんでだよ～。先輩への敵視を止めてくれってだけじゃん。悪いのは委員長だろ～？　もうそんな頑かたくなに拒きよ否ひするようなことじゃないじゃん」

　そう、薫は明あ日す香か先輩への敵視を一向にやめようとしなかった。それもかなり露ろ骨こつに。むしろ以前より酷ひどくなった感すらある。

　事故後、改めてわかったことがある。薫はめちゃくちゃいいやつだってことだ。性格はさっぱりしてんだけど、やっぱり女の子なんだな。いろいろ細やかに気がつくんだよ。

　真犯人を捕つかまえ兄の無実を晴らしてくれたお礼だと、ノートをオレの分も取ってくれたり、代わりに掃除当番を引き受けてくれたりなどあれこれと世話してもらった。怪我をしている身としてはマジ感謝である。

　そんな恩人が、オレの想い人に敵意を向けると言うのはなんとも胸が痛い。

「噂うわさなんか信じるなよ。明日香先輩と関わったからって不幸になんかならねえし」

「別に、『ラプラス』の噂なんか最初から気にしてない。兄貴の時とか警告してくれて、むしろ感謝しているよ」

　ん？　ああ、そうか。そう言えば兄貴の件で嫌っているというのは、あくまで藤とう堂どうの推測にすぎないんだよな。

　あいつの情報って、けっこういい加減なんだな。今後注意しよう。

「でも、断る！」

「だからなんで!?　明日香先輩いいひとだぞ！　お前も話したら絶対好きになるって。すっげえ優しくてけっこうお茶ちや目めで、ちょっとドジで、そんなところがもうめちゃくちゃ可愛くて、笑った顔なんかもうすっげえ癒いやされるし、他にも……」

「うん、わかったよ」

「そうか、わかってくれたか！」

「絶対にその先輩とは仲良くできないってことが、ね！」

　にっこり笑え顔がおできっぱり言い捨てて、踵きびすを返し自分の席へと去っていく薫。

　えー!?　今のオレの紹しよう介かいのどこに、仲良くできない要素とかあった？　どこにもなかったよね？

　ポンっと不意に肩かたを叩かれた。

　振り向むくと、信司がいて、ふ～～～～～っと重い重い溜め息をつきつつ、首を左右に振る。その後ろにはなぜかその双そう眸ぼうからとめどなく涙なみだを溢れさせた男たちが闘とう志しを漲みなぎらせていた。その数、松まつ永ながを含め七名。

「とりあえずオレから言えるのはこれだけだ……死ぬな」

　告げるだけ告げて、スタスタと信司は去っていく。

　へ？　へ？　へ？

　どゆこと？　いったいどゆこと？

　なんで、こいつら、どんどん殺気をふくらませていくの!?

「「「「「「「リア充、死すべし!!」」」」」」」








天才少女は今日も彼のことを想う

Reflection of Prism




　あ～あ。ま～た美お味いしいところ持ってかれちゃった。

　一瞬の判断力。それがあたしの弱点だ。色々考え過ぎちゃうせいで、どうしても咄とつ嗟さには正解が導き出せないのよね～。

　その点、あいつのいざって時の機転には舌を巻くしかない。

　でも、それが心地よい。

　あいつがあたしの「上」を行くのがたまらなく嬉うれしい。

　好きな男の子の格好いいところは、何度見たって飽あきない。

　何回だって見てみたい。

　女帝だの超天才だの言われても、あたしだって年とし頃ごろの女の子なのだ。

　まあ、あいつには内ない緒しよだったけど、実は取り逃がす心配は全然していなかった。やっぱりこういうことを男のあいつに詳しよう細さいに教えるのは抵抗があるのよね～。

　つわりが始まり妊娠してると気づくのが、だいたい妊娠四週～七週辺り。

　信司から妹か弟がまた増えるという話をカー坊が聞いたのは先月のこと。

　そして、子どもの性別がわかるのがだいたい妊娠一五週辺り。

　いくら少年法で刑けいが軽くなるとは言っても、成人なら一年以上の懲ちよう役えき刑けいが二ヶ月足らずで刑期を終えられるとは考えにくい。

　ならそんな時期に家にいるということは、取りも直さず無実が証明されて釈しやく放ほうされたということで──

　ドタドタドタ！　あたしの教室の前をカー坊が死しに物もの狂ぐるいに駆け抜けていった。その後ろをこれまた恐おそろしい形相で追いかけていく男子生徒たち。

　ったく、あのバカは怪け我がもまだ治ってないのに何やってるのかしら？　ほんとトラブルメーカーなヤツ！

　これからもきっと、あいつは次から次へと面倒事を引き起こし、あたしはそれに巻き込まれるんだろう。ふふっ、まあ世界で一番頼たよりにされてるらしいし、しょうがないか。

　でもね、カー坊。

　あたしだってあんたのこと、世界で一番頼りにしてるんだからね？



ｆｉｎ　










　　　はかない君へ（あとがき）





　君を見守るようになって、いったいどれぐらいの刻が流れたのだろう。

　ボクは一目で君に心奪われてしまった。

　長い黒髪、細い四肢、憂いに満ちた瞳……

　いつも寂しそうにしていた君。

　いつも遠くを見つめていた君。

　でもボクには話しかける勇気もなくて。

　ただ見ていることしか出来なくて。

　そして君はいってしまった。ボクの手が届かないところに。

　君が他の男のものになってしまったのは、心が張り裂けそうなほど痛くて苦しい。

　でも一方で、幸せそうな君の笑顔が見れて良かったとも思うんだ。

　だから、だからボクはせめて、

　最後にこの言葉を君に送りたい。

　ぱんつ穿いてください。



　はい、というわけでお久しぶりです鷹山誠一です。

　さていきなりですが、本シリーズのことを一部（特に鷹山の知り合い）にてパンチラボックスと略す方がおられます。

　ええ、確かにね。絶対領域ってぱんつが見えるか見えないかのぎりぎりの領域のことを言うわけですから、パンチラボックスのほうがルビとしては正鵠を射ていることは鷹山も否定できません。

　某クイズゲームでユーザーから怨嗟の声が上がったことも承知しております。ええ、鷹山も「初見殺し」だと思いました。作者として謝ります。ごめんなさい。

　しかしそれでも、パンドラボックスが正しいのです。

　決して、ええだから決してっ！

　読者の皆様におかれましては拙著をパンチラボックスだなんて略さないようお願い致します。わかりましたね？　絶対そんな略し方しちゃいけませんよ？　守らないひとは明日香先輩に「めっ！」とかされますよ？

　よし、ここまで念を押しておけばもう大丈夫でしょう。誰も今後パンチラボックスなんて呼んだりしないはず。

　思い知ったか友人共。ざまあみやがれ。ふははははっ！





　最後になりますが謝辞を。

　担当様、いつも迷惑ばかりかけて申し訳ありません。本当に感謝しております！

　伍長様、今回も美麗なイラストありがとうございます！　明日香先輩が作者により着せ替え人形おもちやにされるのは間違いなくあなたのせいです（笑）

　そしてこの本の制作・流通・販売に関わった全ての方々に感謝を。

　なによりこの本を手にとってくださった読者の皆様に多大なる感謝を！

　前巻で予告したみなづきふたご先生によるコミカライズ版も現在コミックダンガンにて無料公開中ですのでそちらのほうも読んで頂ければと思います。

　それではまた四巻でお会いしましょう。

鷹山誠一　
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